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デ
ジ
タ
ル
版
で
こ
こ
を
ク
リ
ッ
ク
！

▲

形
式
美
の
幸
福

日
本
文
化
の
美
意
識
を
表
現

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
現
代
ア
ー
ト
作
家
、
薄
紫
か
な
の
作
品

「
セ
ル
フ
・
バ
イ
ン
デ
ッ
ド
・
ハ
ピ
ネ
ス

(Self
binded

happi-
ness

R
ed
and

w
hite)

」
は
、
文
化
に
縛
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、

日
本
人
に
と
っ
て
幸
福
度
が
高
い
と
い
う
こ
と
を
表
現
し
た
作
品
。

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
Ｂ
Ｗ
Ａ
Ｃ
（
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ

ン
ト
・
ア
ー
ト
・
コ
ア
リ
シ
ョ
ン
）
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
て
い
る
展

覧
会
「
カ
ラ
ー
・
ア
ー
ト
・
エ
キ
シ
ビ
ッ
シ
ョ
ン
」
で
こ
の
ほ
ど
審

査
員
賞
を
受
賞
し
た
。
　
（
関
連
記
事
15
面
／
Ｎ
Ｙ
生
活
ウ
ー
マ
ン
）

世
界
中
の
都
市
の
情
報
を
提

供
す
る
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
誌
は
９

月
、
世
界
で
最
も
ク
ー
ル
な

（
か
っ
こ
い
い
）
街
ラ
ン
キ
ン

グ
を
発
表
し
た
。

同
誌
は
、
２
０
１
９
年
度
タ

イ
ム
ア
ウ
ト
指
数
調
査
の
一
環

と
し
て
、
世
界
各
地
の
都
市
生

活
者
２
万
７
０
０
０
人
以
上
を

対
象
に
、
物
価
や
文
化
、
芸
術
、

飲
食
な
ど
の
魅
力
の
ほ
か
に
、

地
元
は
上
昇
傾
向
に
あ
る
と
感

じ
る
か
、
な
ど
を
問
う
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。
同
ラ
ン

キ
ン
グ
の
上
位
10
位
は
次
の
通

り
。
１
位
リ
ス
ボ
ン
、
２
位
下

北
沢
、
３
位
ラ
ゴ
ス
の
オ
ニ
カ

ン
、
４
位
ベ
ル
リ
ン
の
ウ
ェ
デ

ィ
ン
グ
、
５
位
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

の
ヒ
ス
ト
リ
ッ
ク
・
フ
ィ
リ
ピ

ー
ノ
・
タ
ウ
ン
、
６
位
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
ホ
バ
ー
ト
の
ザ
・

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
、
７
位

パ
リ
の
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
・
サ

ン
・
ド
ニ
、
８
位
Ｎ
Ｙ
ア
ス
ト

リ
ア
、
９
位
マ
ド
リ
ッ
ド
の
エ

ン
バ
ハ
ド
ー
ル
、
10
位
シ
カ
ゴ

の
ピ
ル
ゼ
ン
。

同
誌
は
２
位
の
下
北
沢
に
つ

い
て
「
東
京
の
中
の
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
。
新
宿
や
渋
谷
ほ
ど
商
業

的
で
は
な
い
が
、
ヒ
ッ
プ
な
ヴ

ァ
イ
ブ
や
ア
ン
グ
ラ
の
反
体
制

文
化
に
満
ち
て
い
る
」
と
伝
え

て
い
る
。
ま
た
８
位
の
ア
ス
ト

リ
ア
に
つ
い
て
は
「
上
部
に
あ

る
30
丁
目
の
地
下
鉄
駅
か
ら
階

段
を
下
る
と
、
世
界
各
国
か
ら

の
移
民
た
ち
が
い
そ
い
そ
と
接

触
し
な
が
ら
老
舗
店
で
買
い
物

を
し
て
い
る
。
ク
リ
エ
ー
タ
ー

た
ち
が
近
年
集
ま
っ
て
い
る
ク

イ
ー
ン
ズ
や
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
と

比
べ
て
物
価
が
低
い
だ
け
で
な

く
、
ス
タ
イ
ン
ウ
エ
ー
通
り
沿

い
に
は
エ
ジ
プ
ト
料
理
店
や
水

ギ
ゼ
ル
の
バ
ー
が
並
び
、
ア
ー

テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
壁
画
ウ
ェ

リ
ン
グ
・
コ
ー
ト
・
ミ
ュ
ラ

ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
含
め
、

多
様
性
と
芸
術
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
満
ち
て
い
る
」
と
評
価
し
て

い
る
。
（
８
面
「
不
動
産
ト
レ

ン
ド
」
に
関
連
記
事
）

最
も
ク
ー
ル
な
都
市

世
界
番
付

２
位
下
北
沢
、
８
位
ア
ス
ト
リ
ア

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
ヒ
ッ
プ
な
文
化
満
ち
あ
ふ
れ
る

ク
オ
モ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

知
事
は
９
月
29
日
、
予
定
よ
り

３
か
月
早
く
カ
ナ
ー
シ
ー
・
ト

ン
ネ
ル
の
修
復
工
事
を
終
了
さ

せ
、
Ｌ
ト
レ
イ
ン
を
２
０
２
０

年
４
月
ま
で
に
再
開
さ
せ
る
と

発
表
し
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
地
下
鉄

を
運
営
し
て
い
る
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
交
通
局
（
Ｍ
Ｔ
Ａ
）
は
州

の
管
轄
下
に
あ
る
。
ト
ン
ネ
ル

を
視
察
し
た
知
事
は
、
「
こ
れ

は
驚
異
的
な
作
業
と
革
新
的
技

術
で
あ
り
、
不
可
能
だ
っ
た
こ

と
可
能
に
し
て
い
る
人
々
を
心

か
ら
賞
賛
す
る
」
と
述
べ
た
。

Ｌ
線
が
走
っ
て
い
る
カ
ナ
ー
シ

ー
・
ト
ン
ネ
ル
は
ハ
リ
ケ
ー
ン

サ
ン
デ
ィ
の
洪
水
に
よ
り
損
傷

を
受
け
た
。
（
関
連
記
事
４
面
）

地
下
鉄
Ｌ
線
早
期
復
旧
へ

来
年
４
月
に
運
行
再
開

◇
本
紙
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
行
の
フ
リ
ー
紙
で
Ｎ
Ｙ
地
区
で

「
日
本
経
済
新
聞
」
と
と
も
に
折
り
込
ま
れ
て
配
達
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
日
本
国
内
で
は
青
山
学
院
大
学
図
書
館
（
青
山

キ
ャ
ン
パ
ス
）
に
常
備
、
東
京
大
学
本
郷
・
駒
場
両
図
書
館

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

https://www.syscomusa.com/
https://nipponexpressusa.com/
https://www.rairaiken-ny.com/
https://www.amnet.jp/
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日
本
ク
ラ
ブ
（
西
57
丁
目
１

４
５
番
地
）
は
11
月
７
日
（
木
）

午
後
６
時
30
分
、
女
優
の
松
坂

慶
子
さ
ん
を
迎
え
た
デ
ィ
ナ
ー

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
開
催
す
る
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
「
西

郷
ど
ん
」
や
連
続
テ
レ
ビ
小
説

「
ま
ん
ぷ
く
」
で
主
人
公
の
母

親
役
を
演
じ
橋
田
賞
を
受
賞
す

る
な
ど
女
優
と
し
て
の
幅
を
さ

ら
に
広
げ
る
松
坂
さ
ん
が
、
ド

ラ
マ
や
映
画
へ
の
出
演
エ
ピ
ソ

ー
ド
、
趣
味
の
音
楽
や
フ
ラ
ダ

ン
ス
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
ハ
ワ

イ
で
の
体
験
談
な
ど
を
語
る
。

バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
小
澤
真
智

子
の
生
演
奏
も
あ
る
。

参
加
費
は
一
般
１
２
０
ド

ル
、
会
員
１
０
０
ド
ル
（
食
前

酒
、
特
製
弁
当
、
デ
ザ
ー
ト
付
）
。

問
い
合
わ
せ
、
申
し
込
み
は

電
話
２
１
２
・
５
８
１
・
２
２

２

３

ま

た

は

Ｅ

メ

ー

ル

in
fo@

n
ippon

clu
b
.org

ま

で
。
協
賛
企
業
は
日
本
航
空
、

Ｔ
Ｔ
Ａ
イ
ン
ク
、
木
村
酒
造
、

サ
ン
ポ
ッ
プ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
、Strategic

L
egal

Solutions, Inc.

、

大
島
会
計

士
事
務
所
。

松
坂
慶
子
と
秋
の
夕
べ

日
本
ク
ラ
ブ
で

11
月
７
日
デ
ィ
ナ
ー
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス
実
行
委

員
会
主
催
Ｎ
Ｙ
ラ
ー
メ
ン
コ

ン
テ
ス
ト
が
５
日
と
６
日
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
、

来
場
客
人
気
投
票
で
東
京
渋

谷
か
ら
参
戦
し
た
「
鬼
そ
ば

藤
谷
」
が
得
票
数
１
３
７
１

票
で
優
勝
し
た
。
日
本
国
産

味
噌
と
オ
マ
ー
ル
海
老
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
人
気
が

集
ま
っ
た
。
店
主
の
お
笑
い

芸
人
「
Ｈ
Ｅ
Ｙ
！
た
く
ち
ゃ

ん
」
は
「
お
い
し
い
っ
て
何

度
も
お
客
さ
ん
が
来
て
く
れ

た
の
が
う
れ
し
い
」
と
表
彰

式
で
涙
を
流
し
た
。
２
位
は

マ
ル
チ
ョ
ン
（
１
２
３
６
票
）
、

３
位
は
麺
屋
和
人
（
９
０
８

票
）
だ
っ
た
。

鬼
そ
ば
優
勝

ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス

Ｎ
Ｙ
ラ
ー
メ
ン
コ
ン

カップを手にする左から２位マルチョン、優勝の鬼そば、３位和人

種
類
豊
富
な
創
作
ラ
ー
メ
ン

に
よ
り
大
阪
で
人
気
の
ラ
ー
メ

ン
店
「K

U
C

H
E

（
ク
ー
シ
ェ
）
」

（
大
阪
市
東
淀
川
区
）
が
、
17

日
（
木
）
か
ら
23
日
（
水
）
ま

で
の
７
日
間
の
期
間
限
定
で
、

ク
イ
ー
ン
ズ
区
に
あ
る
日
系
食

料
品
店
「
タ
イ
ヨ
ー
フ
ー
ズ
・

ウ
ッ
ド
サ
イ
ド
店
」
（51-27

43rd A
ve, 

地
下
鉄
７
番
線

52St.-L
incoln A

ve 

駅
降
り

て
す
ぐ
）
の
店
内
に
ポ
ッ
プ
ア

ッ
プ
店
を
展
開
し
、
大
阪
で
３

代
続
い
た
秘
伝
の
つ
ゆ
と
、
太

く
て
も
ち
も
ち
の
麺
の
黒
つ
ゆ

つ
け
麺
と
ラ
ー
メ
ン
を
提
供
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

ク
ー
シ
ェ
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ェ
ア
で
日

本
文
化
や
食
文
化
を
発
信
し
て

い
る
ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス
が
今
年

４
月
に
開
催
し
た
「
ラ
ー
メ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
９
年
春
」

に
お
い
て
、
「
北
海
道
海
鮮
塩

バ
タ
ー
コ
ー
ン
ラ
ー
メ
ン
」
で

参
戦
し
み
ご
と
堂
々
の
３
位
に

輝
い
た
実
績
が
あ
る
。
こ
の
コ

ン
テ
ス
ト
で
手
応
え
を
得
た
同

店
は
、
将
来
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

進
出
と
い
う
目
標
の
た
め
の
ス

テ
ッ
プ
と
し
て
今
回
の
ポ
ッ
プ

ア
ッ
プ
出
店
と
な
っ
た
。

タ
イ
ヨ
ー
フ
ー
ズ
で
は
、
11

月
以
降
も
日
本
か
ら
餃
子
屋
、

漬
物
屋
や
ラ
ー
メ
ン
屋
な
ど
の

ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
店
の
出
店
予
定

が
あ
り
、
今
後
も
日
本
か
ら
の

出
店
希
望
者
に
ス
ペ
ー
ス
を
提

供
し
て
行
く
方
針
だ
。
問
い
合

わ
せ
は
電
話
９
１
７
・
７
４

５
・
０
３
１
４
。

大阪の人気ラーメン店

KUCHE
ウ
ッ
ド
ザ
イ
ド
の
タ
イ
ヨ
ー
フ
ー
ズ
で

17日からポップアップ店

https://www.nipponclub.org/
https://www.japansociety.org/performingarts
http://www.omen-azen.com
http://events-meetings.kpmg.com/events/a-t-b-f-for-newly-assigned-u-s-reps-of-japanese-companies-vol-58/event-summary-196f5825105947109ffdb6b3f2dfd6a8.aspx
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マ
ッ
ク
向
け
の
最

新
Ｏ
Ｓ
、
カ
タ
リ
ナ

（C
atalin

a

）
の
登

場
と
共
に
、
音
楽
フ

ァ
ン
を
中
心
に
長
年

に
渡
り
愛
用
さ
れ
て

き

た

ア

プ

リ

、

iT
unes

が
事
実
上

の
終
焉
を
迎
え

る
。
初
代iPod

の
発
売
か
ら
２

年
後
の
２
０
０

３
年
に
登
場
し

た
同
ア
プ
リ
は
膨
大
な
音

楽
フ
ァ
イ
ル
を
分
か
り
や

す
い
ビ
ジ
ュ
ア
ル
で
整
理

し
た
り
、iPod

を
マ
ッ
ク

や
Ｐ
Ｃ
本
体
に
接
続
す
れ

ば
手
軽
に
同
期
で
き
る
な

ど
、
当
時
と
し
て
は
画
期

的
な
機
能
に
恵
ま
れ
て
お

り
、
一
世
を
風
靡
し
た
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
違
法
に
や
り
取
り
さ

れ
て
い
た
膨
大
な
数
の
音

楽
フ
ァ
イ
ル
に
よ
り
Ｃ
Ｄ

の
売
り
上
げ
が
激
減
し
、

そ
れ
ら
に
対
し
て
有
効
な

手
段
を
講
じ
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
レ
コ
ー
ド
レ
ー
ベ

ル
や
音
楽
出
版
会
社
を
故
ス
テ

ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ス
自
ら
が
陣

頭
指
揮
を
と
っ
て
取
り
ま
と
め
、

シ
ン
グ
ル
１
曲
99
セ
ン
ト
、
ア

ル
バ
ム
１
枚
９
ド
ル
99
セ
ン
ト

で
ネ
ッ
ト
販
売
す
るiT

u
n

es
Store

を
作
り
上
げ
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
音
楽
業
界
に
新
た
な
利

益
創
出
シ
ス
テ
ム
を
生
み
出
し

た
。
時
が
流
れ
、
ア
プ
リ
の
機

能
に
デ
ジ
タ
ル
動
画
や
デ
ジ
タ

ル
書
籍
と
い
っ
た
異
な
る
メ
デ

ィ
ア
の
管
理
機
能
が
加
わ
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
ユ
ー
ザ
ー
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
イ
ス
の
複
雑
化
の
指

摘
さ
れ
る
向
き
も
あ
っ
た
が
、

そ
れ
で
も
一
般
的
に
は
人
気
の

高
い
ア
プ
リ
の
一
つ
だ
っ
た
。

最
近
で
は
、Spotify

や
、
ア
ッ

プ
ル
自
身
も
対
抗
策
と
し
て

A
pple

M
usic

を
始
め
る
な
ど
、

時
代
は
コ
ン
テ
ン
ツ
を
「
買
う
」

も
の
か
ら
月
額
性
で
「
借
り
る
」

ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
に

移
行
し
、iT

unes

で
の
音
楽

の
「
販
売
」
の
影
も
薄
く
な

っ
て
き
た
。
実
際
、A

pple
M

usic

を
購
読
す
る
ユ
ー
ザ

ー

の

場

合

、

使

用

す

る

M
usic

ア
プ
リ
で
は
、
音
楽

フ
ァ
イ
ル
購
入
の
た
め
の

M
usic

Store

は
隠
れ
て
見

え
な
く
な
る
と
い
う
。
も
っ

と
も
月
間
９
ド
ル
99
セ
ン
ト

で
、
膨
大
な
音
楽
フ
ァ
イ
ル

か
ら
好
き
な
ア
ル
バ
ム
や
楽

曲
を
選
び
、
そ
れ
を
持
ち
歩

け
る
訳
だ
か
ら
、
お
気
に
入

り
の
ア
ー
チ
ス
ト
の
作
品
に

対
す
る
余
程
強
い
所
有
欲
が

無
い
限
り
、
楽
曲
買
取
の
意

味
合
い
が
無
く
な
っ
て
き
て

い
る
は
ず
だ
か
ら
、
こ
の
流

れ
は
自
然
な
も
の
と

言
え
る
だ
ろ
う
が
。

音
楽
や
動
画
、
書
籍
と
い

っ
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
デ

ィ
ア
向
け
の
独
自
ア
プ
リ

が
充
実
す
る
こ
と
で
、
ユ

ー
ザ
ー
に
と
っ
て
は
使
い

勝
手
が
よ
り
良
い
も
の
と

な
る
に
違
い
な
い
。
今
後

の
進
化
に
更
に
期
待
し
た

い
。
（

え

が

わ

・

な

か

ば
／
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ

ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

江川央の DIGITAL 最前線

iTunesの終焉：一体型から分散型のアプリへ

米
国
に
居
住
し
、
日
本
の
年

金
を
受
給
し
て
い
る
方
の
年
金

へ
の
課
税
は
、
日
米
租
税
条
約

に
よ
り
居
住
国
で
あ
る
米
国
で

納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

年
金
が
日
本
の
銀
行
口
座
に
振

り
込
ま
れ
て
い
て
も
、
米
国
に

住
ん
で
い
る
限
り
米
国
所
得
税

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ

が
、
日
本
で
年
金
支
給
の
と
き

自
動
的
に
源
泉
税
が
課
せ
ら
れ

る
為
、
二
重
課
税
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
れ
を
避
け
る
た

め
に
租
税
条
約
上
の
手
続
き
を

踏
め
ば
、
日
本
で
の
源
泉
所
得

税
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

⑴
免
除
手
続

年
金
請
求
書
類
に
加
え
て
次

の
３
書
類
を
日
本
年
金
機
構
に

提
出
し
ま
す
。
①
税
条
約
に
関

す
る
届
出
書
　
②
特
典
条
項
に

関
す
る
付
表
　
③
居
住
者
証
明

書

（

U
.S

. 
R

esid
en

cy
C

ertification
、IR

S

発
行
フ

ォ
ー
ム
６
１
６
６
）
。
居
住
者

証
明
書
はIR

S

の
フ
ォ
ー
ム
８

８
０
２
（IR

S

のH
P

か
ら
入

手
可
能
）
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
申
請
し
ま
す
。

⑵
書
類
の
提
出
時
期

日
本
の
年
金
を
請
求
す
る

時
、
及
び
そ
の
後
３
年
ご
と
に

日
本
年
金
機
構
か
ら
案
内
が
来

た
時
。

⑶
提
出
の
省
略
　

日
本
の
年
金
を
受
給
し
て

も
、
日
本
の
税
法
で
源
泉
所
得

税
を
徴
収
さ
れ
な
い
年
金
額
の

場
合
は
提
出
を
省
略
で
き
ま

す
。
省
略
可
能
な
源
泉
徴
収
さ

れ
な
い
年
金
額
は
65
歳
未
満
年

額
72
万
円
以
下
、
65
歳
以
上
年

額
１
２
０
万
円
以
下
（
老
齢
厚

生
年
金
・
老
齢
基
礎
年
金
合

計
）
で
す
。
年
金
受
給
者
に
は
、

３
年
ご
と
に
日
本
年
金
機
構
か

ら
書
類
提
出
の
案
内
が
届
き
ま

す
が
、
年
金
額
が
こ
の
基
準
以

下
で
あ
れ
ば
、
源
泉
徴
収
は
さ

れ
ま
せ
ん
の
で
、
提
出
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
代
わ
り

「
租
税
条
約
に
関
す
る
申
立
書
」

を
提
出
し
ま
す
。
こ
の
省
略
に

よ
り
フ
ォ
ー
ム
６
１
６
６
の
作

成
費
用
85
ド
ル
と
手
続
き
の
手

間
が
節
約
に
な
り
ま
す
。

⑷
税
率
改
正

２
０
２
０
年
１
月
か
ら
所
得

税
法
の
改
正
に
よ
り
非
居
住
者

の
源
泉
徴
収
の
基
準
金
額
が
引

き
下
げ
ら
れ
ま
す
か
ら
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
65
歳
未
満
の
方
は

72
万
円
が
60
万
円
に
、
65
歳
以

上
の
方
は
１
２
０
万
円
が
１
１

４
万
円
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

こ
の
結
果
、
例
え
ば
67
歳
で
年

金
額
が
１
２
０
万
円
の
方
は
、

こ
れ
ま
で
源
泉
税
は
取
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
今
後
は
１
２

０
万
円_

１
１
４
万
円
＝
６
万

円
と
な
り
６
万
円
に
20
％
が
課

税
さ
れ
年
間
で
１
万
２
千
円
が

源
泉
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
実
際
は
２
か
月
に
１
回
の

支
給
の
都
度
、
源
泉
課
税
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り

年
金
額
が
１
２
０
万
円
の
場

合
、
２
か
月
に
１
回
の
支
給
額

20
万
円
（
＝
１
２
０
万
円
）
か

ら
控
除
額
19
万
円
（
＝
１
１
４

万
円
）
を
差
し
引
い
た
１
万
円

に
対
し
て
、
20
％
が
課
税
さ
れ

た
２
千
円
が
源
泉
課
税
金
額
と

な
り
ま
す
。
各
期
の
税
額
は
２

千
円
で
年
間
６
回
の
支
給
で
す

か
ら
そ
の
６
倍
の
１
万
２
千
円

が
年
間
で
源
泉
さ
れ
ま
す
。_

⑸
改
正
に
対
す
る
注
意
点

改
正
に
よ
り
年
金
額
が
65
歳

未
満
の
場
合
60
万
円
を
超
え
72

万
円
以
下
、
65
歳
以
上
の
場
合

は
１
１
４
万
円
を
超
え
１
２
０

万
円
以
下
の
方
は
今
後
あ
ら
た

に
源
泉
徴
収
さ
れ
ま
す
の
で
項

目
１
で
説
明
し
た
①
か
ら
③
の

書
類
を
日
本
年
金
機
構
に
提
出

し
て
源
泉
徴
収
を
避
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
（
１
）

65
歳
か
ら
は
課
税
基
準
が
60
万

円
か
ら
１
１
４
万
円
に
増
加
す

る
（
２
）
65
歳
か
ら
老
齢
基
礎

年
金
（
国
民
年
金
）
の
支
給
が

開
始
さ
れ
る
（
３
）
フ
ォ
ー
ム

６
１
６
６
の
取
得
に
85
ド
ル
が

か
か
る
等
考
慮
さ
れ
、
年
金
額

に
よ
っ
て
は
免
税
手
続
き
を
取

る
こ
と
無
く
課
税
さ
れ
る
ま
ま

に
し
て
お
い
た
方
が
お
得
な
ケ

ー
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
（
市
川
俊
治
／
海

外
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
代
表
）

年
金
な
ん
で
も
相
談
室

海外年金相談センター

http://nenkinichikawa.org

E-Mail shunjiichikawa@gmail.com

〒162-0067

東京都新宿区富久町15番1-2711号

TEL&FAX 03-3226-3240

２
０
２
０
年
か
ら
非
居
住
者
の
年
金
課
税
基
準
が
変
わ
り
ま
す
！

原
爆
開
発
の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

計
画
が
１
９
３
９
年
に
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
で
始
ま
っ
て
か
ら
80

年
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
が
研
究

の
拠
点
で
、
そ
の
近
く
の
ナ
ッ

シ
ュ
ガ
ラ
ー
ジ
ュ
ビ
ル
デ
ィ
ン

ク
は
原
爆
を
製
造
す
る
シ
ス
テ

ム
の
モ
デ
ル
。
今
春
、
そ
こ
か

ら
歩
い
て
１
分
の
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
ビ
ル
・
コ
ー
ナ
ー
ス
ト
ー

ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ

ー
で
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
計
画
に

つ
い
て
子
供
た
ち
と
共
に
調

べ
、
そ
の
感
想
を
本
に
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
た
。
９
月

24
日
か
ら
10
月
７
日
ま
で
そ
の

成
果
を
展
示
、
壮
大
な
歴
史
と

隣
り
合
わ
せ
に
存
在
す
る
現
実

に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
え
る
機

会
と
な
っ
た
。

こ
の
夏
訪
れ
た
ニ
ュ
ー
メ
キ

シ
コ
は
原
爆
産
業
の
中
心
地

で
、
初
め
て
原
爆
が
使
用
さ
れ

た
ト
リ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
の
風
下

住
人
や
チ
ャ
ー
チ
ロ
ッ
ク
ウ
ラ

ン
精
錬
所
事
故
や
鉱
夫
と
し
て

働
き
ヒ
バ
ク
し
た
先
住
民
は
、

広
島
・
長
崎
の
被
爆
者
と
同
様

の
健
康
被
害
に
今
も
苦
し
ん
で

い
る
。
放
射
能
汚
染
は
２
０
０

０
回
を
超
え
る
核
実
験
、
各
地

で
行
わ
れ
て
い
る
核
兵
器
使
用

に
よ
る
戦
争
、
そ
し
て
原
発
事

故
に
よ
り
世
界
中
に
広
が
っ
て

い
る
。
原
爆
が
使
わ
れ
て
か
ら

75
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
る
来

年
に
、
日
本
と
合
衆
国
を
つ
な

ぎ
、
核
の
歴
史
か
ら
現
在
に
至

る
環
境
問
題
を
問
う
発
信
が
で

き
た
ら
と
思
っ
て
い
る
。
（
田

中
康
予

／
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、

社
会
活
動
家
）

www.egawanakaba.com

ク
オ
モ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

知
事
は
９
月
29
日
、
予
定
よ
り

３
か
月
早
く
カ
ナ
ー
シ
ー
・
ト

ン
ネ
ル
の
修
復
工
事
を
終
了
さ

せ
、
Ｌ
ト
レ
イ
ン
を
２
０
２
０

年
４
月
ま
で
に
再
開
さ
せ
る
と

発
表
し
た
。
（
１
面
に
記
事
）

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
と
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
を
結
ぶ
地
下
鉄
Ｌ
線
が
走

っ
て
い
る
カ
ナ
ー
シ
ー
・
ト
ン

ネ
ル
は
ハ
リ
ケ
ー
ン
サ
ン
デ
ィ

ー
の
洪
水
に
よ
り
損
傷
を
受
け

た
。
ト
ン
ネ
ル
自
体
は
破
損
し

て
い
な
い
が
、
海
水
が
ト
ン
ネ

ル
に
染
み
込
み
、
電
気
ケ
ー
ブ

ル
の
海
水
腐
食
が
発
生
し
た
。

Ｍ
Ｔ
Ａ
は
ケ
ー
ブ
ル
を
収
納
す

る
ト
ン
ネ
ル
側
面
の
ベ
ン
チ
壁

を
ほ
ぼ
す
べ
て
取
り
壊
し
て
新

た
に
設
置
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
た
め
15
か
月
間
、
運
行
を
全

面
閉
鎖
す
る
と
の
計
画
を
出
し

た
。こ

れ
に
対
し
ク
オ
モ
知
事
は

今
年
１
月
、
崩
壊
し
て
い
る
部

分
を
繊
維
ポ
リ
マ
ー
で
補
強

し
、
ト
ン
ネ
ル
側
面
に
沿
っ
て

壁
の
内
側
に
通
信
ケ
ー
ブ
ル
を

設
置
す
る
新
し
い
工
事
方
法
を

提
案
。
ト
ン
ネ
ル
内
に
は
２
本

の
線
路
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
夜

間
と
週
末
に
１
本
づ
つ
工
事
を

行
う
こ
と
に
し
、
昼
間
の
時
間

帯
は
ほ
ぼ
通
常
通
り
運
行
す
る

こ
と
で
４
月
よ
り
工
事
が
行
わ

れ
て
い
る
。

知
事
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
先
月
９
月
に
承
認
さ
れ
た

２
０
２
０
年
か
ら
２
０
２
４
年

ま
で
の
５
１
０
億
ド
ル
（
約
５

兆
４
７
０
０
億
円
）
に
上
る
資

本
計
画
が
適
切
に
実
施
さ
れ
る

か
ど
う
か
の
Ｍ
Ｔ
Ａ
の
ケ
ー
ス

ス
タ
デ
ィ
ー
に
な
る
べ
き
だ
と

述
べ
て
い
る
。
Ｍ
Ｔ
Ａ
は
総
コ

ス
ト
は
当
初
の
予
算
で
あ
る
４

億
７
７
０
０
万
ド
ル
（
約
５
１

２
億
円
）
を
上
回
ら
な
い
と
述

べ
て
い
る
が
、
ま
だ
確
定
は
で

き
な
い
と
い
う
。

コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
州
の
保
健

当
局
は
１
日
、
同
州
イ
ー
ス
ト

ハ
ダ
ム
の
東
部
馬
脳
炎
（
Ｅ
Ｅ

Ｅ
）
で
入
院
中
の
60
代
の
患
者

が
死
亡
し
た
と
発
表
し
た
。

同
州
で
は
２
０
１
３
年
以

来
、
東
部
馬
脳
炎
に
よ
る
死
者

は
い
な
か
っ
た
が
、
先
月
オ
ー

ル
ド
ラ
イ
ム
と
イ
ー
ス
ト
ラ
イ

ム
で
そ
れ
ぞ
れ
１
人
の
患
者
が

死
亡
し
て
お
り
、
こ
れ
で
同
州

で
の
東
部
馬
脳
炎
に
よ
る
死
亡

は
３
人
目
と
な
っ
た
。
ま
た
コ

ル
チ
ェ
ス
タ
ー
在
住
の
40
代
の

人
が
東
部
馬
脳
炎
で
入
院
中
だ

と
発
表
し
た
。

東
部
馬
脳
炎
ウ
ィ
ル
ス
は
、

ベ
サ
ニ
ー
、
チ
ェ
ス
タ
ー
、
グ

ロ
ト
ン
、
ハ
ダ
ム
、
ハ
ン
プ
ト

ン
、
キ
リ
ン
グ
ワ
ー
ス
、
レ
ッ

ド
ヤ
ー
ド
、
ラ
イ
ム
、
マ
デ
ィ

ソ
ン
、
ミ
ド
ル
フ
ィ
ー
ル
ド
、

ノ
ー
ス
ス
ト
ニ
ン
ト
ン
、
オ
ー

ル
ド
ラ
イ
ム
、
プ
レ
ー
ン
フ
ィ

ー
ル
ド
、
シ
ェ
ル
ト
ン
、
サ
ウ

ス
ウ
ィ
ン
ザ
ー
、
ス
ト
ー
ニ
ン

ト
ン
、
ヴ
ォ
ル
ン
タ
ウ
ン
の
17

の
町
の
蚊
か
ら
検
出
さ
れ
た
。

ま
た
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
コ
ル
チ

ェ
ス
タ
ー
、
モ
ン
ビ
ル
、
セ
ー

ラ
ム
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
、
ヴ
ォ

ル
ン
タ
ウ
ン
の
馬
、
お
よ
び
ノ

ー

ス
ス
ト
ニ
ン
ト
ン
の
鳥
で

も
見
つ
か
っ
て
い
る
。

東
部
馬
脳
炎
は
東
部
ウ
マ
脳

炎
ウ
イ
ル
ス
を
病
原
体
と
す
る

人
獣
共
通
感
染
症
。
米
国
北
東

部
の
湿
地
帯
で
蚊
と
鳥
の
間
を

循
環
し
て
い
て
、
こ
の
蚊
を
介

し
て
馬
や
人
へ
感
染
す
る
。
中

南
米
や
カ
リ
ブ
海
で
も
分
布
が

認
め
ら
れ
て
い
る
。
人
へ
の
感

染
は
お
も
に
ウ
イ
ル
ス
を
持
っ

た
ヤ
ブ
蚊
に
刺
さ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
起
き
る
。

日
本
で
は
日
本
脳
炎
な
ど
と

と
も
に
流
行
性
脳
炎
と
し
て
法

定
伝
染
病
に
指
定
さ
れ
て
い
る

が
、
報
告
事
例
は
な
い
。

原
爆
開
発
の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
計
画

子
供
た
ち
が
感
想
を
本
に

地
下
鉄
Ｌ
線
開
通
前
倒
し

予
定
よ
り
３
か
月
早
ま
る

蚊
で
広
ま
る
東
部
馬
脳
炎

州
内
で
３
人
死
亡

コネティカット州

感
想
を
本
に
し
た
子
供
た
ち
と
展
示

https://mikoto-inc.com/ads/
http://www.iiicareer.com/
https://ibec-usa.com/


（5）　［社　会］ 週刊NY生活　SHUKANNEWYORKSEIKATSU 2019年（令和元年）10月12日（土）

●キモノハウス「七五三の着物レンタル・写真撮影」＝予約受付中。
Kimono House（131 Thompson St.） 予約受付中。着物・帯・和装小
物の販売や着付けサービスもEメールinfo@thekimonohouse.com●アロ
マセラピークラス＝10/11、18、25（金）11:00〜12:30 場所はマンハッ
タン内を予定（申込者に後日通知）　参加費：＄45

（１回）本紙連載コラム「香りのパワー」でお馴染み
ARC認定のアロマセラピスト橋本真理子さんが生活に
役立つアロマセラピーについて毎回２つの精油を取り上
げて紹介。毎回完結クラス。申し込み・問い合わせはE
メールmalilikony@gmail.com または電話917-600-
0110（橋本さん）まで。ウェブサイトwww.maliliko.com●ブルックリ
ン日本語学園「秋祭り！」＝10/19(土) 12:00〜16:00（雨天延期0/26）
P.S.261カフェテリア（ 314 Pacific St. Brooklyn NY 11201）　入場
料：当日販売（$1〜のチケット制・現金のみ）借用校P.S.261の秋祭りに
フードエリア担当として参加。屋外エリアではバウンシーハウスやお化け
屋敷、フェイスペインティングなどもあり（別チケット）。問い合わせは

ウェブサイトwww.bjafa.orgから。●日本女子大学「秋の同窓会」＝
10/25（金）18:00〜21:00　NY日本クラブ桜の間（145　W.57th
St.5Fl) Tel: 212-581-2223  参加費：＄50以内　（食事、会場費）。問い
合わせはEメールofukainy@gmail.comまで。●NJ補習授業校「中等部進

学説明会・中高等部授業見学会」＝10/26（土）
12:00〜12:20　進学説明会（NJ補習授業校　南カフ
ェテリア）、12:45〜13:30　「中高等部授業見学会」
（NJ補習授業校　中高等部各教室）　NJ補習授業校パ
ラマス校　(Paramus Catholic High School / 425
Paramus Rd., Paramus, NJ 07652）　入学準備、

教科学習、年間行事などの説明と授業見学。問い合わせは電話201-585-
0555（平日）、201-493-9222（土曜）●東京女子大学同窓会ニューヨー
ク支部「2019年度同窓会」＝10/26（土）12:15〜15:00（開場:12:00）
Peking Duck House（236 E. 53rd St)　参加費：$40（ランチ付き）グ
ストスピーカーはこんまリコンサルタントの渡辺洋子さん。参加申し込み
は18日（金）までにEメールtwcualumny@gmail.comまで。

www.nyseikatsu.comで詳報

■

「

や

す

こ

と

L
u

n
ch

B
reak

」
＝
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

ホ
ッ
ト
な
情
報
を
毎
週
お
届
け
。

14
日
（
月
）
、
15
日
（
火
）
午
後

１
時
10
分
か
ら
、
初
の
米
ツ
ア

ー
を
行
う
５
人
の
女
性
ち
ん
ど

ん
屋
グ
ル
ー
プ
「
べ
ん
て
ん
や
」

を
紹
介
。
■
「
キ
ャ
サ
リ
ン
・

キ
ン
バ
リ
ー
　
教
え
て
ア
メ
リ

カ
」
＝
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
ピ
ラ

テ
ィ
ス
ス
タ
ジ
オ
を
経
営
す
る

コ
ー
プ
姉
妹
が
米
生
活
を
指
南
。

今
月
の
テ
ー
マ
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
。

（
毎
週
水
曜
日
午
前
９
時
10
分
か

ら

）

■

「

ラ

ジ

オ

ド

ク

タ

ー
」
＝
ロ
ズ
ウ
ェ
ル
パ
ー
ク
・

コ
ン
プ
リ
ヘ
ン
シ
ブ
が
ん
セ
ン

タ
ー
に
勤
務
す
る
高
部
和
明
先

生
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
放
送
。

今
月
の
テ
ー
マ
は
乳
が
ん
。
（
毎

週
月
曜
日
午
後
７
時
20
分
か
ら
）

■
新
番
組
「
ジ
ャ
ッ
キ
ー
先
生

の
ア
メ
リ
カ
何
で
も
教
育
相
談

室
」
＝
在
米
40
年
以
上
、
米
教

育
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
、
ジ
ャ

ッ
キ
ー
先
生
が
米
生
活
の
不
安

や
疑
問
に
答
え
る
。
14
日
の
テ

ー
マ
は
「
幼
稚
園
っ
て
義
務
教

育
？
」
（
毎
週
月
曜
日
午
前
９
時

40
分
か
ら
）

（「やすことLunch Break」）

女性ちんどん屋
米国ツアー公演

さ
く
ら
ラ
ジ
オ
10
月
の
注
目
番
組

www.SakuraRadio.com

14日と15日午後１時10分

大
手
映
画
配
給
会
社
の
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
シ
ア
タ
ー
ズ
と

Ａ
Ｍ
Ｃ
は
映
画
「
ジ
ョ
ー
カ

ー
」
の
10
月
４
日
の
封
切
を

前
に
、
上
映
劇
場
で
の
マ
ス

ク
や
フ
ェ
イ
ス
ペ
イ
ン
ト
を

禁
止
す
る
と
発
表
し
た
。
ま

た
リ
ー
ガ
ル
も
映
画
館
で
ジ

ョ
ー
カ
ー
の
格
好
を
し
た
人

は
警
備
員
が
追
い
出
す
こ
と

に
し
た
。

タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
に
あ

る
映
画
館
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
エ
ン
パ

イ
ア
25
で
は
公
開
初
日
の
４

日
、
マ
ス
ク
や
フ
ェ
イ
ス
ペ

イ
ン
ト
は
し
て
い
な
か
っ
た

が
、
ジ
ョ
ー
カ
ー
が
殺
人
を

始
め
る
シ
ー
ン
で
尋
常
で
な

い
様
子
で
激
し
く
拍
手
を
し

た
男
性
が
警
備
員
に
追
い
出

さ
れ
た
。
そ
ば
に
い
た
人
か

ら
注
意
さ
れ
て
も
拍
手
を
や

め
な
か
っ
た
た
め
観
客
の
数

人
は
恐
く
な
り
出
て
行
っ
た

と
い
う
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警
は
、

「
厳
重
に
監
視
さ
れ
、
必
要
に

応
じ
追
加
要
員
を
配
置
す
る
」

と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
は
同
程
度

の
警
備
は
毎
日
の
よ
う
に
行

わ
れ
て
お
り
、
具
体
的
な
脅

威
が
報
告
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
の
で
特
別
な
措
置

は
取
ら
な
い
と
い
う
。

「
ジ
ョ
ー
カ
ー
」
は
バ
ッ
ト

マ
ン
の
悪
役
で
あ
る
ジ
ョ
ー

カ
ー
の
誕
生
を
描
い
た
フ
ォ

ア
キ
ン
・
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
主

演
の
映
画
で
、
第
76
回
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
国
際
映
画
祭
で
金

獅
子
賞
を
受
賞
し
た
。
２
０

１
２
年
に
コ
ロ
ラ
ド
州
オ
ー

ロ
ラ
で
「
バ
ッ
ト
マ
ン
」
上

映
中
に
起
き
た
乱
射
事
件
の

犠
牲
者
遺
族
か
ら
、
映
画
は

暴
力
を
誘
発
す
る
と
の
懸
念

す
る
書
簡
を
製
作
し
た
ワ
ー

ナ
ー
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
に
送
っ

て
い
る
。
ま
た
連
邦
捜
査
局

（
Ｆ
Ｂ
Ｉ
）
は
、
ジ
ョ
ー
カ
ー

の
孤
独
で
怒
り
に
満
ち
た
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
は
「
イ
ン
セ
ル
」

（
非
モ
テ
）
と
呼
ば
れ
る
鬱
屈

し
た
人
々
を
過
激
な
態
度
に

駆
り
立
て
て
い
る
こ
と
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
確
認
さ

れ
た
と
報
告
し
て
い
る
。

映
画
を
制
作
し
た
ス
タ
ジ

オ
で
あ
る
ワ
ー
ナ
ー
・
ブ
ラ

ザ
ー
ズ
は
「
物
語
の
機
能
の

一
つ
は
複
雑
な
問
題
に
対
し

様
々
な
会
話
を
引
き
出
す
こ

と
で
す
」
と
映
画
を
擁
護
し
、

「
間
違
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ジ
ョ
ー
カ
ー
は
現
実
世
界
の

銃
に
よ
る
い
か
な
る
暴
力
も

支
持
し
て
い
ま
せ
ん
」
と
の

声
明
を
発
表
し
て
い
る
。
映

画
は
全
米
４
７
０
０
館
以
上

で
公
開
さ
れ
大
ヒ
ッ
ト
を
記

録
し
て
い
る
。

Photo : Warner Bros. Pictures

第
68
回
小
学
館
児
童
出
版
文

化
賞
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住

の
小
説
家
、
小
手
鞠
る
い
さ
ん

の
作
品
『
あ
る
晴
れ
た
夏
の
朝
』

(

偕
成
社
）
が
選
ば
れ
た
。
正

賞
と
し
て
ブ
ロ
ン
ズ
像
、
副
賞

と
し
て
賞
金
１
０
０
万
円
が
贈

ら
れ
る
。
贈
賞
式
は
、
11
月
14

日
に
都
内
で
開
催
予
定
。
同
書

は
、
ア
メ
リ
カ
の
８
人
の
高
校

生
が
広
島
・
長
崎
に
落
と
さ
れ

た
原
子
爆
弾
の
是
非
を
肯
定

派
・
否
定
派
に
分
か
れ
て
公
開

討
論
（
デ
ィ
ベ
ー
ト
）
す
る
様

子
が
描
か
れ
る
。

小
手
鞠
る
い
さ
ん
喜
び
の
コ

メ
ン
ト
「
ア
メ
リ
カ
で
暮
ら
す

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
27
年
、
在

米
日
本
人
作
家
と
し
て
、
こ
の

よ
う
な
賞
が
い
た
だ
け
て
、
と

て
も
嬉
し
い
で
す
。
そ
し
て
、

小
説
家
に
な
り
た
い
と
思
っ
た

13
歳
か
ら
数
え
る
と
、
50
年
後

の
こ
の
受
賞
。
地
道
に
が
ん
ば

っ
て
き
て
良
か
っ
た
な
ぁ
と
、

喜
び
を
噛
み
し
め
て
い
ま
す
。

本
作
を
読
ん
で
く
だ
さ
っ
た
す

べ
て
の
み
な
さ
ん
と
、
こ
の
受

賞
を
分
か
ち
合
い
た
い
で
す
」
。

同
時
受
賞
は
、
田
中
清
代
（
た

な
か
・
き
よ
）
「
く
ろ
い
の
」

（
偕
成
社
）
、
お
く
は
ら
ゆ
め

「
わ
た
し
と
い
ろ
ん
な
ね
こ
」

あ
か
ね
書
房
）
の
２
作
品
。
受

賞
３
作
品
中
２
作
品
が
偕
成
社

だ
っ
た
。
備
選
考
で
選
ば
れ
た

候
補
作
を
対
象
に
、
審
査
委
員

の
荒
井
良
二
、
今
森
光
彦
、
鈴

木
の
り
た
け
、
富
安
陽
子
、
森

絵
都
の
５
氏
に
よ
る
最
終
選
考

会
が
開
催
さ
れ
、
受
賞
作
が
決

定
し
た
。

小手鞠さん

日
本
で
は
、
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開
催

中
で
す
。
日
本
が
、
ロ
シ

ア
と
優
勝
候
補
の
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
に
勝
っ
た
と
い
う

こ
と
で
急
に
盛
り
上
が
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
泉

洋
主
演
の
ド
ラ
マ
「
ノ
ー

サ
イ
ド
ゲ
ー
ム
」
な
ど
で
、
大

会
前
に
ラ
グ
ビ
ー
を
盛
り
上
げ

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
に
わ
か
ラ

グ
ビ
ー
フ
ァ
ン
も
か
な
り
出
て

き
ま
し
た
。
わ
た
し
も
そ
の
ひ

と
り
。
（
笑
）

先
日
も
、
入
院
中
の
義
父
の

お
見
舞
い
に
埼
玉
県
の
熊
谷
に

行
く
と
、
電
車
も
駅
も
人
、
人
、

人
。
「
何
が
あ
る
の
だ
ろ
う
」

と
思
っ
た
ら
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
の
ラ
グ
ビ
ー
の
試
合
で
し

た
。
「
ど
こ
の
国
の
試
合
な
ん

だ
ろ
う
か
？
」
と
調
べ
て
み
る

と
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
と
ウ
ル
グ
ア

イ
。
ふ
だ
ん
、
な
か
な
か
馴
染

み
の
無
い
国
で
も
、
盛
り
上
が

っ
て
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
海
外
か
ら
も
た

く
さ
ん
の
人
が
来
ら
れ
て
い
ま

す
。
電
車
に
乗
っ
て
い
る
と
、

明
ら
か
に
ラ
グ
ビ
ー
観
戦
と

思
わ
れ
る
人
も
た
く
さ
ん
見

ま
す
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、

電
車
の
中
な
ど
で
、
見
知
ら

ぬ
人
同
士
が
、
「R

ugby
?

」

「M
e

too

」
「W

here
are

y
ou

from
?

」
な
ど
と
盛
り

上
が
っ
て
い
る
シ
ー
ン
を
見

る
こ
と
も
。
文
法
も
何
も
意

識
し
な
く
て
も
、
な
ん
か
通

じ
合
っ
て
い
る
。
ま
た
、
明

ら
か
に
ラ
グ
ビ
ー
の
試
合
観

戦
に
行
く
と
思
わ
れ
る
親
子

も
よ
く
見
る
。
な
ん
か
、
と
っ

て
も
親
子
で
楽
し
そ
う
。

こ
ん
な
シ
ー
ン
を
見
て
い
る

と
、
「
や
っ
ぱ
り
、
ス
ポ
ー
ツ

っ
て
い
い
な
あ
」
と
思
う
。
そ

し
て
、
来
年
は
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
。
ま
た
、
た
く
さ
ん
の

人
が
海
外
か
ら
や
っ
て
く
る
。

素
敵
な
交
流
が
生
ま
れ
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

大
谷
由
里
子：

１
９
６
３

年
、
奈
良
県
生
ま
れ
。
吉
本
興

業
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
経
て
、
人

材
活
性
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。

「
笑
い
」
を
取
り
入
れ
た
人
材

育
成
が
話
題
に
。
著
書
に
「
元

気
セ
ラ
ピ
ー
（
Ｋ
Ｋ
ロ
ン
グ
セ

ラ
ー
ズ
）
」
「
は
じ
め
て
講
師
を

頼
ま
れ
た
ら
読
む
本
（
中
経
出

版
）
」
な
ど
多
数
。

ラグビーワールドカップ

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
混
声
合
唱

団
（
Ｎ
Ｙ
Ｍ
Ｃ
）
は
11
月
９

日
（
土
）
に
ア
ッ
パ
ー
イ
ー

ス
ト
サ
イ
ド
の
教
会
に
て
定

期
演
奏
会
を
開
催
す
る
。
本

演

奏

会

で

は

ブ

ラ

ー

ム

ス

「
悲
歌
」
を
ド
イ
ツ
語
で
歌
う

ほ
か
シ
ュ
ー
マ
ン
「
流
浪
の

民
」
、
「D

anny
boy

」
「W

e

shall
over

com
e

」
「
少
年

時
代
」
「
流
浪
の
民
」
「
負
け

な
い
で
」
な
ど
幅
広
い
ジ
ャ

ン
ル
の
歌
を
唄
う
。
指
揮
は

コ
ル
ナ
沙
綾
、
ピ
ア
ノ
演
奏

は
浅
沼
理
香
子
。
開
場
午
後

２

時

半

、

開

演

午

後

３

時

入
場
料：

10
ド
ル
　
場
所：

T
he

C
hurch

of
the

H
oly

T
rin

ity

（
東
３
１
６
番
地
、

88

丁

目

）

問

い

合

わ

せ：
ny

m
cinfo@

gm
ail.com

小手鞠さん児童出版文化賞

第68回小学館児童出版文化賞

原
爆
の
是
非
公
開
討
論

米
８
高
校
生
の
証
言
小
説
化

「
ジ
ョ
ー
カ
ー
」
厳
戒
態
勢

上
映
劇
場
で
の
警
備
を
強
化

Ｎ
Ｙ
混
声
合
唱
団

11
月
９
日
に

定
期
演
奏
会

236
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午
前
９
時
30
分
、
曇
り
弱
風
。

各
自
が
決
め
ら
れ
た
ホ
ー
ル
か

ら
合
図
と
同
時
に
一
斉
に
ス
タ

ー
ト
す
る
シ
ョ
ッ
ト
ガ
ン
方
式

で
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
ス
タ
ー

ト
。
集
合
時
は
肌
寒
っ
た
が
、

天
候
は
徐
々
に
好
転
。
気
温
も

上
昇
し
秋
晴
れ
の
下
で
の
プ
レ

ー
と
な
っ
た
。

今
回
も
12
ホ
ー
ル
を
隠
し
ホ

ー
ル
に
し
て
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
を
算
出
す
る
新
ペ
リ
ア
方
式

を
採
用
し
順
位
を
決
定
。
元
来

の
実
力
に
加
え
、
運
も
順
位
に

大
き
く
左
右
す
る
今
大
会
で
、

見
事
優
勝
の
栄
冠
に
輝
い
た
の

は
鈴
木
和
幸
さ
ん
。
ア
ウ
ト
42
、

イ
ン
40
の
グ
ロ
ス
82
、
ハ
ン
デ

ィ
キ
ャ
ッ
プ
12
、
ネ
ッ
ト
ス
コ

ア
ー
70
・
00
で
優
勝
を
飾
っ

た
。
「
『
ま
さ
か
優
勝
は
な
い
』
、

と
思
っ
て
い
ま
し
た
の
で
大
変

嬉
し
い
で
す
」
と
喜
び
を
語
っ

た
。２

位
は
、
ア
ウ
ト
40
、
イ
ン

40
の
グ
ロ
ス
80
、
ハ
ン
デ
ィ
キ

ャ
ッ
プ
９
・
６
、
ネ
ッ
ト
ス
コ

ア
ー
70
・
40
で
漆
原
ケ
ン
さ

ん
。
わ
ず
か
に
０
・
４
及
ば
な

か
っ
た
。
漆
原
さ
ん
は
２
０
１

５
年
に
優
勝
、
昨
年
に
続
き
入

賞
を
果
た
し
た
。

３
位
は
ア
ウ
ト
45
、
イ
ン
46

の
グ
ロ
ス
91
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ

ッ
プ
20
・
４
、
ネ
ッ
ト
ス
コ
ア

ー
70
・
60
で
古
田
義
章
さ
ん
が

入
賞
し
た
。

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
は
、
男
性
部

門
が
２
ア
ン
ダ
ー
の
70
で
Ｋ
・

Ｈ
・
ワ
ヤ
ン
さ
ん
。
女
性
部
門

は
85
で
ラ
ウ
ン
ド
し
た
キ
ー
・

ベ
イ
ク
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
獲

得
。
今
回
も
75
歳
以
上
の
「
グ

ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
」
が
４
人
参
加
。

大
会
か
ら
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ

た
。順

位
発
表
と
並
行
し
て
恒
例

の
ラ
ッ
フ
ル
も
開
催
。
今
回
も

豪
華
賞
品
が
多
数
出
品
さ
れ
大

盛
況
。
特
賞
の
「
Ｊ
Ｆ
Ｋ
・
東

京
往
復
Ａ
Ｎ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ

ス
航
空
券
」
は
、
佐
藤
圭
太
さ

ん
が
獲
得
。
Ａ
Ｎ
Ａ
の
服
部
支

店
長
か
ら
目
録
が
手
渡
さ
れ

た
。
ラ
ッ
フ
ル
１
等
は
濱
坂
健

立
さ
ん
が
獲
得
。
Ｉ
Ａ
Ｃ
Ｅ
ト

ラ
ベ
ル(

石
田
圭
子
会
長)

か

ら
、
ア
メ
リ
カ
国
内
線
往
復
チ

ケ
ッ
ト
が
贈
ら
れ
た
。

な
お
ラ
ッ
フ
ル
の
売
り
上
げ

と
参
加
費
の
一
部
は
、
Ｊ
Ａ
Ａ

の
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス
活
動

に
充
て
ら
れ
る
。

最
後
は
デ
ビ
ッ
ド
廣
村
大
会
委

員
長
が
、
参
加
者
・
協
賛
企
業

お
よ
び
個
人
に
感
謝
の
意
を
表

明
。
次
回
大
会
へ
の
抱
負
を
述

べ
る
と
と
も
に
再
会
を
約
束
。

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
は
無
事
終
了
し

た
。

(

ケ
ー
シ
ー
谷
口)

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会
（
Ｊ
Ａ
Ａ：

ス
ー
ザ
ン
大
沼
会
長
）

９
月
30
日
、
Ｎ
Ｙ
州
ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
の
ハ
ー
バ
ー
・
リ
ン

ク
ス
・
ゴ
ル
フ
・
コ
ー
ス
で
、
「
Ｊ
Ａ
Ａ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
ゴ

ル
フ
・
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
」(

協
賛:

Ａ
Ｎ
Ａ
（
全
日
本
空
輸
株
式

会
社
）
、
後
援:

よ
み
タ
イ
ム)

を
開
催
。
26
回
目
を
迎
え
た
今
回

は
、
在
Ｎ
Ｙ
日
本
国
総
領
事
館
か
ら
山
野
内
勘
二
総
領
事
・
大

使
、
阿
部
康
次
主
席
領
事
、
Ａ
Ｎ
Ａ
の
服
部
茂
米
州
室
長
・
Ｎ

Ｙ
支
店
長
ら
総
勢
72
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
。

鈴
木
和
幸
さ
ん
優
勝

２
位
漆
原
さ
ん
、３
位
古
田
さ
ん

チャリティー・トーナメント

左から、廣村大会委員長、服部支店長、
優勝した鈴木さん、山野内大使

２
位
の
漆
原
さ
ん

３
位
入
賞
の
古
田
さ
ん

75
歳
以
上
の
ス
ー
パ
ー
シ

ニ
ア
４
人
が
参
加

JAAゴルフ72人参加

順位 氏名（敬称略） Gros HC NET

１ 鈴木和幸 82 12 70

­２ 漆原ケン 80 9.6 70.4

３ 古田義章 91 20.4 70.6

４ 羽山徹 96 25.2 70.8

５ Ｋ・Ｈ・ワヤン 70 -1.2 71.2

６ 吉田仁 86 14.4 71.6

７ 坂本誠 84 12 72

８ 丸山謙次郎 102 30 72

９ 永冨ヒロ 95 22.8 72.2

10 山本竜也 76 3.6 72.4

11 ジン・ブン 86 13.2 72.8

12 早川フランク 78 4.8 73.2

13 宮本巌 89 15.6 73.4

14 木村憲司 89 15.6 73.4

15 竹田勝男 93 19.2 73.8

16 片山隆 99 25.2 73.8

17 森川友弘 98 24 74

18 キー・ベイク 85 10.8 74.2

19 長田雅晴 85 10.8 74.2

20 田村健太郎 97 22.8 74.2

21 山根エイジ 90 15.6 74.4

22 坂俊樹 89 14.4 74.6

23 金枝輝夫 88 13.2 74.8

24 川西義昭 94 19.2 74.8

25 榎田和久 100 25.2 74.8

26 水上ヒロ 81 6 75

27 志村トム 81 6 75

28 高田哲郎 87 12 75

29 成田義広 87 12 75

30 山縣連 86 10.8 75.2

http://jaany.org/
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Ｐ
ビ
ザ
は
、
Ｏ
ビ
ザ
同
様
、

ス
ポ
ー
ツ
選
手
、
芸
術
家
、
芸

能
人
な
ど
の
卓
越
能
力
者
の
た

め
の
ビ
ザ
で
す
。
国
際
的
レ
ベ

ル
の
ス
ポ
ー
ツ
競
技
へ
の
出
場

者
、
特
に
秀
で
た
芸
術
活
動
家
、

活
動
に
必
須
で
あ
る
サ
ポ
ー
ト

ス
タ
ッ
フ
に
発
給
さ
れ
ま
す
。

Ｐ
ビ
ザ
保
持
者
が
所
得
税
法

上
、
居
住
者
・
非
居
住
者
の
ど

ち
ら
に
な
る
か
は
、
「
実
質
的

滞
在
条
件
」
を
適
用
し
て
計
算

し
た
米
国
滞
在
日
数
が
１
８
３

日
基
準
よ
り
も
多
い
か
少
な
い

か
に
よ
り
ま
す
。
１
８
３
日
を

超
え
た
場
合
、
「
居
住
外
国
人
」

（
居
住
者
）
と
な
り
ま
す
。
居

住
者
は
米
国
市
民
と
同
様
、
年

間
全
所
得
を
報
告
し
て
税
金
計

算
を
し
ま
す
。

Ｐ
ビ
ザ
保
持
者
が
実
質
的
滞

在
条
件
を
適
用
し
て
計
算
し
た

結
果
、
滞
在
日
数
が
１
８
３
日

に
満
た
な
い
場
合
、
「
非
居
住

外
国
人
」
（
非
居
住
者
）
と
判

定
さ
れ
ま
す
。
非
居
住
者
の
税

金
上
の
取
り
扱
い
は
、
居
住
者

の
そ
れ
と
著
し
く
異
な
り
ま

す
。
居
住
者
の
場
合
は
、
所
得

の
種
類
（
役
務
所
得
、
投
資
所

得
な
ど
）
に
関
係
な
く
、
す
べ

て
の
所
得
の
合
計
額
（
全
世
界

所
得
）
を
課
税
対
象
と
し
ま
す
。

そ
れ
に
対
し
て
、
非
居
住
者
の

場
合
は
、
所
得
の
種
類
を
「
外

国
源
泉
所
得
」
と
「
国
内
源
泉

所
得
」
に
分
け
、
さ
ら
に
そ
れ

ぞ
れ
を
「
実
質
関
連
所
得
」
と

「
非
実
質
関
連
所
得
」
に
分
け

て
考
え
、
限
ら
れ
た
部
分
の
所

得
だ
け
が
課
税
対
象
と
な
り
ま

す

。F
o
rm

W
-2

, F
o
rm

1099-M
ISC

, F
orm

1040

な
ど
、
居
住
用
の
様
式
は
、
非

居
住
者
用
に
設
け
ら
れ
た
異
な

る

様

式

F
o
rm

1
0

4
2

S
,

F
orm

1040N
R

に
分
け
て
使

用
し
ま
す
。

（
大
島
襄
、
米
国
公
認
会
計
士
）

736

ス
ポ
ー
ツ
選
手
・
芸
術
家
・
芸
能
人
Ｐ
ビ
ザ
と
税
金

人
口
減
少
に
悩
む
地
方
自
治

体
は
少
な
く
な
い
。
新
潟
県
も

そ
の
ひ
と
つ
。
活
性
化
す
る
に

は
、
人
材
の
育
成
が
大
切
だ
。

学
業
に
秀
で
た
者
も
、
ス
ポ
ー

ツ
に
長
け
た
者
も
、
夢
に
向
か

っ
て
頑
張
っ
て
い
る
者
も
、
中

学
生
の
時
に
海
外
を
見
る
こ
と

で
人
生
が
変
わ
る
。
そ
ん
な
思

い
で
、
来
年
か
ら
中
学
生
の
訪

米
派
遣
を
考
え
て
い
る
。

新
潟
県
は
ス
キ
ー
を
日
本
で

最
初
に
取
り
入
れ
た
県
で
海
外

交
流
も
盛
ん
だ
っ
た
。
南
魚
沼

市
の
林
茂
男
市
長
（
52
）
は
、

高
校
１
年
の
時
に
行
っ
た
オ
ー

ス
ト
リ
ア
で
の
体
験
が
き
っ
か

け
と
な
っ
て
地
元
に
残
っ
て
頑

張
ろ
う
と
い
う
思
い
を
抱
い

た
。
来
年
か
ら
生
徒
を
米
国
に

送
る
た
め
の
打
ち
合
わ
せ
の
た

め
、
３
日
か
ら
５
日
ま
で
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
に
滞
在
し
た
。
具
体

的
に
何
を
す
る
の
か
は
、
ま
だ

規
模
も
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、

ど
ん
な
形
で
あ
っ
て
も
若
い
日

の
海
外
雄
飛
は
人
生
を
変
え
、

地
元
故
郷
へ
の
活
性
化
に
も
通

じ
る
と
信
じ
て
い
る
。

（
三
浦
）

新
潟
県
南
魚
沼
市
長

林
茂
男
さ
ん

若
者
の
海
外
雄
飛
を
応
援

株
式
会
社
ド
ゥ
・
ワ
ン
・
ソ

ー
イ
ン
グ
は
、
大
阪
で
１
９
５

２
年
に
ド
レ
ス
シ
ャ
ツ
専
業
の

縫
製
工
場
「
土
井
縫
工
所
」
と

し
て
創
業
し
て
以
来
、
世
界
の

一
流
ブ
ラ
ン
ド
の
オ
ー
ダ
ー
シ

ャ
ツ
や
高
級
既
製
品
シ
ャ
ツ
を

作
り
続
け
て
き
た
。
近
年
に
は
、

カ
ス
タ
ム
メ
イ
ド
・
シ
ャ
ツ
の

ト
ッ
プ
カ
ン
パ
ニ
ー
と
し
て
、

６
０
０
社
以
上
の
セ
レ
ク
ト
シ

ョ
ッ
プ
や
テ
ー
ラ
ー
な
ど
と
取

引
実
績
を
も
ち
、
企
画
か
ら
素

材
開
発
・
縫
製
ま
で
を
一
環
で

お
こ
な
う
シ
ャ
ツ
・
ア
パ
レ
ル

と
し
て
評
価
さ
れ
る
企
業
と
な

っ
た
。

そ
し
て
、
今
年
３
月
、
オ
ー

ダ
ー
シ
ャ
ツ
を
中
心
に
、
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
、
パ
ン
ツ
、
ネ
ク
タ
イ
、

ス
ー
ツ
な
ど
カ
ス
タ
ム
メ
イ
ド

ア
パ
レ
ル
を
ト
ー
タ
ル
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
で
海
外
に
も
提
案
す
べ

く
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
心
と

も
言
え
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

に
、Do-1 U

SA
Inc.

を
設
立
。

日
本
の
技
術
力
を
世
界
に
発

信
し
て
い
く
。

同
社
は
11
日
（
金
）
か
ら

13
日
（
日
）
ま
で
、
ミ
ッ
ド

タ

ウ

ン

の

エ

ー

ス

ホ

テ

ル

（
西
29
丁
目
20
番
地
）
で
、
ト

ラ
ン
ク
シ
ョ
ー
（
展
示
・
採

寸
・
受
注
会
）
を
開
催
す
る
。

予

約

・

問

い

合

わ

せ

は

doihs@
do-1usa.com

ま
で
。

大
型
日
用
雑
貨
店
の
ベ
ッ

ド
・
バ
ス
・
ア
ン
ド
・
ビ
ヨ
ン

ド
（B

ed
B

ath
&

 B
ey

ond,
Inc.

）
は
、
２
日
の
決
算
報
告

後
、
４
月
に
発
表
し
た
40
店
舗

に
加
え
、
さ
ら
に
20
店
舗
を
閉

店
す
る
と
発
表
し
た
。

ホ
リ
デ
ィ
ー
シ
ー
ズ
ン
後
の

年
明
け
に
は
大
部
分
の
店
舗
が

閉
店
さ
れ
る
予
定
だ
。
人
気
の

20
％
オ
フ
ク
ー
ポ
ン
は
、
現
時

点
で
は
使
用
で
き
る
が
、
今
後

閉
店
セ
ー
ル
が
始
ま
る
と
、
ク

ー
ポ
ン
利
用
に
制
約
が
で
て
く

る
可
能
性
も
あ
る
と
の
こ
と
。

同
社
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ

ー
州
に
本
社
、
米
国
と
カ
ナ
ダ

で
チ
ェ
ー
ン
展
開
。
　
　
（
帯
）

▼
訂
正
と
お
詫
び
＝
本
紙
10
月

５
日
号
７
面
で
報
じ
た
「
プ
ロ

が
生
き
る
力
」
記
事
中
、
五
輪

金
メ
ダ
リ
ス
ト
を
支
え
た
メ
ン

タ
ル
コ
ー
チ
の
飯
山
晄
朗
さ
ん

が
講
演
で
「
石
川
県
の
強
豪
、

星
稜
高
校
野
球
部
」
と
話
し
た

の
を
「
新
潟
県
の
強
豪
」
と
誤

っ
て
記
載
し
ま
し
た
。
訂
正
し

て
お
詫
び
し
ま
す
。

老舗のシャツがNYで
株式会社ドゥ・ワン・ソーイング

第
１
回
ト
ラ
ン
ク
シ
ョ
ー

ベ
ッ
ド
・
バ
ス
＆
ビ
ヨ
ン
ド

大
部
分
の
店
舗
閉
鎖
へ

トランプ大統領に対する下院における弾劾の調査が始まり

ました。発端はCIA職員によるWhistle-blowing（内部告発）

です。Whistleは笛、Blowは吹くこと。サッカーの試合中、

審判が反則に笛を吹くことを想像してください。この告発者

（Whistle-blower)は、トランプ氏が政敵バイデン氏の調査を、ウクライナに対する

軍事援助の見返り条件（Quid pro quo）としたのは政治的権限の乱用だと、通報

したのです。

政府機関であれ、会社であれ、不正に対し職員が内部告発するには、勇気がいり

ます。組織から解雇や不当な扱いをされる恐れがあるのです。そういう報復は禁止

されていますが、実際には起こりがちです。今回の告発そしてメディア報道に対し

て、トランプ大統領は新たなWitch-hunt（魔女狩り）だと激しく反発しています。

Whistle-blowingに対して関係機関がどう対応したのか？ 事実関係の詳細は？

そしてそれは弾劾へと繋がるのか？ アメリカの政治はウクライナ疑惑と言うべき

新しい局面に入りました。 （旦 英夫／ニューヨーク州弁護士）

Whistle-blowing 内部告発

【166】

米語
Watch

米
語
ウ
ォ
ッ
チ
が
単
行
本
に
＝
旦
英
夫
氏
著
『
米
語
で
ウ
ォ
ッ

チ：

日
本
か
ら
は
見
え
な
い
ア
メ
リ
カ
の
真
実
』
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

刊
は
、
ア
マ
ゾ
ン
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
紀
伊
國
屋
で
好
評
販
売
中
。

http://www.dipaolafinancial.com/
https://michaeldunnlaw.com
https://www.elliman.com
http://www.rostamilaw.com
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
http://www.terailaw.com
https://hls-global.com
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今
年
、
弊
社
で
何
度
か
不
動

産
購
入
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

不
動
産
の
購
入
に
関
心
の
あ
る

方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と

を
大
変
う
れ
し
く
思
う
の
と
、

今
バ
イ
ヤ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
と

呼
ば
れ
る
市
場
で
あ
る
こ
と
を

ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ま
す
。

さ
て
今
回
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
人
気
が
急
上
昇
中
の
ア
ス
ト

リ
ア
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ア
ス
ト
リ
ア
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
の
ク
イ
ー
ン
ズ
区
に
あ

り
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ミ
ッ
ド

タ
ウ
ン
か
ら
地
下
鉄
で
約
10
〜

15
分
ほ
ど
の
距
離
に
位
置
し
て

い
ま
す
。
元
々
ギ
リ
シ
ャ
系
移

民
が
多
い
こ
と
で
知
ら
れ
て
お

り
、
ギ
リ
シ
ャ
系
レ
ス
ト
ラ
ン

や
ギ
リ
シ
ャ
人
の
大
家
が
多
い

の
が
特
徴
で
す
。
環
境
が
良
く
、

日
本
人
も
多
く
住
ん
で
お
り
、

日
系
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

や
レ
ス
ト
ラ
ン
も
点
在
し
て
い

ま
す
。

そ
ん
な
ア
ス
ト
リ
ア
で
す

が
、
近
年
で
ア
メ
リ
カ
人
住
民

が
一
気
に
増
え
、
以
前
は
多
様

な
国
の
店
が
軒
を
連
ね
て
い
た

の
が
、
現
在
は
米
国
ス
タ
イ
ル

の
お
洒
落
な
バ
ー
や
レ
ス
ト
ラ

ン
に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

家
賃
や
物
件
価
格
は
以
前
と

比
べ
上
昇
し
、
特
に
イ
ー
ス
ト

リ
バ
ー
沿
い
に
は
新
し
い
賃
貸

ビ
ル
や
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
が
増

え
て
い
ま
す
。
ア
ス
ト
リ
ア
で

特

に

お

す

す

め

の

物

件

に

「Plaza
21

」
と
い
う
コ
ン
ド

ミ
ニ
ア
ム
が
あ
り
ま
す
。
同
ビ

ル
は
小
ぶ
り
な
造
り
で
、
バ
ー

チ
ャ
ル
ド
ア
マ
ン
、
ラ
ン
ド
リ

ー
、
駐
車
場
が
付
い
て
い
ま
す
。

物
件
の
間
取
り
は
１
ベ
ッ
ド
ル

ー
ム
、
広
さ
は
約
６
２
７
平
方

フ
ィ
ー
ト
（
約
58
平
方
メ
ー
ト

ル
）
、
月
々
の
共
益
費
と
固
定

資
産
税
の
支
払
い
が
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で
は
破
格
の
５
１
５
ド
ル

６
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

物
件
価
格
は
68
万
５
０
０
０
ド

ル
で
、
１
平
方
フ
ィ
ー
ト
の
単

価
が
約
１
０
９
２
ド
ル
と
い
う

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
さ
。
ま
た
こ
の

物
件
地
域
は
優
良
学
校
区
の
た

め
、
子
供
が
い
る
家
庭
に
も
申

し
分
あ
り
ま
せ
ん
。
発
展
を
続

け
る
ア
ス
ト
リ
ア
に
新
居
を
構

え
る
人
は
今
後
ま
す
ま
す
増
え

そ
う
で
す
。

（
高
橋
祐
太
／
リ
ロ
・
リ
ダ
ッ

ク
　
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
住
宅
部
）

ＮＹＣフェリーの利用者の多くは、白人、上中流階級が
占めていることが、このほどＮＹ市の非営利団体エコノミッ
ク・ディヴェロップメント・コーポレーション（ＥＤＣ経済
開発公社）が公表した調査結果で明らかになった。
同公社が今年５、６月の各２週間、フェリー乗客5400人以

上を対象にアンケート調査を行ったところ、乗客の64%は白
人、平均年収は７万5000〜９万９000ドルだった。ビル・デ
ブラシオ同市長は、2017年のＮＹＣフェリー就航以来、公共
交通を最も必要とする労働者階級の利用を期待していたが、
同時に、現状を懸念する擁護団体や批判者たちからＥＤＣに
は現状調査の実施を求める声が高まっていた。
同フェリーサービスを最も批難しているスコット・ストリ

ンガー同市会計監査官は今年４月、ＥＤＣが同サービスの新
船購入に8200万ドルを費やすことを阻止する声明を出してい
た。ストリンガー同市会計監査官は今回の調査結果に関して
「ＥＤＣは、同サービスを最も必要としている市民の利用促進
に努めなければならない」と話している。

変
わ
り
つ
つ
あ
る
ア
ス
ト
リ
ア

フェリー利用者は豊かな人たち

環
境
問
題
を
は
じ
め
、
古
い
史
跡
や
建
物
を
ど

の
よ
う
に
維
持
し
、
そ
の
文
化
を
現
代
に
反
映
、

継
続
さ
せ
る
か
、
そ
し
て
最
新
デ
ザ
イ
ン
の
建
物

か
ら
学
ぶ
も
の
は
何
か
。
デ
ザ
イ
ン
、
ア
ー
ト
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
土
木
工
学
な
ど

現
代
建
築
に
ま
つ
わ
る
も
の
を
見
据
え
て
、
グ
リ

ー
ン
で
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
社
会
に
取
り
組
む
オ
ー

プ
ン
・
ハ
ウ
ス
の
動
き
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
ア

メ
リ
カ
に
伝
わ
り
、
２
０
０
３
年
に
ス
タ
ー
ト
し

た
同
「
オ
ー
プ
ン
・
ハ
ウ
ス
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
」
。

恒
例
の
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
週
末
を
、
今
年
か
ら
金

曜
が
加
わ
っ
て
３
日
間
の
期
間
と
な
り
、
今
月
18

日
（
金
）
か
ら
20
日
（
日
）
ま
で
開
催
さ
れ
る
。

普
段
は
一
般
公
開
さ
れ
な
い
歴
史
的
建
築
物

や
、
許
可
無
し
で
は
入
れ
な
い
よ
う
な
レ
ス
ト
ラ

ン
、
ホ
テ
ル
、
空
港
な
ど
公
共
建
物
を
は
じ
め
個

人
邸
宅
な
ど
を
全
市
規
模
で
市
民
に
一
般
公
開

し
、
同
運
動
の
目
指
す
と
こ
ろ
を
実
際
に
目
の
あ

た
り
に
し
て
体
験
し
て
も
ら
い
、
広
く
認
識
を
広

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
の

一
端
を
担
っ
て
い
る
。
ゾ
ー
ン
と
し
て
新
し
い
取

り
組
み
活
動
を
し
た
り
、
古
い
物
を
現
在
に
適
応

さ
せ
共
存
し
て
い
る
地
区
へ
の
ア
ウ
テ
ィ
ン
グ
ツ

ア
ー
な
ど
は
こ
の
週
末
期
間
に
限
ら
ず
適
宜
催
さ

れ
て
い
る
が
、
建
築
家
だ
け
で
な
く
環
境
問
題
専

門
家
や
地
区
保
全
保
存
の
リ
ー
ダ
ー
な
ど
、
こ
の

活
動
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
運
営
さ
れ
て
お
り
、
ハ

ウ
ス
ツ
ア
ー
だ
け
で
な
く
、
討
論
や
勉
強
会
、
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
も
計
画
さ
れ
て
い
る
。

建
物
へ
の
入
場
は
無
料
だ
が
、
予
約
が
必
要
と

な

る

。

公

開

場

所

や

詳

細

な

ど

は

w
w
w
.ohny.org

ま
で
。
自
分
の
住
む
街
の
認

識
と
価
値
観
に
目
か
ら
う
ろ
こ
が
落
ち
る
発
見
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
写
真
の
建
物
は
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
の
ケ
ン
ト
通
り
25
番
地
の
ビ
ル
。

非公開のビルを見学できる「オープン・ハウス・NY」

http://newyork-apartment-realestate.com
http://kkobo.com/
https://www.suhakobi.com
http://jweeklyusa.com
https://nymtc.com/
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http://www.sumitomo-ny.com
http://kiku-ny.com
http://www.taichirealty.com
http://www.startsnewyork.com
http://brooklyntime.net
http://www.nikkeius.com
https://www.redacinc.com/
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ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
ダ
ン
ボ
に

あ
る
ウ
サ
ギ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
９

月
12
日
か
ら
19
日
ま
でE

IJI
T
A

M
U

R
A

D
O
G

A
R
T

、

nine
SIX

ty

加
藤
博
照
、
博

多
絵
師

雄
猿(

は
か
た
え
し

お

す
ざ
る
）
の
３
人
展
「unti-

tled

」
が
開
催
さ
れ
た
。E

IJI

の
作
品
は
、
犬
た
ち
が
持
っ
て

い
る
無
償
の
愛
情
や
豊
か
な
表

情
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
感
情
を
カ

ラ
フ
ル
に
描
く
。
加
藤
の
ジ
ュ

エ
リ
ー
作
品
は
、
素
材
と
し
て

タ
ブ
ー
視
さ
れ
て
い
た
レ
ザ
ー

を
用
い
デ
ザ
イ
ン
か
ら
縫
製
ま

で
独
自
の
手
法
と
手
作
業
で
完

成
さ
せ
た
も
の
。
雄
猿
は
、
幼

い
頃
よ
り
独
学
で
絵
画
を
始
め

た
。
そ
の
場
の
空
気
感
を
感
情

に
変
え
作
品
に
命
を
込
め
る
と

い
う
独
自
の
作
風
を
追
求
し
て

い
る
。

Ｎ
Ｙ
作
品
展
は
２
度
目
と
な

る
３
人
。E

IJI

は
「
Ｎ
Ｙ
で
注

目
さ
れ
る
ま
で
に
は
時
間
や
運

が
必
要
。
で
も
や
り
続
け
る
こ

と
で
チ
ャ
ン
ス
は
広
が
る
ん
じ

ゃ
な
い
か
。
世
界
中
の
愛
犬
家

の
心
に
響
く
ア
ー
ト
を
描
き
続

け
て
い
き
た
い
」
と
、
加
藤
は

「
お
客
様
と
一
緒
に
デ
ザ
イ
ン

し
た
世
界
に
一
個
だ
け
の
ジ
ュ

エ
リ
ー
を
と
て
も
喜
ん
で
い
た

だ
け
た
。
こ
の
刺
激
を
今
後
の

作
品
に
反
映
し
て
い
き
た
い
」

と
、
雄
猿
は
「
独
自
の
作
風
の

面
白
さ
を
評
価
し
て
も
ら
え

た
。
Ｎ
Ｙ
は
枠
と
型
に
は
ま
ら

ず
表
現
し
て
い
る
空
気
感
が
い

い
」
と
話
し
て
い
た
。
今
回
は

好
評
に
つ
き
会
期
が
延
長
さ
れ

た
。
３
人
は
、
来
年
も
Ｎ
Ｙ
展

を
企
画
し
て
い
る
と
い
う
。

ま
た
、
今
回
は
12
日
の
み
限

定
で
、
御
料
備
前
火
焔
窯
、
山

根
彰
正
の
作
品
も
展
示
さ
れ

た
。
岡
山
の
陶
芸
家
、
山
根
の

作
品
は
、
中
国
・
宋
の
時
代
に

作
成
さ
れ
た
「
曜
変
天
目
」
と

い
う
、
施
釉
さ
れ
た
茶
碗
に
玉

虫
色
の
曜
変
が
生
じ
た
特
別
な

焼
き
物
を
再
現
し
た
も
の
。
８

５
０
年
間
、
誰
も
再
現
を
成
し

得
な
か
っ
た
曜
変
天
目
を
完
成

さ
せ
た
こ
と
は
世
界
の
焼
き
物

史
上
初
の
快
挙
と
さ
れ
、
そ
の

技
法
は
、
皇
族
に
所
縁
の
あ
る

四
條
司
家
に
「
日
本
の
宝
」
と

評
価
さ
れ
、
「
御
料
窯
」
の
栄

誉
と
称
号
を
拝
命
し
た
。

山
根
作
品
も
、
Ｎ
Ｙ
で
の
個

展
を
企
画
予
定
だ
と
い
う
。
　
　
　
　
　

（
久
松
茂
）

株
式
会
社
ビ
レ
ッ
ジ
ウ
ェ
ル

ジ
ャ
パ
ン
、
株
式
会
社
川
畑
明

美
エ
フ
・
ピ
ー
事
務
所
、
株
式

会
社
天
平
美
人
の
三
社
共
催
に

よ
る
「
今
か
ら
準
備
、
年
金
・

介
護
の
不
安
を
取
り
除
く
、
Ｎ

Ｙ
と
日
本
の
ダ
ブ
ル
ラ
イ
フ
実

現
セ
ミ
ナ
ー
」
が
９
月
28
日
、

市
内
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
イ
ベ
ン

ト
ス
ペ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
、
ま
ず
日
本
で
フ
ァ

イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
と

し
て
活
躍
す
る
川
畑
明
美
さ
ん

が
、
日
本
の
年
金
制
度
や
介
護

支
出
な
ど
に
つ
い
て
、
具
体
例

と
具
体
的
な
金
額
を
交
え
て
解

説
。
お
金
の
上
手
な
使
い
方
の

ア
ド
バ
イ
ス
も
交
え
、
い
ざ
介

護
と
な
っ
た
時
に
困
っ
た
り
、

何
も
分
か
ら
ず
不
安
を
持
た
な

い
よ
う
に
、
前
も
っ
て
準
備
が

必
要
と
説
い
た
。

次
に
、
自
身
も
日
米
を
頻
繁

に
往
復
し
て
ダ
ブ
ル
ラ
イ
フ
を

実
践
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
、
ビ
レ
ッ
ジ
ウ
ェ
ル
の

村
井
功
さ
ん
が
登
壇
。
自
身
の

経
験
を
も
と
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
と
日
本
で
起
業
す
る
方
法
を

伝
授
し
た
。
成
功
の
た
め
に
は

ノ
ウ
ハ
ウ
や
方
向
性
を
共
有
で

き
る
パ
ー
ト
ナ
ー
を
見
つ
け
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と

の
重
要
性
を
説
い
た
。

最
後
に
、
心
理
セ
ラ
ピ
ス

ト
・
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
コ
ー
チ

と
し
て
日
本
で
活
躍
す
る
天
平

美
人
の
宮
岡
真
由
美
さ
ん
が
、

セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
た
ち
と
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
を
し
な
が
ら
、
お

金
に
対
す
る
思
い
込
み
や
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
上
手
な
取

り
方
な
ど
に
つ
い
て
話
し
た
。

「
今
悩
ん
で
い
る
問
題
は
思
い

込
み
（
ビ
リ
ー
フ
）
が
原
因
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
そ

れ
を
他
者
か
ら
助
言
を
得
て
気

付
き
変
え
て
い
く
こ
と
で
解
決

に
繋
が
る
」
と
解
説
し
た
。
さ

ま
ざ
ま
な
悩
み
を
持
つ
参
加
者

か
ら
は
、
次
々
と
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
い
た
。

日
米
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ

ス
（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
）
で
は
11

月
９
日
（
土
）
午
前
９
時
30

分
か
ら
午
後
３
時
（
正
午
か

ら

１

時

ま

で

を

除

く

）

ま
で
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
（N

ew
P
rov

id
en

ce
W

om
en

's
Shelter

H
ealth

C
lin

ic

＝

東
２
２
５
番
地
45
丁
目
）
で

無
料
乳
が
ん
検
診
を
行
う
。

検
診
を
受
け
ら
れ
る
の
は
Ｎ

Ｙ
市
在
住
の
40
歳
以
上
の
女

性
で
、
過
去
１
年
間
マ
ン
モ

グ
ラ
ム
を
受
け
て
い
な
い
人
。

（
右
記
条
件
に
該
当
し
な
く
て

も
受
診
で
き
る
可
能
性
あ
り
、

左
記
に
連
絡
を
）
。
当
日
は
日

本
語
を
話
す
ス
タ
ッ
フ
が
書

類
記
入
な
ど
を
手
伝
っ
て
く

れ
る
。
申
し
込
み
締
切
は
11

月
４
日(

月)�

午
後
５
時
ま
で
。

申
し
込
み
は
電
話
２
１
２
・

４
４
２
・
１
５
４
１
ま
た
は

Ｅ

メ

ー

ル

jassinyevent@
gm

ail.com

ま
で
。

EIJIの犬の肖像

実演する加藤山根の陶芸が特別出展

今
か
ら
準
備
、
年
金
・
介
護
の
不
安
を
取
り
除
く

ダ
ブ
ル
ラ
イ
フ
実
現
セ
ミ
ナ
ー

日
本
と
Ｎ
Ｙ
で
起
業
す
る
方
法
な
ど
３
社
共
催
で
解
説

講演する左から宮岡さん、川畑さん、村井さん（９月28日）

無
料
乳
が
ん
検
診

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
で

11
月
９
日
に
実
施

ブルックリンの展示会場前で左から雄猿、EIJI、加藤

雄
猿
の
作
品

３人展
ブルックリン・ダンボ

ウサギギャラリー

http://www.myeventusa.com/
http://www.meiseimotors.com
https://www.iace-usa.com
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９
月
２
日
に
は
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ

（
国
際
博
物
館
会
議
）
京
都
大

会
の
開
会
式
お
よ
び
建
築
家
の

隈
研
吾
氏
に
よ
る
基
調
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
京

都
大
会
の
参
加
者
は
、
当
初
３

０
０
０
人
を
目
標
に
し
て
い
ま

し
た
が
、
こ
の
時
点
で
既
に
４

０
０
０
人
を
超
え
る
登
録
者
が

お
り
、
一
番
大
き
な
メ
イ
ン
ホ

ー
ル
で
も
１
８
０
０
人
の
定
員

だ
っ
た
た
め
、
先
着
順
で
サ
テ

ラ
イ
ト
会
場
に
案
内
し
、
映
像

を
通
じ
て
見
て
い
た
だ
く
こ
と

に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
秋
篠
宮

皇
嗣
同
妃
両
殿
下
に
御
臨
席
い

た
だ
く
関
係
で
、
こ
の
日
だ
け

参
加
登
録
受
付
後
に
金
属
探
知

機
が
設
け
ら
れ
、
メ
イ
ン
ホ
ー

ル
の
前
で
も
Ｉ
Ｄ
チ
ェ
ッ
ク
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
参
加

者
が
詰
め
か
け
た
た
め
、
若
干

の
混
乱
は
あ
り
ま
し
た
が
、
大

き
な
問
題
は
な
く
進
め
ら
れ
ま

し
た
。

開
会
式
は
、
醍
醐
寺
僧
侶
に

よ
る
声
明
（
し
ょ
う
み
ょ
う
）

お
よ
び
法
螺
（
ほ
ら
）
に
よ
っ

て
始
ま
り
ま
し
た
。
節
の
あ
る

お
経
を
総
じ
て
声
明
と
い
い
、

お
よ
そ
１
５
０
０
年
の
伝
統
を

持
つ
日
本
音
楽
の
源
流
で
あ

り
、
儀
礼
に
用
い
ら
れ
る
世
界

で
最
も
古
い
音
楽
の
一
つ
で

す
。
現
在
、
日
本
で
主
に
唱
え

ら
れ
て
い
る
声
明
は
天
台
宗
と

真
言
宗
の
二
つ
の
流
れ
が
あ

り
、
醍
醐
寺
に
よ
る
真
言
宗
の

声
明
は
、
開
祖
・
弘
法
大
師
が

確
立
し
た
も
の
で
す
。
開
会
式

で
は
、
感
謝
と
安
全
、
美
徳
、

知
恵
を
主
題
と
し
、
世
界
の
平

和
と
参
加
者
平
安
を
祈
っ
て
行

わ
れ
、
厳
粛
な
雰
囲
気
の
な
か

始
ま
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
登
壇
者
紹
介
の
後
、

秋
篠
宮
皇
嗣
同
妃
両
殿
下
が
御

臨
席
さ
れ
、
ま
ず
ス
ア
イ
・
ス

ク
ソ
イ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
会
長
に
よ
っ

て
開
会
宣
言
・
主
催
者
あ
い
さ

つ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
次
い
で
、

青
木
保
・
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
日
本
委
員

会
委
員
長
お
よ
び
山
極
壽
一
・

日
本
学
術
会
議
会
長
か
ら
主
催

者
挨
拶
が
あ
り
、
秋
篠
宮
皇
嗣

殿
下
の
お
こ
と
ば
を
賜
り
ま
し

た
。
殿
下
の
お
こ
と
ば
は
、

「
博
物
館
に
お
け
る
経
験
と
し

て
、
ロ
ン
ド
ン
の
大
英
自
然
史

博
物
館
や
ラ
イ
デ
ン
の
国
立
自

然
史
博
物
館
で
、
当
時
研
究
対

象
と
し
て
い
た
東
南
ア
ジ
ア
の

淡
水
魚
類
を
調
べ
た
際
に
、
自

分
が
必
要
と
し
て
い
る
標
本
が

多
数
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

驚
く
と
と
も
に
、
喜
び
を
感
じ

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
標
本
類
は
、

決
し
て
過
去
の
遺
物
に
限
っ
た

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
つ

利
用
さ
れ
る
の
か
と
い
う
直
近

の
問
題
と
は
関
係
な
く
、
保
存

と
継
承
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。
私
た
ち
訪
れ
る
利
用
者

に
と
っ
て
、
そ
の
こ
と
が
最
も

大
切
な
博
物
館
の
意
義
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。
多
く
の
事
柄
が

急
速
に
変
化
す
る
現
代
社
会
に

あ
っ
て
、
時
間
を
超
え
て
、
万

有
の
蓄
積
装
置
と
し
て
、
そ
こ

に
存
在
し
て
い
る
こ
と
こ
そ

が
、
今
日
も
っ
と
も
博
物
館
に

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
」
と

い
う
専
門
家
と
し
て
の
お
立
場

も
踏
ま
え
た
実
に
素
晴
ら
し
い

内
容
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
の
後
、
柴
山
昌
彦
・
文
部

科
学
大
臣
お
よ
び
左
藤
章
内
閣

府
副
大
臣
（
い
ず
れ
も
当
時
）

に
よ
る
来
賓
祝
辞
、
西
脇
隆

俊
・
京
都
府
知
事
お
よ
び
門
川

大
作
・
京
都
市
長
に
よ
る
開
催

地
あ
い
さ
つ
、
銭
谷
眞
美
・
日

本
博
物
館
協
会
長
に
よ
る
内
閣

総
理
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
披
露

が
あ
り
、
最
後
に
佐
々
木
丞

平
・
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
京
都
大
会
２
０

１
９
組
織
委
員
会
委
員
長
に
よ

る
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
京
都
大
会
の
趣
旨

説
明
が
あ
り
、
開
会
式
を
終
了

し
ま
し
た
。

（
栗
原
祐
司
／
京
都
国
立
博
物

館
副
館
長
）

第328回

ICOM京都大会

開催（その4）

や
は
り
時
差
ボ
ケ
だ
。
夜
中

に
起
き
て
二
度
寝
、
結
局
朝
寝

坊
を
し
て
し
ま
う
。
が
、
バ
ケ

ー
シ
ョ
ン
に
来
て
い
る
の
だ
。

何
を
急
ぐ
こ
と
が
あ
ろ
う
。

昼
過
ぎ
に
こ
の
中
世
の
街

U
zes

市
（
ウ
ゼ
）
の
真
ん
中

に
そ
び
え
る
城
に
出
か
け
る
。

こ
こ
は
古
く
は
ロ
ー
マ
時
代
か

ら
栄
え
た
山
と
川
に
囲
ま
れ
た

風
光
明
媚
な
街
な
の
だ
。
紀
元

前1

世
紀
に
は
す
で
に
ロ
ー
マ

の
水
道
が
作
ら
れ
て
い
た
。
近

く
にpont

du
gard

と
い
う

世
界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
た
有

名
な
水
道
橋
が
あ
る
が
、
そ
の

上
流
の
当
た
る
の
が
こ
の
街
で

あ
る
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
そ
う

い
う
と
こ
ろ
は
奪
い
合
い
に
な

る
。
ウ
ゼ
は
８
世
紀
に
は
ア
ラ

ブ
の
ウ
マ
イ
ヤ
朝
に
占
領
さ

れ
、
ア
ラ
ブ
の
最
北
端
に
位
置

し
た
。
か
つ
て
エ
ジ
プ
ト
が
ロ

ー
マ
帝
国
で
キ
リ
ス
ト
教
国
で

あ
っ
た
こ
と
は
驚
き
だ
が
、
南

仏
が
イ
ス
ラ
ム
教
国
家
？
　
こ

れ
は
さ
ら
な
る
驚
き
で
あ
る
。

そ
れ
を
レ
コ
ン
キ
ス
タ
で
キ
リ

ス
ト
教
軍
が
奪
回
し
た
こ
と
は

周
知
の
事
実
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
に
は
大
き
く
分
け

て
二
つ
の
地
域
が
あ
る
。
一
つ

はY
es

をO
ui

と
言
う
パ
リ
を

中
心
と
す
る
地
域
、
も
う
一
つ

はY
es

をO
c

と
言
う
南
仏
で

あ
る
。
言
葉
の
名
前
が
地
名
に

な
り
、
こ
こ
をL

angued'oc

、

ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
地
方
と
い
う
。

そ
れ
はO

ccitan
e

と
も
呼
ば

れ
、
世
界
的
に
有
名
な
フ
ラ
ン

ス
の
ブ
ラ
ン
ドL

'O
ccitan

e
en
Provence

は
こ
こ
の
文
化

を
商
品
化
し
て
い
る
。

ウ
ゼ
は
長
い
間
キ
リ
ス
ト
教

ビ
シ
ョ
ッ
プ
が
治
め
る
街
と
し

て
繁
栄
し
た
。
が
、
パ
リ
の
ル

イ
８
世
が
併
合
を
企
て
、
13
世

紀
に
ル
イ
９
世
（
私
の
研
究
テ

ー
マ
）
と
の
間
で
和
解
が
成
立
。

１
２
２
９
年
に
公
爵
（D

uke

）

が
置
か
れ
、
そ
れ
以
来
８
０
０

年
間
、
こ
の
城
はD

u
ch
d
'

U
zes

と
呼
ば
れ
、
同
じ
家
の

末
裔
が
今
も
住
ん
で
い
る
と
い

う
。
現
在
の
城
主
様
に
是
非
会

っ
て
み
た
い
も
の
だ
。

素
晴
ら
し
い
円
形
の
城
下
町

に
は
中
世
の
石
の
建
物
が
そ
の

ま
ま
残
る
。
城
が
見
え
た
！

眩
し
い
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
の
太
陽

に
石
の
建
物
と
ロ
ゴ
入
り
の
屋

根
が
映
え
る
。
早
速
入
場
。
城

の
ゲ
ス
ト
で
は
な
い
の
で
、
チ

ケ
ッ
ト
を
買
う
。
フ
ラ
ン
ス
の

田
舎
の
城
は
、
大
抵
フ
ラ
ン
ス

語
の
ツ
ア
ー
で
し
か
中
に
入
れ

な
い
。
そ
こ
に
庭
だ
け
観
た
い

人
、
翻
訳
が
欲
し
い
人
な
ど
、

や
や
こ
し
く
な
る
。
英
語
で
は

中
々
通
じ
な
い
の
で
、
伝
家
の

宝
刀
フ
ラ
ン
ス
語
で
頑
張
っ

た
。
そ
う
し
た
ら
、
後
ろ
に
イ

ン
デ
ィ
ア
ナ
か
ら
来
た
と
い
う

ア
メ
リ
カ
人
夫
婦
が
い
て
通
訳

を
し
て
く
れ
と
言
う
。
日
本
語

も
少
し
で
き
る
彼
ら
と
共
通
点

も
多
く
会
話
が
楽
し
か
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
城
は
大
抵
そ
う

だ
が
、
中
世
の
古
い
部
分
と
近

代
の
豪
華
な
宮
殿
が
共
存
す

る
。
古
い
鎧
の
兜
が
あ
り
、
ご

先
祖
様
の
バ
ス
ト
や
肖
像
画
が

た
く
さ
ん
並
べ
ら
れ
て
い
る
中

に
何
と
今
の
城
主
の
家
族
の
写

真
も
あ
る
。
近
代
の
部
分
に
は

教
会
が
あ
り
、
光
輝
い
て
い
た
。

そ
し
て
屋
上
か
ら
見
た
景
色
の

素
晴
ら
し
い
こ
と
。
石
の
建
物

と
屋
根
が
緑
の
森
の
中
に
円
形

の
中
世
の
街
を
形
づ
け
る
。
こ

の
景
色
は
13
世
紀
か
ら
変
わ
っ

て
い
な
い
は
ず
で
あ
る
。

最
後
に
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
あ

っ
た
。
中
世
の
城
に
は
大
抵
地

下
に
牢
獄
が
あ
る
。
入
り
口
が

一
つ
し
か
な
く
一
回
入
っ
た
ら

出
ら
れ
な
い
。
恐
ろ
し
く
も
囚

人
は
そ
こ
で
忘
れ
ら
れ
て
し
ま

う
と
い
う
の
で
、
城
の
牢
獄
を

O
ublie

（
忘
れ
た
）
と
言
う
。

ゴ
ー
ス
ト
が
出
る
と
言
う
噂
が

あ
る
そ
の
ウ
ブ
リ
エ
を
覗
い
て

い
た
ら
、
サ
ン
グ
ラ
ス
を
落
と

し
て
し
ま
っ
た
。
幸
い
深
く
は

な
い
の
で
、
下
の
方
に
落
ち
て

い
る
の
が
見
え
る
。
一
瞬
、
自

分
で
取
り
に
行
こ
う
か
と
思
っ

た
が
、
そ
れ
は
危
険
だ
。
そ
れ

に
忘
れ
ら
れ
た
ら
大
変
だ
。
サ

ン
グ
ラ
ス
を
諦
め
る
？
　
そ
れ

は
城
に
と
っ
て
も
良
く
な
い
。

で
、
夫
婦
で
さ
っ
き
の
受
付
の

お
兄
さ
ん
に
お
願
い
に
行
っ

た
。
た
っ
た
一
人
で
切
り
盛
り

し
て
い
る
お
兄
さ
ん
は
、
入
口

を
閉
鎖
し
て
、
石
が
風
化
し
て

い
て
危
な
い
中
、
頭
を
ぶ
つ
け

な
が
ら
サ
ン
グ
ラ
ス
を
拾
っ
て

く
れ
た
。
な
ん
て
素
晴
ら
し
い

人
だ
。
名
前
を
聞
い
た
ら
ト
ニ

ー
だ
と
言
う
。
深
々
と
感
謝
し

た
。城

を
出
る
と
門
前
に
露
店
が

準
備
を
し
て
い
る
。
ど
う
や
ら

今
夜
は
お
祭
り
の
よ
う
だ
。
な

ん
て
ラ
ッ
キ
ー
な
ん
だ
。
街
の

広
場
で
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
と
飲

み
物
で
休
憩
。
そ
れ
も
フ
ラ
ン

ス
な
ら
で
は
の
非
常
に
格
調
の

高
い
ス
ウ
ィ
ー
ト
だ
。
Ｎ
Ｙ
で

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
手
掛
け
て
い

る
女
性
シ
ン
ガ
ー
の
デ
ビ
ュ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
が
決
ま
っ
た
と
知

ら
せ
が
入
っ
た
！
　
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
が
も
っ
と
甘
く
な
っ

た
！
す
っ
か
り
ス
ウ
ィ
ー
ト
に

な
っ
て
ひ
と
ま
ず
ア
パ
ー
ト
ま

で
帰
る
。
徒
歩
10
分
だ
。

本
来
は
ア
パ
ー
ト
で
自
炊
を

す
る
の
が
常
な
の
だ
が
、
今
夜

は
お
祭
り
も
あ
る
し
、
初
日
か

ら
掟
を
破
っ
て
外
食
を
す
る
こ

と
に
し
た
。
夕
方
は
冷
え
る
の

で
そ
れ
な
り
の
服
に
着
替
え

て
、
昼
間
た
っ
ぷ
り
楽
し
ん
だ

城
の
前
に
戻
る
。

出
店
を
見
て
回
る
。
ト
リ
ュ

フ
屋
が
あ
る
。
頻
繁
に
南
仏
に

来
な
が
ら
今
ま
で
知
ら
な
か
っ

た
が
、
ト
リ
ュ
フ
に
は
黒
ト
リ

ュ
フ
と
白
ト
リ
ュ
フ
が
あ
る
。

お
馴
染
み
の
黒
ト
リ
ュ
フ
は
南

仏
産
で
１
キ
ロ
８
０
０
ド
ル
で

取
引
さ
れ
、
白
ト
リ
ュ
フ
は
イ

タ
リ
ア
産
で
１
キ
ロ
２
０
０
０

ド
ル
だ
そ
う
だ
。
純
粋
の
ト
リ

ュ
フ
は
高
い
の
で
、
ト
リ
ュ
フ

の
ク
リ
ー
ム
を
買
う
。
特
別
な

デ
ィ
ナ
ー
で
出
そ
う
。

目
星
を
付
け
て
お
い
た
レ
ス

ト
ラ
ン
へ
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
夏

の
夜
は
外
で
食
事
を
す
る
の
が

普
通
で
あ
る
。
星
空
の
下
、
薄

暗
い
キ
ャ
ン
ド
ル
の
テ
ー
ブ
ル

に
つ
く
。
英
語
を
喋
る
の
は
失

礼
に
な
る
く
ら
い
超
フ
ラ
ン
ス

の
夜
で
あ
る
。
ウ
ェ
イ
ト
レ
ス

の
女
性
が
超
優
し
い
。
料
理
は
、

前
菜
に
ピ
ー
マ
ン
の
ツ
ナ
詰

め
、
メ
イ
ン
に
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス

の
チ
キ
ン
、
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
の

エ
ビ
、
北
ア
フ
リ
カ
料
理
の
ク

ス
ク
ス
、
美
味
し
い
パ
ン
、
表

面
が
硬
い
の
で
割
っ
て
食
べ
る

ク
リ
ー
ム
ブ
リ
ュ
レ
、
テ
ィ
ラ

ミ
ス
、
こ
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の

高
さ
は
何
だ
！
　
決
し
て
高
級

レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
な
い
が
、
長

い
間
に
培
わ
れ
て
き
た
食
文
化

が
こ
こ
に
あ
る
。
や
は
り
フ
ラ

ン
ス
は
世
界
で
押
し
も
押
さ
れ

ぬ
文
化
大
国
だ
！

映
画
「
バ
ベ
ッ
ト
の
晩
餐
会
」

の
如
く
、
す
っ
か
り
料
理
で
幸

せ
に
な
っ
て
、
星
空
の
下
中
世

の
石
畳
を
歩
い
て
い
る
と
、
城

の
前
の
市
役
所
で
タ
ン
ゴ
大
会

が
あ
っ
て
、
街
の
お
じ
さ
ん
、

お
ば
さ
ん
が
着
飾
っ
て
楽
し
く

踊
っ
て
い
る
。
ど
こ
か
ダ
サ
く

て
パ
リ
の
洗
練
さ
は
全
く
な
い

が
、
集
う
人
た
ち
の
楽
し
さ
は

ど
う
だ
！
こ
ち
ら
が
感
動
し
て

し
ま
う
。
し
ば
ら
く
見
入
っ
て

し
ま
っ
た
。

そ
の
感
動
を
胸
に
ア
パ
ー
ト

に
戻
る
。
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
の
初

日
は
、
今
ま
で
の
辛
い
こ
と
を

す
べ
て
帳
消
し
に
し
て
お
釣
り

を
た
く
さ
ん
く
れ
る
幸
せ
な
一

日
で
あ
っ
た
。
　
　
　
（
続
く
）

（
浅
井
岳
史
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
＆
作

曲
家
）

w
w
w
.takeshiasai.com

T RAVE LT RAVE L

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
浅
井
岳
史
の
２
０
１
９
南
仏
旅
日
記

そ
の
２
「
バ
ベ
ッ
ト
の
晩
餐
」

http://hinomaru-limo.com
https://www.amnet.jp/
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一生懸命働いているボクたちの前に、突然現われたのが、

彼女だった

学校の自由研究のテーマに

パーキングメーターがどれだけ正確なのか

かたぱっしからコインを入れてストップウオッチ片手に　

メーターの時間を調べはじめたのさ

正直いってあせったよ。

（次号につづく）

Us meters are working very hard, but suddenly 

a girl appeared.

She had an independent study assignment for school,

so she chose to check the accuracy of parking meters.

She put coins on all the meters in a row, 

and she checked the times, with a stopwatch in hand.

To be honest, I panicked.                              (to be continued)

短期集中連載えほん「ぼくめいた」6

■前号までのあらすじ
車の留守番たのしいな。でも約束の時間までに
戻ってきてね。となりのメーターくんは、運転手
が戻ってこないので冷や汗タラタラ。駐車違反の
チケットをもらっちゃったよ。

作・絵　三浦良一
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Q

今
年
シ
ニ
ア
（
12
年
生
）
で
、

大
学
出
願
準
備
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
志
望
校
の
一
つ
か

ら
メ
ー
ル
が
来
て
、
申
し
込
め

ば
卒
業
生
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
ら
し
い

で
す
。
僕
は
口
数
が
少
な
い
方

で
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
う
ま
く

答
え
ら
れ
る
か
不
安
で
す
。
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
た
方
が
い

い
の
か
、
も
し
受
け
る
な
ら
ど

う
準
備
す
れ
ば
よ
い
か
ア
ド
バ

イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
Ｎ
Ｙ
州
、
高
校
生
）

Ａ

大
学
へ
の
出
願
前
後
に
、
こ

の
よ
う
に
大
学
か
ら
メ
ー
ル
で

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
誘
い
が
あ
っ

た
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
申
し
込
め
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
大
学
ス

タ
ッ
フ
と
で
は
な
く
、
卒
業
生

と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
限
定
し

て
お
答
え
し
ま
す
。
卒
業
生
と

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
言
っ
て
も
、

評
価
の
対
象
に
な
る
場
合
と
、

評
価
せ
ず
大
学
の
こ
と
を
も
っ

と
知
っ
て
も
ら
う
目
的
で
行
わ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
評
価

の
対
象
に
な
ら
な
い
の
に
ど
う

し
て
大
学
は
わ
ざ
わ
ざ
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
行
う
の
で
し
ょ
う
か
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
た
志
願

者
が
合
格
し
た
時
、
受
け
な
い

で
合
格
し
た
志
願
者
と
比
べ
、

高
い
割
合
で
入
学
を
希
望
す
る

と
い
う
統
計
が
あ
り
ま
す
。
大

学
に
と
っ
て
こ
の
イ
ー
ル
ド

（
合
格
者
の
内
、
何
％
が
入
学
す

る
か
）
が
高
い
ほ
ど
、
よ
い
大

学
と
し
て
ラ
ン
キ
ン
グ
も
上
が

り
ま
す
。
で
す
か
ら
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
は
イ
ー
ル
ド
を
上
げ
る
一

方
法
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
卒
業
生
が
大
学
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
す
る
こ
と
で
、
卒
業

し
て
か
ら
年
月
が
経
っ
て
も
母

校
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
、

同
窓
生
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強

め
る
効
果
も
あ
り
ま
す
。

大
学
の
サ
イ
ト
に
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
の
意
図
な
ど
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
読

ん
で
く
だ
さ
い
。

願
書
を
出
す
す
べ
て
の
大
学

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
方
針
を
よ
く

読
ん
で
、
で
き
る
だ
け
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
大

学
に
興
味
の
あ
る
こ
と
を
示
せ

ま
す
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
「
必

須
」
ま
た
は
「
強
く
勧
め
る
」

と
書
い
て
あ
れ
ば
、
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

単
に
「
勧
め
る
」
と
あ
る
場
合

も
受
け
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

た
だ
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
と
目

も
合
わ
せ
ら
れ
ず
、
答
え
も
し

ど
ろ
も
ど
ろ
に
な
る
く
ら
い
あ

が
り
症
の
人
は
、
「
勧
め
る
」
く

ら
い
で
あ
れ
ば
、
ひ
と
ま
ず
受

け
な
い
こ
と
を
勧
め
ま
す
。
で

も
就
職
な
ど
人
生
の
い
ろ
い
ろ

な
場
面
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
避

け
て
通
れ
ま
せ
ん
の
で
、
克
服

で
き
る
よ
う
努
め
て
く
だ
さ
い
。

逆
に
、
人
と
話
す
の
が
好
き
で

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
を
魅
了
す
る

ほ
ど
の
志
願
者
で
あ
れ
ば
、
ボ

ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
か
ら
合
格
ラ
イ

ン
に
上
が
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
は
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
内
容
を
大
学
に
リ
ポ

ー
ト
す
る
の
で
、
大
学
の
ア
ド

ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
タ
ッ
フ
を
説
得

す
る
こ
と
も
で
き
る
か
ら
で
す
。

も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
大
学
に
よ
っ

て
も
違
い
ま
す
。
な
お
、
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
の
機
会
が
あ
る
か
ど

う
か
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
ア

ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ
ス
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

単
に
シ
ャ
イ
な
人
で
あ
れ
ば
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
準
備
を
よ
く

す
れ
ば
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
に
よ

い
印
象
を
与
え
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
。
頑
張
っ
て
大
学
の
リ
サ

ー
チ
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
ず
、

な
ぜ
そ
の
大
学
に
入
り
た
い
の

か
、
箇
条
書
き
に
ま
と
め
て
お

く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
内

容
は
、
他
の
大
学
に
も
当
て
は

ま
る
よ
う
な
一
般
的
な
内
容
で

は
な
く
、
そ
の
大
学
に
だ
け
当

て
は
ま
る
よ
う
な
特
徴
や
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
あ
る
べ
き
で
す
。
次

に
、
大
学
で
勉
強
し
た
い
分
野

と
、
そ
れ
に
興
味
を
持
っ
た
き

っ
か
け
、
そ
し
て
今
ま
で
そ
の

た
め
に
ど
ん
な
こ
と
を
勉
強
し

て
き
た
か
も
言
え
る
と
よ
い
で

し
ょ
う
。
そ
し
て
勉
強
以
外
で

興
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
や
自

分
の
趣
味
に
つ
い
て
、
な
ぜ
そ

れ
が
好
き
な
の
か
き
ち
ん
と
話

せ
る
よ
う
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
か
ら
の
質
問

に
答
え
る
だ
け
で
な
く
、
こ
ち

ら
か
ら
自
分
の
こ
と
を
話
し
て

も
い
い
と
思
い
ま
す
。
願
書
に

は
書
き
き
れ
な
か
っ
た
自
分
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
ア
ピ
ー

ル
で
き
る
こ
と
を
い
く
つ
か
ま

と
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
そ
の

他
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
へ
の
質

問
も
用
意
す
る
と
い
い
と
思
い

ま
す
。
例
え
ば
キ
ャ
ン
パ
ス
で

一
番
好
き
だ
っ
た
場
所
、
一
番

好
き
だ
っ
た
ク
ラ
ス
な
ど
、
イ

ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
の
学
生
時
代
の

体
験
を
聞
い
て
も
い
い
で
し
ょ

う
。
若
い
卒
業
生
を
除
い
て
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
が
大
学
の
最

新
情
報
に
疎
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。
で
す
か
ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア

ー
が
自
信
を
持
っ
て
答
え
ら
れ

る
質
問
に
し
て
く
だ
さ
い
。

最
後
に
、
卒
業
生

と
の
メ
ー
ル
の
や
り

取
り
は
敬
意
を
持
っ

て
丁
寧
な
対
応
に
努

め
る
こ
と
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
の
指
定
場
所

に
は
時
間
の
余
裕
を

持
っ
て
着
く
こ
と
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
後

で
お
礼
の
メ
ー
ル
を

忘
れ
な
い
こ
と
な

ど
、
基
本
的
な
マ
ナ

ー
も
忘
れ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

●本欄への相談は　サトリ・カレッジ・プランニング
Ｅメール info@satoricollegeplanning.com、
ウェブサイトttps://satoricollegeplanning.comまで。
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ローカル

スクランブル

New Jersey

10月になるとハロウィーンの季
節。州内各地では、さまざまなイ
ベントが催される。日本と違って
米国ではこの時期がホラー映画や
怪談、お化け屋敷などが一番盛り
上がるシーズン。そこで、絶叫間
違いなしの「恐怖度マックス」系
から家族で楽しめる「そんなに怖
くない」系まで、NJで楽しめるこ
の時期ならではのイベントをいく
つか紹介しよう。

【ナイトメア・アット・グラビテ
ィヒル】

5エーカーの農園に作られた架
空のゴーストタウン「グラビティ
ヒル」に迷い込んだ貴方は、「グ
ラビティヒルの呪い」のストーリ
ーに沿って、約35分間、次々と襲
い来る数々の恐怖を体験すること
になる…。
Nightmare at Gravity Hill
10/12, 13,  18, 19, 20, 25, 26, 27
金・土曜: 18:30-23:00、日:18:30-
21:00

料金25ドル
Cicconi Farms
1005 Farmingdale Road
Jackson, NJ
Tel: 732-703-4198
www.nightmareatgravityhill.com
【ダイナソー・アフター・ダーク】

リアル感満点に動く恐竜たちの
展示が子供たちに人気のテーマパ
ーク「フィールド・ステーショ
ン・ダイナソー」が企画する夜の
イベント。日没と共にティラノサ
ウルスが脱走したという設定で、
参加者たちは逃げたティラノサウ
ルスを捕まえに警備員たちと共に
夜のパークで冒険を繰り広げる。
最後には皆でキャンプファイヤー
を囲み、ホットチョコレートとス
モアで楽しもう。

Dinosaur After Dark
10/12, 18, 19, 25, 26の夜間
営業時間はウェブサイトで確認
料金24ドル
Field Station Dinosaurs
40 Fort Lee Road
Leonia, NJ
jerseydinos.com/events
【ハウンテッド・レッドミル・ビレ
ッジ】

1810年創業の毛織物工場と周辺
地域が歴史博物館として保存公開
されている「レッドミル・ビレッ
ジ」。そこを舞台に毎年恒例となっ
たホラーイベントを開催。参加者
は45分ほどの時間をかけて5つのセ
クションを探索する。その途中で
数々の恐怖を味わうことに…。

同施設では期間限定で小さな子
供たちも楽しめるさまざまなイベ
ントも実施。詳細はウェブサイト
参照。
Haunted Village
10/12, 18, 19, 25, 26
19:00-22:00
料金:30ドル
Red Mill Museum Village
56 Main Street
Clinton, NJ
theredmill.org
【13thアワー・ハウンテッド・ハウ
ス】
「NJ最恐のエスケープルーム」と
して数々の受賞をしている同施設。
そこに役者たちが演じるゾンビ達
も投入されて恐怖は倍増。この絶
叫必至の迷宮から貴方は脱出でき
るか？
The 13th Hour Haunted House

11/2までの木・金・土・日曜
営業時間はウェブサイトで確認
料金35ドル〜
105 West Dewey Ave, 
Wharton NJ
Tel: 862-244-4454
13thhour.com
【シックス・フラッグス・フライ
ト・フェスト】

日中は家族で楽しめる遊園地が、
日没と共に恐怖のテーマパークに
…。最高の恐怖を味わうゾーンか
らそれほど怖くないゾーンまで選
べる。ガイドマップを入手して、
テーマに分かれたエリアを探検し
よう。ゾンビも園内を大勢徘徊し
てるので、怖くない人は声をかけ
てゾンビと記念撮影を楽しもう！

Fright Fest
11/3までの日没後に開催
Six Flags Great Adventure
1 Six Flags Boulevard
Jackson, NJ

詳細はウェブサイトで確認
www.sixflags.com/greatadventure/s
pecial-events/fright-fest
【フィールド・オブ・テラー】

100エーカーもある農園で、恐怖
感満載の４つのテーマイベントや、
ペイントボールライドを楽しむ。
麦畑迷路やコーン畑迷路、カボチ
ャ狩り、その他子供向けのアトラ
クションもあり。日によっては花
火大会も行われる。
Field Of Terror
10/12, 13, 18, 19, 20, 25, 26, 27,
11/1, 2
各営業時間はウェブサイトで確認
料金: 20〜60ドル（イベント体験数
により異なる）
831 Windsor Perrineville Rd
East Windsor, NJ
Tel: 609-758-7817 
www.fieldofterror.com
【ブー・アット・ボードウォーク】

ビーチのボードウォークが会場
の、小さな子供連れの家族も楽し
めるイベント。トリックオアトリ
ート、カボチャ狩り、無料のフェ
ースペイントやクラフト体験、ビ
ーチに出現した迷路、ゲームコー
ナー、子供用の乗り物、その他、
お楽しみが盛りだくさん。水族館
では水中でのパンプキン彫刻ショ
ーも楽しめる。
Boo at the Boardwalk
10/19, 20, 26, 27
12:00-16:00
Jenkinson's Boardwalk
Point Pleasant, NJ
Tel: 732-892-0600 
jenkinsons.com

ハロウィーンシーズンをNJで楽しもう！

https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
http://www.jwsny.org
https://japaneseschool.org
http://jmart-usa.com/en/
http://asunarokokusai.blogspot.com
https://paramuslibrary.org/
https://www.newjerseykogumayouchien.com


料
理
家
・
管
理
栄
養
士
の

舘
野
真
知
子
さ
ん
が
２
年
前

に
上
梓
し
た
「
き
ち
ん
と
美

味
し
く
作
れ
る
漬
け
物
（
成

美
堂
出
版
）
」
で
は
梅
干
し
、

ぬ
か
漬
け
、
白
菜
漬
け
な
ど

定
番
の
漬
け
物
か
ら
山
形
の

三
五
八
漬
け
、
東
京
の
べ
っ

た
ら
漬
け
、
長
野
の
野
沢
菜

漬
け
、
京
都
の
千
枚
漬
け
な

ど
昔
な
が
ら
の
ふ
る
さ
と
漬

け
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
き
ゅ
う
り

は
も
と
よ
り
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

や
セ
ロ
リ
、
プ
チ
ト
マ
ト
な

ど
モ
ダ
ン
な
即
席
漬
け
ま
で

１
２
９
品
の
漬
け
物
を
紹
介

し
て
い
る
。
特
別
な
道
具
が

な
く
て
も
気
軽
に
作
れ
る
レ

シ
ピ
と
分
か
り
や
す
い
手
順

説
明
、
美
し
い
写
真
が
評
判

を
集
め
、
版
を
重
ね
て
い
る
。

そ
の
「
き
ち
ん
と
美
味
し
く

作
れ
る
漬
け
物
」
を
米
国
向

け
に
翻
訳
、
ア
レ
ン
ジ
し
た

本
書
が
今
月
下
旬
に
全
米
で

販
売
さ
れ
る
。

舘
野
さ
ん
は
栃
木
で
８
代

続
く
農
家
に
生
ま
れ
育
っ
た
。

管
理
栄
養
士
と
し
て
病
院
に

勤
務
後
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の

料
理
学
校
に
留
学
。
帰
国
後

は
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
活
動
し

た
後
、
レ
ス
ト
ラ
ン
「
六
本

木
農
園
」
の
初
代
シ
ェ
フ
を

務
め
、
現
在
は
料
理
家
と
し

て
活
躍
、
特
に
発
酵
食
品
の

普
及
に
力
を
注
い
で
い
る
。

仕
事
で
日
本
全
国
を
回
り
、

伝
統
食
品
を
知
る
中
で
発
酵

食
品
が
多
い
こ
と
に
気
づ
い

た
こ
と
と
、
専
業
農
家
で
あ

る
実
家
に
伝
わ
る
漬
け
物
や

保
存
食
を
紙
面
で
残
し
た
い
、

と
の
思
い
が
漬
け
物
本
の
出

版
と
な
っ
た
。
ま
た
、
日
本

で
国
際
交
流
を
目
的
と
し
た

料

理

教

室

「
K
itch

en
N
ippon

」
の
講
師
を
長
年
務

め
、
外
国
人
向
け
日
本
料
理

の
レ
シ
ピ
が
沢
山
た
ま
り
、

海
外
で
の
出
版
を
考
え
始
め

た
頃
、
日
本
食
文
化
に
精
通

す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
デ

ボ
ラ
・
サ
ミ
ュ
エ
ル
女
史
に

出
会
い
、
自
身
の
著
書
を
数

冊
渡
し
た
と
こ
ろ
、
最
も
興

味
を
持
た
れ
た
の
が
ま
さ
か

の
漬
け
物
本
だ
っ
た
。
デ
ボ

ラ
女
史
監
修
の
も
と
、
１
年

半
か
け
た
翻
訳
と
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
経
て
米
国
で
の

出
版
と
な
っ
た
。
版
元
で
あ

る
タ
ト
ル
出
版
の
創
立
者
、

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
タ
ト
ル
氏
は

第
二
次
世
界
大
戦
後
マ
ッ
カ

ー
サ
ー
司
令
官
の
命
を
受
け

戦
後
の
日
本
の
出
版
業
界
再

生
の
た
め
日
本
へ
渡
り
、
任

務
終
了
後
も
日
本
に
と
ど
ま

り
、
洋
書
や
洋
雑
誌
の
輸
入

と
並
行
し
て
日
本
の
古
書
を

米
国
の
図
書
館
に
輸
出
す
る

ビ
ジ
ネ
ス
を
始
め
た
。
以
降

タ
ト
ル
出
版
は
60
年
以
上
に

渡
り
「
東
洋
の
文
化
を
西
欧

へ
伝
え
、
国
際
理
解
を
深
め

る
良
書
を
発
行
す
る
出
版
社
」

を
信
条
に
文
学
や
語
学
書
、

料
理
、
芸
術
、
手
工
芸
、
デ

ザ
イ
ン
な
ど
、
毎
年
１
５
０

も
の
新
刊
を
出
版
し
て
い
る
。

日
本
食
が
フ
レ
ン
チ
や
イ

タ
リ
ア
ン
と
並
ぶ
料
理
と
し

て
定
着
し
て
久
し
い
。
寿
司

や
天
ぷ
ら
だ
け
で
は
な
く
、

肉
じ
ゃ
が
、
お
ひ
た
し
、
き

ん
ぴ
ら
ご
ぼ
う
な
ど
の
家
庭

料
理
が
好
き
だ
と
い
う
米
人

が
増
え
て
い
る
。
そ
ん
な
米

国
人
が
市
販
の
柴
漬
け
で
は

物
足
ら
ず
、
本
書
を
読
み
な

が
ら
自
宅
で
腕
ま
く
り
を
し

て
白
菜
漬
け
や
キ
ュ
ウ
リ
の

ぬ
か
漬
け
を
作
る
よ
う
に
な

る
か
も
し
れ
な
い
。

料
理
家
と
し
て
今
後
の
抱

負
は
？
と
の
質
問
に
「
発
酵

や
伝
統
的
な
ス
タ
イ
ル
を
尊

重
し
、
現
代
の
日
本
の
家
庭

料
理
の
美
味
し
さ
や
魅
力
を

伝
え
る
活
動
を
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
」
と
答
え
る
舘
野
さ

ん
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
初

め
て
と
な
る
ト
ー
ク
イ
ベ
ン

ト
「
発
酵
食
—
美
味
し
く
食

べ
て
健
康
に
！
」
を
15
日

（
火
）
午
前
11
時
か
ら
日
本
ク

ラ
ブ
で
開
催
。
発
酵
食
品
の

魅
力
を
お
も
て
な
し
料
理
に

役
立
つ
レ
シ
ピ
と
試
食
を
交

え
て
熱
く
語
る
。
　
　
（
砂
）

■インスマスの影（H・P・ラヴクラフト、新潮文庫）怪奇
小説・幻想小説の先駆者のひとりとして知られる米国人作
家、ラヴクラフト。彼が創造したクトゥルー神話は没後高く
評価されている。退廃した港町インスマスで魚類を思わせる
容貌の人々の恐るべき秘密を知る表題作ほか、英文学者で小
説家の南條竹則が選び抜いた7篇のクトゥルー神話傑作選。
■チンギス紀〈５〉絶影（北方謙三、集英社）シリーズ第５
冊目となる本書では、モンゴルの草原を舞台にした命を懸け
た闘いを描く。同じモンゴル族のタイチウト氏との戦いに挑
むテムジン。疾駆するテムジンの軍が敵の長・タルグダイの
隊に届くと思われたとき、新たな旗が現れる。ふたりを待ち
受ける衝撃的な運命とモンゴル族の覇権を懸けた闘い。■イ
ギリスの失敗（岡部伸、PHP新書）英国のジョンソン首相
は「欧州連合（ＥＵ）からの期限である10月末までに必ず
離脱を実現する」と公言。世界経済への悪影響が必至の「合
意なき離脱」をなぜ進めるのか。かつての失敗から、日本が
知っておくべき教訓とは。激動の国際政治の真実を読み解く。
■きれいの手口（内館牧子、潮新書）「秋田美人の雪肌」や
「京美人の立ち居ふるまい」を持っていなくても、誰もが十
分にキレイになれるメソッドを、秋田出身の脚本家、内館牧
子が紹介する。美のカリスマとして人気の美容家ＩＫＫＯと
のスペシャル対談も収録。■絶声（下村敦史、集英社）資産家の父が失踪
して7年が過ぎ、法的に死亡とみなされる「失踪宣告」まであと1時間を切
ったところで、突如「私は生きている」という本人名義のブログが更新さ
れた。もう少しで巨額の遺産が手に入るとその瞬間を待ち望み、集ってい
た3人の子供たちに突きつけられる事実や悔恨、罪が次々と明かされていく。
その骨肉の争いに果てに待つものとは。■ドリトル先生航海記（ヒュー・
ロフティング、新潮文庫）イギリス人のロフティングが第一次世界大戦に
従軍中、幼い子どもたちに書き送った物語が原型となったドリトル先生シ
リーズ。靴屋の息子トミー少年は大博物学者ロング・アローを探しに尊敬
するドリトル先生と冒険の航海に出る。少年期からドリトル先生の物語を
愛読してきた生物学者の福岡伸一氏による念願の新訳。（高田由起子）

■書籍データ／資料提供・紀伊國屋書店ＮＹ本店
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BOOKS

怪
奇
小
説
家
ラ
ヴ
ク
ラ
フ
ト
の
神
話
傑
作
選
。
モ
ン
ゴ
ル
族
の
覇
権
を

懸
け
た
闘
い
。
激
動
の
国
際
政
治
の
真
実
を
読
み
解
く
。
秋
田
美
人
と
京

美
人
を
分
析
す
る
。
巨
額
の
遺
産
相
続
を
狙
う
兄
弟
の
争
い
。

■ 即買える新刊を紹介 ■

美味しい漬け物のレシピ

▲クリックすると新刊購入サイトへ！

Tuttle Publishing・刊

舘野真知子・著

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
立
図
書

館
（
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｌ
）
本
館
の
前

に
た
た
ず
む
ラ
イ
オ
ン
像
の

「
ペ
イ
シ
ェ
ン
ス
（
忍
耐
）
」

と
「
フ
ォ
ー
テ
ィ
テ
ュ
ー
ド

（
不
屈
）
」
の
清
掃
、
修
復
、

保
存
作
業g

が
年
末
ま
で
の
９

週
間
続
け
ら
れ
て
い
る
。

同
作
業
の
費
用
25
万
ド
ル

は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
命
財

団
の
助
成
金
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
民
か
ら
の
寄
付
で
賄
わ

れ
た
。
２
頭
の
ラ
イ
オ
ン
像

は
１
９
１
１
年
、
彫
刻
家
ピ

リ
リ
ー
リ
兄
弟
が
ブ
ロ
ン
ク

ス
の
ス
タ
ジ
オ
で
製
作
。
当

初
は
「
ア
ス
タ
ー
」
と
「
ア

レ
ッ
ク
ス
」
と
名
付
け
ら
れ

た
。
作
業
中
、
２
体
は
カ
バ

ー
で
覆
わ
れ
見
る
こ
と
が
で

き
な
い
が
、
ク
リ
ス
マ
ス
ま

で
に
修
復
完
了
の
見
込
み
だ
。

公
立
図
書
館
の
守
り
獅
子

年
末
ま
で
箱
入
り
修
理
中

https://usa.kinokuniya.com/
https://usa.kinokuniya.com/


ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
レ
ッ
ド
フ

ッ
ク
エ
リ
ア
に
あ
る
Ｂ
Ｗ
Ａ
Ｃ

（
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
・
ウ
ォ
ー
タ

ー
フ
ロ
ン
ト
・
ア
ー
ト
・
コ
ア

リ
シ
ョ
ン
）
に
よ
っ
て
開
催
さ

れ
て
い
る
展
覧
会
「
カ
ラ
ー
・

ア
ー
ト
・
エ
キ
シ
ビ
ッ
シ
ョ

ン
」
で
、
近
代
美
術
館
（
Ｍ
ｏ

Ｍ
Ａ
）
Ｐ
Ｓ
１
の
ア
シ
ス
タ
ン

ト
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
、
ジ
ョ
セ
リ

ン
・
ミ
ラ
ー
に
よ
る
審
査
で
こ

の
ほ
ど
審
査
員
賞
を
受
賞
し

た
。
作
品
は
布
で
縫
い
上
げ
た

棒
状
の
紐
を
結
び
あ
げ
た
も
の

で
、
着
物
の
帯
紐
な
ど
の
「
結

び
」
に
ヒ
ン
ト
を
得
た
造
形
。

紅
白
の
紐
は
日
本
を
象
徴
し
て

お
り
、
タ
イ
ト
ル
は
「S

elf
b

in
d

ed
h

ap
p
in

ess(R
ed

and
w

hite)/

セ
ル
フ
・
バ
イ

ン
デ
ッ
ド
・
ハ
ピ
ネ
ス
」
。

作
者
の
薄
紫
さ
ん
は
「
文
化

に
縛
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
型

を
も
つ
こ
と
は
、
幸
福
な
の
か

呪
縛
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
表

現
し
た
か
っ
た
」
と
い
う
。

「
ア
メ
リ
カ
の
文
化
は
縛
ら
れ

て
い
る
こ
と
は
不
自
由
、
イ
コ

ー
ル
不
幸
だ
と
考
え
ら
れ
て
い

る
の
で
、
そ
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

を
出
し
た
か
っ
た
」
と
も
。

文
化
背
景
の
あ
る
結
び
を
使

っ
て
、
型
に
ハ
マ
る
こ
と
が
、

幸
福
な
の
か
、
不
幸
な
の
か
を
問

う
、
見
る
者
に
よ
っ
て
両
義
性

を
も
つ
奥
深
い
作
品
で
も
あ
る
。

型
や
形
式
を
重
ん
じ
る
日
本
独

特
の
伝
統
や
文
化
を
表
現
し
た

と
こ
ろ
が
評
価
さ
れ
た
。

薄
紫
さ
ん
は
、
１
９
８
８
年

東
京
都
生
ま
れ
の
コ
ン
テ
ン
ポ

ラ
リ
ー
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
（
現
代

美
術
作
家
）
。
阿
佐
ヶ
谷
美
術

学
校
の
Ｉ
Ｃ
科(

イ
メ
ー
ジ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
科)

在
学
中
に

映
像
会
社
の
映
画
試
写
制
作
に

携
わ
り
、
学
校
を
卒
業
後
デ
ザ

イ
ン
会
社
勤
務
の
ち
２
０
１
６

年
に
来
米
し
た
。
２
０
１
８
年

に
は
マ
イ
ア
ミ
の
マ
ナ
・
コ
ン

テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
で
茶
室
の
屋
外

イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
制
作

し
て
発
表
、
注
目
を
集
め
た
。

今
年
は
、
韓
国
の
Ｃ
Ｉ
Ｃ
Ａ

美
術
館
に
よ
っ
て
薄
紫
さ
ん
の

代
表
作C

row
people

の
イ
ン

ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
作
品
が
選
ば

れ
展
示
さ
れ
た
。

常
に
現
代
社
会
に
お
け
る
自

身
の
考
察
を
ア
ー
ト
と
し
て
昇

華
し
、
価
値
概
念
の
側
面
を
見

つ
め
て
制
作
し
て
い
る
。
東
京
、

イ
ギ
リ
ス
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、

マ
イ
ア
ミ
、
韓
国
で
作
品
を
発

表
し
、
今
年
は
美
術
館
で
の
展

示
も
果
た
し
て
活
動
の
幅
を
広

げ
て
い
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
来
て
３
年

半
、
世
界
各
国
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
た
ち
と
交
流
す
る
な
か
で
、

自
分
自
身
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
日

本
文
化
を
見
つ
め
直
す
機
会
と

も
な
っ
た
。
「
日
本
の
形
式
美

を
題
材
と
し
た
作
品
と
し
て
形

に
残
す
こ
と
が
で
き
た
。
将
来

的
に
は
、
常
に
自
身
の
過
去
の

発
想
に
囚
わ
れ
る
こ
と
な
く
常

に
新
た
な
コ
ン
セ
プ
ト
と
発
想

で
作
品
を
作
り
続
け
た
い
」
と

語
っ
た
。
展
覧
会
は
27
日
（
日
）

ま
で
。

（
三
浦
良
一
記
者
）

開

催

地

住

所

は4
8

1
 V

an
B

ru
n

t S
t. D

o
o
r7

, R
ed

H
ook, B

rookly
n

NY生活ウーマン
週刊NY生活は、家庭や職場、学校で美しく生きる女性たちを応援します。

日
本
の
形
式
美
で
日
本
人
の
幸
せ
観
を
問
う

お
洒
落
で
豊
か
な
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
ハ
イ
ツ
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現代アート作家

薄紫 かなさん

ブルックリンハイツはマンハッタンから地下鉄で1駅目。557メートル延びるウ
ォーターフロントの小道「プロムナード」からはマンハッタン金融街の高層ビルや
ブルックリン橋が一望できて、反対側の河口に目を移すと自由の女神が見える。東
に向かって歩くと、並木道に４～５階建てのブラウンストーンが並ぶ清潔で情緒豊
かな住宅街となる。1965年にニューヨーク市の法律で景観保護地区とされ、今日
も文化的で富裕層のコミュニティーとされる。

気候異変のせいか、10月に入ったとたん華氏93度の気温を記録、翌日にはしと
しとと降るエイプリルシャワーをのような雨の一日。どんな天候でも連なるブラウ
ンストーンに美しい花々が植えられた閑静な路地やマンハッタンにスカイラインを
広角で楽しめる。　　　　　　　　　　　（ワインスタイン今井絹江、写真も)

◇氏名：アマンダ（40）と娘の
サマンサ

◇職業：マンハッタンの自然科
学博物館勤務、バイオダイバー
シティー・スペシャリスト

◇居住地：ブルックリンハイツ
◇ 着 用 の 服 ： ジ ャ ケ ッ ト
は I.AM.GIA. 、ブーツはH&M,
靴はフライ(FRAY)

◇よく利用する店：ブルーミングデ

ールズ
◇好きなブランド：エキップモ
ン(EQUIPMENT)、セオリー、
フレーム（FRAME）

◇着こなしで気をつけているこ
と：着心地が良く、着用してし
っくりするもの

◇撮影場所：ブルックリンハイ
ツのヒックス通り当たり

ストスナ
オシャレは街角から生まれる 107

NY

O
c
to
b
e
r

http://maliliko.com
http://hmakabelcsw.wixsite.com/counseling
http://www.salon-oasis.net
https://www.doihks.jp
http://www.idocenter.com
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STUDENT  LIFE
週刊NY生活・アメリカの学校紹介と学生ライフのページ

名
古
屋
を
拠
点
に
活
動
す
る

「
べ
ん
て
ん
や
」
は
女
性
の
み

で
編
成
さ
れ
る
プ
ロ
の
ち
ん
ど

ん
屋
。
４
日
午
前
、
ラ
ガ
ー
デ

ィ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
大
学

で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
、
同
大
の
学
生
た
ち

に
日
本
の
伝
統
芸
能
と
し
て
伝

わ
る
ち
ん
ど
ん
屋
の
歴
史
な
ど

に
つ
い
て
講
議
し
た
。

今
回
は
ノ
ー
ザ
ン
ケ
ン
タ
ッ

キ
ー
州
立
大
学
か
ら
の
招
聘
を

始
め
、
現
地
の
大
学
や
日
本
人

学
校
な
ど
の
教
育
機
関
、
イ
ベ

ン
ト
や
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
出

演
が
次
々
と
決
定
、

ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
を
皮
切
り
に
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ケ
ン
タ
ッ
キ

ー
、
オ
ハ
イ
オ
、
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
、
ネ
バ
ダ
州
と
東
か
ら
西

へ
ア
メ
リ
カ
大
陸
を
横
断
し
な

が
ら
巡
業
中
だ
。

同
グ
ル
ー
プ
は
２
０
０
８
年

に
結
成
、
ア
マ
チ
ュ
ア
時
代
に

は
全
日
本
チ
ン
ド
ン
コ
ン
ク
ー

ル
で
優
勝
を
含
め
３
年
連
続
入

賞
を
果
た
し
た
。
11
年
に
プ
ロ

に
転
向
、
15
年
に
全
国
選
抜
チ

ン
ド
ン
コ
ン
ク
ー
ル
で
初
優

勝
、
名
古
屋
唯
一
の
プ
ロ
の
チ

ン
ド
ン
屋
と
し
て
世
界
的
に
も

活
躍
中
。
ち
ん
ど
ん
屋
を
通
じ

て
日
本
文
化
の
魅
力
を
海
外
に

紹
介
し
よ
う
と
、
イ
タ
リ
ア
、

イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ベ
ト

ナ
ム
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
な
ど
で
積

極
的
に
海
外
公
演
を
行
い
、
ア

ニ
メ
や
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
だ

け
で
は
な
い
日
本
文
化
へ
の
興

味
の
扉
を
開
き
、
世
界
中
に

「
ち
ん
ど
ん
」
の
音
色
を
響
か

せ
て
い
る
。

メ
ン
バ
ー
（
担
当
楽
器
）
は
、

う
っ
し
ー
（
ち
ん
ど
ん
太
鼓)

、

駒
子
（
ゴ
ロ
ス)

、
ス
ー
ジ
ー

（
サ
ッ
ク
ス)

、
マ
ー
サ
（
ア
コ

ー
デ
ィ
オ
ン
・
篠
笛)

、
す
ず

こ
（
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト) 

の
５
人
。

衣
裳
や
楽
器
を
身
に
付
け

て
体
験
し
た
学
生
た
ち
と

記
念
撮
影
す
る
べ
ん
て
ん

や
の
み
な
さ
ん
（
前
列
）

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

（
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
州
イ
ン
グ

ル
ウ
ッ
ド
・
ク
リ
フ
ス
、
岡
本

徹
学
園
長
）
の
全
日
制
小
学
部

４
年
生
16
人
が
９
月
25
日
、
ニ

ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
ウ
エ
ス
ト

オ
レ
ン
ジ
に
あ
る
ト
ー
マ
ス
・

エ
ジ
ソ
ン
博
物
館
を
訪
れ
た
。
　
　

今
回
の
訪
問
の
目
的
は
、
エ

ジ
ソ
ン
の
発
明
や
功
績
に
つ
い

て
学
び
、
人
類
の
発
展
に
つ
く

し
た
先
人
へ
思
い
を
は
せ
る
こ

と
で
あ
る
。

博
物
館
に
は
、
エ
ジ
ソ
ン
が

実
際
に
使
っ
て
い
た
図
書
室
、

音
楽
室
、
製
図
室
、
化
学
実

験
室
な
ど
が
保
存
さ
れ
て
お

り
、
今
か
ら
１
０
０
年
以
上

前
の
研
究
所
に
タ
イ
ム
ス
リ

ッ
プ
し
た
よ
う
な
雰
囲
気
に

浸
っ
た
。

館
内
に
は
白
熱
電
球
や
蓄

音
機
、
電
信
機
、
映
写
機
な

ど
、
エ
ジ
ソ
ン
に
よ
る
数
多

く
の
発
明
品
が
展
示
さ
れ
て

お
り
、
現
代
で
も
使
わ
れ
て

い
る
も
の
、
今
は
目
に
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
貴
重
な
も

の
を
じ
っ
く
り
観
察
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

子
供
た
ち
は
パ
ー
ク
レ
ン

ジ
ャ
ー
の
説
明
に
真
剣
な
表

情
で
耳
を
傾
け
て
学
び
を
深

め
た
後
、
発
明
品
ひ
と
つ
ひ

と
つ
を
食
い
入
る
よ
う
に
見

つ
め
、
「
蓄
音
機
に
は
い
ろ
い

ろ
な
形
の
も
の
が
あ
る
よ
」

「
化
学
実
験
室
に
は
、
電
池
が

あ
っ
た
よ
」
な
ど
、
エ
ジ
ソ

ン
の
功
績
の
偉
大
さ
に
興
味

津
々
で
あ
る
と
と
も
に
、
感

銘
を
受
け
て
い
る
様
子
だ
っ

た
。

代
々
木
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
国
際

教
育
セ
ン
タ
ー
（
本
部：

東

京
都
）
は
、
海
外
で
学
ぶ
高

校
生
と
そ
の
保
護
者
を
対
象

に
、
有
名
大
学
合
格
の
た
め

の
受
験
対
策
と
徹
底
指
導
に

つ
い
て
の
「
帰
国
生
の
た
め

の
大
学
受
験
セ
ミ
ナ
ー
」
を
、

11
月
10
日
（
日
）
午
前
10
時

か
ら
リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本

人
学
校
（
東
43
丁
目
２
２
５

番
地
、
電
話
２
１
２
・
６
８

１
・
７
９
２
９
）
で
開
催
す

る
。出

願
に
必
要
な
統
一
試
験

の
ス
コ
ア
、
入
試
デ
ー
タ
、

小
論
文
・
面
接
試
験
の
内
容

な
ど
帰
国
生
大
学
入
試
に
関

す
る
最
新
情
報
と
合
格
の
ポ

イ
ン
ト
を
説
明
す
る
ほ
か
、

国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
の
専
門

ス
タ
ッ
フ
と
帰
国
生
入
試
を

経
験
し
た
先
輩
チ
ュ
ー
タ
ー

が
質
問
に
答
え
る
。

参
加
無
料
。
参
加
者
に
は

代
ゼ
ミ
の
膨
大
な
情
報
か
ら

抽
出
し
た
入
試
資
料
が
渡
さ

れ
る
。

申
し
込
み
は
、
代
々
木
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
国
際
教
育
セ
ン
タ

ー

の

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

w
w

w
.y

ozem
ikikoku.co

m

の
「
イ
ベ
ン
ト
情
報
（
海
外
）
」

か
ら
。
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
で

き
な
い
人
へ
の
資
料
の
み
の

送
付
も
可
能
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
以
外
の
地

域

の

開

催

は

、

11

月

８

日

（
金
）
コ
ロ
ン
バ
ス
、
11
日

（
月
）
ボ
ス
ト
ン
、
13
日
（
水
）

シ
カ
ゴ
、
15
日
（
金
）
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
17
日
（
日
）

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
。
詳
細
は
右

記
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
参
照
。

ラ
ガ
ー
デ
ィ
ア
大
学
の
学
生

ち
ん
ど
ん
屋
の
歴
史
学
ぶ

エ
ジ
ソ
ン
博
物
館
見
学

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
の
小
学
４
年
生

代
々
木
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
国
際
教
育
セ
ン
タ
ー

大
学
受
験
セ
ミ
ナ
ー
開
催

全米各都市で
NYは11月10日

リセ・ケネディで

館
内
を
見
学
す
る
児
童
た
ち

https://www.kikokushijoacademy.com/
https://www.lyceumkennedy.org/
http://www.gwjs.org
http://www.jwsny.org
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校

ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
校
（
生

徒
数
４
９
７
人
、
片
山
隆
校
長
）

で
９
月
28
日
に
運
動
会
が
開
催

さ
れ
た
。
「
秋
晴
れ
」
と
言
う

言
葉
が
ぴ
っ
た
り
合
う
青
い
空

の
下
、
心
地
よ
い
日
差
し
と
紅

葉
が
始
ま
り
か
け
た
木
々
に
囲

ま
れ
、
ま
さ
に
運
動
会
日
和
の

天
候
の
中
、
生
徒
た
ち
が
一
年

で
最
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
学

校
行
事
で
あ
る
運
動
会
を
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

生
徒
た
ち
は
午
前
中
に
短
縮

授
業
を
受
け
た
後
、
家
族
や
友

人
た
ち
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
お
弁

当
の
時
間
を
楽
し
み
、
運
動
会

に
挑
ん
だ
。
開
会
式
で
は
６
年

生
の
赤
組
白
組
代
表
が
元
気
に

選
手
宣
誓
。
そ
の
後
、
参
加
者

全
員
で
の
ラ
ジ
オ
体
操
に
続

き
、
恒
例
の
徒
競
走
や
玉
入
れ
、

低
学
年
の
親
子
競
技
な
ど
多
く

の
種
目
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

当
校
で
は
今
年
か
ら
幼
児
部
年

中
ク
ラ
ス
が
増
設
さ
れ
、
昨
年

ま
で
年
長
ク
ラ
ス
だ
け
で
行
っ

て
い
た
「
ソ
ー
ラ
ン
節
」
を
年

中
・
年
長
の
合
同
で
行
っ
た
。

法
被
（
は
っ
ぴ
）
を
着
た
生
徒

た
ち
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
い
っ
ぱ
い

に
広
が
り
踊
る
姿
に
、
保
護
者

ら
は
目
を
細
め
て
い
た
。

運
動
会
の
目
玉
の
一
つ
で
あ

る
全
校
生
徒
参
加
の
応
援
合
戦

は
、
赤
組
白
組
各
々
に
応
援
団

長
ら
よ
る
コ
ー
ル
に
、
大
き
な

声
で
応
え
拳
を
あ
げ
、
元
気
い

っ
ぱ
い
の
応
援
合
戦
と
な
っ

た
。
そ
の
後
お
互
い
に
エ
ー
ル

を
送
り
合
っ
た
後
は
、
６
年
生

を
中
心
と
し
全
校
生
徒
で
「
パ

プ
リ
カ
」
の
曲
に
合
わ
せ
ダ
ン

ス
を
披
露
し
た
。
少
な
い
練
習

時
間
に
も
関
わ
ら
ず
、
見
応
え

の
あ
る
応
援
合
戦
だ
っ
た
。
後

半
に
は
、
高
学
年
に
よ
る
綱
引

き
の
後
に
、
今
年
か
ら
中
高
等

部
に
よ
る
綱
引
き
が
種
目
に
加

わ
り
、
そ
の
後
は
保
護
者
に
よ

る
綱
引
き
と
、
３
部
構
成
の
綱

引
き
に
は
一
戦
ご
と
に
勝
敗
に

ハ
ラ
ハ
ラ
す
る
展
開
と
な
っ

た
。
最
終
種
目
は
各
ク
ラ
ス
・

学
年
か
ら
の
代
表
者
に
よ
る
紅

白
対
抗
リ
レ
ー
が
行
わ
れ
、
生

徒
・
保
護
者
と
も
に
大
声
援
の

中
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

中
間
報
告
か
ら
か
な
り
の
接

戦
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
も
勝

敗
の
予
想
が
つ
か
な
い
互
角
の

勝
負
の
後
、
最
終
得
点
発
表
を

迎
え
、
白
組
が
優
勝
し
た
。

今
年
は
幼
児
部
年
中
が
加
わ

り
、
中
高
等
部
参
加
と
い
う
今

ま
で
最
大
の
規
模
で
行
わ
れ
た

運
動
会
で
、
年
中
の
一
生
懸
命

で
か
わ
い
い
姿
や
、
中
高
等
部

の
力
強
い
姿
を
見
る
こ
と
も
で

き
た
。

令
和
元
年
の
運
動
会
は
、
片

山
校
長
か
ら
の
言
葉
に
も
あ
っ

た
「
あ
き
ら
め
な
い
で
頑
張
る
」

と
い
う
こ
と
を
全
生
徒
が
や
り

遂
げ
た
実
り
の
あ
る
運
動
会
と

な
っ
た
。

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

(

生
徒
数
３
３
３
人
、
三
井
知

之
校
長)

は
９
月
29
日
、
運
動

会
を
開
催
し
た
。
さ
わ
や
か
な

秋
空
と
な
っ
た
当
日
、
朝
早
く

か
ら
担
当
の
係
の
保
護
者
た
ち

が
運
動
会
用
品
を
会
場
へ
運
び

込
み
準
備
を
整
え
た
。
ま
た
、
保
護
者
だ
け
で
な
く
高
校
生
に

よ
る
司
会
や
係
の
手
伝
い
な
ど

も
行
わ
れ
、
み
ん
な
が
ス
ム
ー

ズ
に
楽
し
め
る
よ
う
手
助
け
す

る
経
験
に
も
な
っ
て
い
た
。

小
学
１
年
生
に
よ
る
選
手
宣

誓
の
あ
と
、
幼
稚
部
か
ら
小
中

高
等
部
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｌ
ま
で
の
全

校
生
徒
が
、
玉
入
れ
、
短
距
離

走
、
棒
引
き
な
ど
の
日
本
の
運

動
会
の
競
技
に
取
り
組
ん
だ
。

昨
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
た
日
よ

け
テ
ン
ト
の
下
、
子
供
た
ち
は

紅
組
、
白
組
を
そ
れ
ぞ
れ
に
応

援
し
、
昼
食
休
憩
で
は
応
援
に

か
け
つ
け
た
家
族
と
共
に
和
や

か
に
お
弁
当
を
囲
ん
だ
。
後
半

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
紅
白
対
抗

リ
レ
ー
が
行
わ
れ
、
全
力
で
走

り
バ
ト
ン
を
つ
な
ぐ
学
年
代
表

の
幼
児
、
児
童
、
生
徒
た
ち
に

大
き
な
歓
声
が
飛
び
交
っ
て
い

た
。
最
後
は
教
職
員
や
保
護
者

有
志
に
よ
る
紅
白
綱
引
き
で
盛

り
上
が
り
、
日
本
さ
な
が
ら
の

本
格
的
な
運
動
会
は
僅
差
で
白

組
が
優
勝
し
幕
を
閉
じ
た
。
子

供
た
ち
は
興
奮
と
心
地
よ
い
疲

労
感
を
見
せ
な
が
ら
帰
路
に
つ

い
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

の
系
列
校
、
り
ん
ご
ラ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
ニ
ュ
ー
ジ

ャ
ー
ジ
ー
州
フ
ォ
ー
ト
リ
ー
）

保
育
部
門
「
き
り
ん
の
へ
や

こ
ど
も
園
」
に
お
い
て
、
「
伝

承
遊
び
」
の
体
験
ク
ラ
ス
が

行
わ
れ
た
。

「
お
ー
ち
た
お
ち
た
」
「
な
ー

に
が
お
ち
た
」
「
り
ん
ご
！
」

と
、
馴
染
み
の
あ
る
手
遊
び

う
た
で
始
ま
り
「
次
は
、
な

に
が
お
ち
る
？
」
と
み
ん
な

で
考
え
な
が
ら
歌
っ
た
。
次

に
見
慣
れ
な
い
お
も
ち
ゃ
が

出
て
き
て
、
子
供
た
ち
は
興

味
津
々
。
前
に
並
べ
ら
れ
た

の
は
、
だ
る
ま
お
と
し
、
ぽ

っ
く
り
、
こ
ま
、
羽
子
板
と

は
ね
。
遊
び
方
を
教
わ
る
と
、

「
や
っ
て
み
る
！
」
と
一
つ
ず

つ
挑
戦
し
た
。
最
後
は
自
分

だ
け
の
竹
と
ん
ぼ
を
作
り
に

取
り
組
ん
だ
。

き
り
ん
の
へ
や

こ
ど
も
園
で

伝
承
遊
び

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学

校
（
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
州
グ

リ
ニ
ッ
チ
、
小
島
昇
校
長
）

は
９
月
23
日
、
初
等
部
１
年

生
の
生
活
科
移
動
教
室
を
行

っ
た
。
「
い
き
も
の
と
な
か
よ

し
」
を
テ
ー
マ
に
15
人
の
児

童
が
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
ア
ン
ド
ネ
イ
チ
ャ

ー
セ
ン
タ
ー
で
校
外
学
習
に

取
り
組
ん
だ
。
今
回
の
学
習

の
目
的
は
「
生
き
物
を
見
て

触
っ
て
感
じ
て
、
た
く
さ
ん

の
発
見
を
し
て
く
る
」
こ
と
。

子
供
た
ち
は
事
前
に
目
、
耳
、

口
、
鼻
、
し
っ
ぽ
、
足
な
ど

の
な
か
か
ら
特
に
観
察
し
た

い
部
分
を
決
め
、
ポ
イ
ン
ト

を
絞
っ
て
動
物
を
詳
し
く
調

べ
る
こ
と
に
し
た
。
図
鑑
を

見
て
ス
ケ
ッ
チ
の
練
習
を
す

る
な
ど
の
準
備
を
し
て
当
日

を
迎
え
た
。

現
地
に
着
く
と
子
供
た
ち

は
目
の
前
の
動
物
の
体
の
特

徴
に
注
目
し
、
観
察
を
始
め

た
。
な
か
に
は
動
き
や
鳴
き

声
な
ど
、
図
鑑
に
は
載
っ
て

い
な
か
っ
た
部
分
に
も
興
味

を
も
ち
熱
心
に
観
察
を
行
う

子
も
い
た
。

元
気
に
秋
の
運
動
会

プリンストン日本語学校

保護者たちが協力して準備

パン食い競走日本さながら

Ｎ
Ｙ
補
習
授
業
校
Ｗ
校

幼
児
部
か
ら
中
高
等
部
ま
で

同
校
過
去
最
大
規
模
で
開
催

NY日本人学校の１年生

生き物と仲良し体験
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版
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世界からＮＹの今が読める！便利な

「週刊ＮＹ生活デジタル版」
掲載されたお子さまの作品を、

日本のご家族に読んでいただくのに最適です。

プリントも可能です！！

www.nyseikatsu.c om

http://shidogakuin.com
http://www.betteratmath.com
http://villagewellusa.com
https://satoricollegeplanning.com/
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https://japaneseschool.org
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●

幼
児
の
部

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

●

小
学
三
年
・
四
年
の
部

●

小
学
五
年
・
六
年
の
部

●

中
学
の
部

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
校
・
書
写
ク
ラ
ブ

●

小
学
一
年
・
二
年
の
部

ノ
ー
ス
ペ
ン
日
本
語
学
園

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

硬
筆
書
写
コ
ン
ク
ー
ル
第
35
回
秋
期
課
題
、
第
２
回
目
の
選
考
作

品
19
点
を
発
表
し
ま
す
。

紙
面
に
掲
載
さ
れ
た
選
考
作
品
の
な
か
か
ら
、
年
度
末
に
年
間
最

優
秀
大
賞
と
優
秀
賞
を
選
出
し
、
米
国
ゼ
ブ
ラ
社
よ
り
豪
華
筆
記
用

具
セ
ッ
ト
の
賞
品
と
賞
状
が
授
与
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
年
間
を
通
し

て
作
品
の
応
募
数
が
一
番
多
か
っ
た
団
体
に
は
、
特
別
団
体
賞
と
し

て
応
募
人
数
分
の
ゼ
ブ
ラ
ペ
ン
を
進
呈
し
ま
す
。

第
36
回
冬
期
以
降
、
次
年
度
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
は
、
詳
細
が
決
ま
り
次
第
紙
面

に
て
発
表
し
ま
す
。

協賛：米国ゼブラ社

日
本
ク
ラ
ブ
・
大
人
の
書
道
（
小
山
書
道
教
室
）

●

高
校
・
一
般
の
部

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校

シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
日
本
語
補
習
校

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

第
35
回
秋
期
課
題
選
考
作
品
発
表（
２
）

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
人
学
校

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

オ
レ
ゴ
ン
州
ユ
ー
ジ
ン
・
友
人
学
園

小
山
書
道
教
室

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
ひ
ま
わ
り
習
字
教
室

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
校

サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
日
本
語
補
習
校

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
・
学
習
塾
ピ
ー
ク

https://www.zebrapen.com/
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私
は
六
月
二
十
九
日
か
ら
七

月
四
日
ま
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

行
き
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
は
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
に
あ
る
の
で
、

ひ
さ
し
ぶ
り
に
電
車
に
乗
っ
て

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
行
き
ま
し
た
。
　

最
初
の
日
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

が
六
月
三
十
日
に
や
る
、
プ
ラ

イ
ド
パ
レ
ー
ド
と
い
う
パ
レ
ー

ド
が
あ
り
ま
し
た
。
道
は
こ
ん

で
い
て
、
警
察
官
も
た
く
さ
ん

い
ま
し
た
。
そ
の
道
を
通
っ
て
、

昔
一
番
高
か
っ
た
エ
ン
パ
イ
ヤ

ー
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
に
行
き
ま
し

た
。
四
百
日
以
上
か
か
っ
て
作

っ
た
と
知
っ
て
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。

次
の
日
は
自
由
の
女
神
を
船

に
乗
っ
て
近
く
見
に
行
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
自
由
の
女
神
に

は
登
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
す
こ

し
船
に
乗
っ
た
時
、
よ
い
ま
し

た
。三

日
目
は
博
物
館
と
美
術
館

に
行
き
ま
し
た
。
博
物
館
で
は

ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
い
う

映
画
を
さ
つ
え
い
し
た
所
で
す
。

さ
わ
れ
る
物
も
あ
っ
て
、
楽
し

か
っ
た
で
す
。
最
後
の
日
は
イ

ン
ト
ラ
ピ
ッ
ト
に
行
き
ま
し
た
。

昔
、
本
当
に
使
わ
れ
た
船
に
乗

り
ま
し
た
。
す
ご
く
大
き
か
っ

た
で
す
。
そ
こ
で
神
風
に
つ
い

て
の
ラ
イ
ト
シ
ョ
ー
を
見
ま
し

た
。
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

車
で
の
移
動
は
大
変
だ
っ
た

け
れ
ど
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
楽

し
か
っ
た
で
す
。
も
し
ま
た
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
行
っ
た
ら
、
も

っ
と
ゆ
っ
く
り
い
ろ
ん
な
場
所

を
見
た
い
で
す
。

（
滞
米
２
年
）
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「
チ
ッ
！
チ
ッ
！
」

陽
を
浴
び
て
竹
取
物
語
の
逢

菜
の
玉
の
枝
の
よ
う
に
キ
ラ
キ

ラ
と
光
っ
て
い
る
蜂
鳥
は
シ
マ

リ
ス
の
警
戒
音
の
よ
う
な
声
を

放
ち
、
上
へ
、
上
へ
と
天
井
に

向
か
っ
て
必
死
に
飛
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
蜂
鳥
は
翡
翠
の
よ
う

な
神
々
し
い
緑
色
の
体
に
白
瑠

璃
の
よ
う
な
純
白
な
喉
と
腹
を

し
て
お
り
、
レ
ー
ス
カ
ー
の
よ

う
に
ス
リ
ム
で
無
駄
の
な
い
体

格
を
し
て
い
ま
す
。
ド
ア
を
開

け
て
い
た
時
、
家
の
中
へ
入
っ

て
き
て
し
ま
っ
た
ら
し
く
、
真

上
に
飛
び
続
け
て
い
ま
す
。

「
お
願
い
だ
か
ら
、
早
く
降

り
て
き
て
！
」
私
は
必
死
に
願

い
ま
し
た
。
蜂
鳥
は
蜜
を
飲
み

続
け
て
い
な
い
と
、
体
力
が
消

耗
し
て
一
時
間
以
内
に
衰
弱
死

し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
天
井
に
向
か
っ

て
飛
ん
で
い
る
の
で
す
。

私
の
「
び
っ
く
り
」
は
、
こ

の
蜂
鳥
が
ず
っ
と
真
上
に
飛
ぼ

う
と
し
て
い
た
こ
と
で
す
。
家

の
近
く
で
蜂
鳥
が
飛
び
回
る
光

景
は
よ
く
見
ま
す
。
け
れ
ど
も
、

い
つ
も
真
上
に
で
は
な
く
横
向

き
に
飛
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
れ

に
、
普
通
の
鳥
は
横
向
き
に
飛

び
、
真
上
に
飛
ぶ
鳥
な
ど
見
た

こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
す
。

飛
び
す
ぎ
て
体
力
の
限
界
を

感
じ
た
の
か
、
蜂
鳥
は
壁
の
高

い
位
置
に
設
置
さ
れ
て
い
る
火

災
報
知
器
の
上
で
ぐ
っ
た
り
し

て
い
ま
し
た
。
私
は
藁
に
も
す

が
る
思
い
で
、
蜂
鳥
が
好
き
な

花
と
長
い
竹
を
庭
か
ら
取
っ
て

き
て
、
花
を
竹
の
棒
の
先
に
く

く
り
つ
け
、
火
災
報
知
器
の
近

く
ま
で
持
ち
上
げ
て
揺
ら
し
て

み
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、
全
く

反
応
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
蜂
鳥
の
フ
ィ
ー
ダ
ー

を
脚
立
の
上
に
置
き
、
隠
れ
て

お
び
き
寄
せ
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
。
降
り
て
こ
な
か
っ
た
ら

ど
う
し
よ
う
か
、
衰
弱
死
し
な

い
か
、
心
臓
が
痛
い
ほ
ど
心
配

し
ま
し
た
。
す
る
と
、
蜂
鳥
は

や
っ
と
降
り
て
き
ま
し
た
。
す

か
さ
ず
網
で
捕
ま
え
、
素
早
く

外
へ
逃
が
し
ま
し
た
。
大
変
だ

っ
た
け
れ
ど
、
逃
が
す
こ
と
に

成
功
し
て
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
蜂
鳥
が
真

上
に
し
か
飛
ば
な
か
っ
た
の
は

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
ド
ア
は

開
け
て
あ
っ
て
、
低
い
と
こ
ろ

に
蜂
鳥
の
餌
の
砂
糖
水
も
あ
る

の
に
、
な
ぜ
上
に
行
く
の
か
、

体
力
も
限
界
な
は
ず
な
の
に
な

ぜ
降
り
て
こ
よ
う
と
し
な
い
の

か
、
と
い
う
疑
問
が
頭
か
ら
離

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
考
え
れ
ば

考
え
る
ほ
ど
わ
か
ら
な
く
な
っ

た
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

検
索
す
る
と
、
鳥
類
の
中
で
真

上
に
飛
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
は

蜂
鳥
だ
け
で
、
天
敵
は
猫
だ
と

い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
私
は
蜂
鳥
が
真
上
に

飛
ん
だ
の
は
、
私
を
天
敵
だ
と

間
違
え
、
襲
わ
れ
な
い
よ
う
に

し
て
い
た
か
ら
だ
と
考
え
ま
し

た
。蜂

鳥
が
家
に
入
っ
て
き
た
時

は
、
死
ん
で
し
ま
う
の
で
は
、

と
肝
を
冷
や
し
ま
し
た
。
だ
か

ら
、
私
は
も
う
蜂
鳥
が
う
ち
に

入
っ
て
こ
な
い
よ
う
に
対
策
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、

常
に
ド
ア
を
閉
め
て
い
た
り
、

ド
ア
を
開
け
て
い
て
も
赤
い
も

の
や
花
は
外
か
ら
見
え
る
場
所

に
置
か
な
い
こ
と
が
大
切
で

す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
手
間
が

か
か
ら
ず
、
簡
単
に
で
き
る
の

で
、
気
を
配
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。（

滞
米
12
年
５
か
月
）

「夏休みの旅行」
中部テネシー日本語補習校小５

樋口　心菜

わ
た
し
に
は
一
人
お
じ
い
ち

ゃ
ん
、
二
人
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

い
ま
す
。

わ
た
し
の
お
父
さ
ん
の
実
家

で
は
、
犬
を
か
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
犬
は
ト
イ
プ
ー
ド
ル
で
名

前
は
マ
ロ
ン
と
言
い
ま
す
。
お

じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

は
マ
ロ
ン
の
事
を
こ
て
も
大
切

に
し
て
い
ま
す
。
わ
た
し
は
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
に

マ
ロ
ン
の
お
さ
ん
歩
に
行
く
の

が
す
き
で
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん

は
マ
ジ
ッ
ク
が
と
て
も
上
手
で

す
。
わ
た
し
が
遊
び
に
行
く
と

い
つ
も
マ
ジ
ッ
ク
を
教
え
て
く

れ
ま
す
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
と
て
も

き
れ
い
で
手
先
が
器
用
で
、
い

っ
し
ょ
に
折
り
紙
を
作
っ
て
く

れ
ま
す
。
た
ま
に
、
ネ
イ
ル
や
、

お
け
し
ょ
う
、
か
み
の
毛
を
上

手
に
し
ば
っ
て
く
れ
る
の
が
う

れ
し
い
で
す
。
お
父
さ
ん
は
、

「
栞
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
よ
く

に
て
い
る
ね
」
と
言
い
ま
す
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
き
れ
い
だ
か

ら
う
れ
し
い
で
す
。

お
母
さ
ん
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん

は
も
う
死
ん
で
し
ま
っ
て
い

て
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
だ
け
で
す
。

わ
た
し
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に

会
っ
て
み
た
か
っ
た
で
す
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
事
を
「
ば

あ
ば
」
と
よ
ん
で
い
ま
す
。
七

十
五
才
で
今
も
元
気
に
働
い
て

い
ま
す
。
わ
た
し
が
日
本
に
い

た
時
は
、
ば
あ
ば
と
い
っ
し
ょ

に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
毎
週
日

曜
日
の
朝
ご
は
ん
は
、
ば
あ
ば

が
モ
ー
ニ
ン
グ
プ
レ
ー
ト
を
作

っ
て
く
れ
ま
す
。
チ
ョ
コ
ク
ロ

ワ
ッ
サ
ン
、
ゆ
で
た
ま
ご
、
ウ

ィ
ン
ナ
ー
、
サ
ラ
ダ
、
フ
ル
ー

ツ
を
か
わ
い
い
お
皿
に
も
り
つ

け
て
く
れ
ま
す
。
わ
た
し
は
ば

あ
ば
が
作
っ
て
く
れ
る
モ
ー
ニ

ン
グ
プ
レ
ー
ト
を
食
べ
る
の
が

毎
週
楽
し
み
で
し
た
。
今
は
、

は
な
れ
て
住
ん
で
い
る
の
で
と

て
も
さ
み
し
い
で
す
。
日
本
に

帰
っ
た
ら
ば
あ
ば
よ
い
っ
し
ょ

に
住
む
の
が
楽
し
み
で
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
、
ば
あ
ば
、
み
ん
な
や
さ

し
く
て
大
す
き
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
す
っ
と
長
生
き
し
て
ほ
し

い
で
す
。

（
滞
米
１
年
11
か
月
）

「
迷
い
蜂
鳥
の
謎
」

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
６

河
辺
　
恵
実

待
ち
に
待
っ
た
移
動
遊
園
地

が
今
年
も
や
っ
て
き
た
。
車
を

お
り
て
、
チ
ケ
ッ
ト
を
買
う
列

に
な
ら
ん
だ
。
す
ぐ
そ
こ
に
、

お
お
き
な
観
ら
ん
車
や
カ
ラ
フ

ル
な
絶
き
ょ
う
マ
シ
ー
ン
が
見

え
る
。
お
と
と
し
も
去
年
も
見

た
光
景
だ
け
れ
ど
、
わ
く
わ
く

が
止
ま
ら
な
か
っ
た
。

最
初
に
友
達
と
ス
ノ
ー
コ
ー

ン
と
い
う
乗
り
物
に
乗
っ
た
。

こ
れ
は
、
回
転
し
な
が
ら
レ
ー

ル
の
上
を
動
く
、
日
本
の
コ
ー

ヒ
ー
カ
ッ
プ
に
似
た
乗
り
物

だ
。
去
年
も
乗
っ
て
、
く
ら
く

ら
目
が
回
り
そ
う
に
な
っ
た
け

れ
ど
、
と
て
も
お
も
し
ろ
か
っ

た
の
で
、
今
年
も
一
番
に
乗
り

た
い
と
思
っ
て
い
た
。

ス
ノ
ー
コ
ー
ン
が
動
き
出
し

た
。
し
っ
か
り
安
全
バ
ー
に
し

が
み
つ
い
た
。
回
転
が
速
く

な
る
と
ぼ
く
の
体
も
ふ
っ
飛
ん

で
行
っ
て
し
ま
い
そ
う
に
な
っ

た
。
目
の
前
の
景
色
は
、
テ
レ

ビ
が
壊
れ
た
時
の
よ
う
な
ザ
ー

ッ
と
い
う
感
じ
に
見
え
た
。
こ

の
速
さ
が
と
て
も
楽
し
い
。
と

な
り
に
す
わ
っ
て
い
る
友
達

が
、
ぼ
く
に
何
か
を
言
っ
て
い

る
よ
う
に
見
え
た
け
れ
ど
、
何

を
言
っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な

か
っ
た
。

だ
ん
だ
ん
頭
が
ク
ラ
ク
ラ
し

始
め
た
。
お
な
か
の
中
も
ぐ
る

ぐ
る
回
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

た
。
「
ま
ず
い
、
気
持
ち
悪
く

な
り
そ
う
」
と
思
っ
た
と
き
、

よ
う
や
く
回
転
が
ゆ
っ
く
り
に

な
っ
て
き
た
。
ぼ
く
は
「
助
か

っ
た
」
と
、
ほ
っ
と
し
た
。

お
り
た
時
、
足
が
フ
ラ
フ
ラ

し
た
け
れ
ど
、
す
ぐ
に
ま
た
乗

り
た
く
な
っ
た
。
友
だ
ち
と
ぼ

く
は
急
い
で
入
り
口
ま
で
走
っ

て
行
っ
た
。（

滞
米
３
年
８
か
月
）

□
　
　
□
　
　
□

「
ぐ
る
ぐ
る
ス
ノ
ー
コ
ー
ン
」

デ
ト
ロ
イ
ト
り
ん
ご
会
補
習
授
業
校
小
５

小
岩
　
司

「
わ
た
し
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」

中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校
小
４

小
山
　
栞

「言葉の泉」9月28日号掲載のニューヨーク育英学園

サタデースクールＮＪ校のコンシダイン敬さんは正し

くは中学2年生、10月5日号掲載の中部テネシー日本

語補習校野坂芽生さんは正しくは小学４年生です。

ここに訂正すると同時にお詫び申し上げます。

（学年は応募時）

■児童生徒作文のページ■

◆記載学年の訂正とお詫び◆

http://www.fly-ana.com/


COOL JAPAN from New Yorkers’ Viewpoints

2019年（令和元年）10月12日（土）   　                    週刊NY生活　SHUKANNEWYORKSEIKATSU [English Edition］ (20)   

THE JAPAN VOICE is the English Edition of SHUKAN NY SEIKATSU
NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC., 71 W 47 St, Suite 307  New York, NY 10036 USA

Editor in Chief: Ryoichi Miura, Associate Editor: Ashley Matarama, Kaoru Komi
Advertise Here! Contact  212-213-6069 info@nyseikatsu.com

THE JAPAN VOICE
THE NEW YORKERS

VOICES From

I don’ t
r e m e m b e r
when exactly I
first encoun-
tered the yel-
low, bumpy
citrus fruit
called yuzu,
but it was
most likely after a trip to Mitsuwa in
Edgewater, New Jersey. It is one of my
favorite fruits and fruity flavors to
date. So much, in fact, I had written
down Kochi prefecture as one of my
preferred placements to teach English
partly because of its notoriety for yuzu
(and seeing most yuzu product packag-
ing mention Kochi).

When I go out with friends, you’d
better believe I’ll order yuzu if I see it
on a menu: from yuzu tea and cocktails
to yuzu and pepper seasoned fries and
chips, yuzu pastries and yuzu sorbet;
the list goes on. I’ve yet to try yuzu
ramen and the newly released yuzu
sake Kit Kat (I also haven’t gone to
Kochi or taken a yuzu bath yet), but
I would in a heartbeat because savory
or sweet, yuzu is fantastic. Fun fact, I
was gifted a yuzu cocoa shower gel
from Lush, which shortly after discon-
tinued.

When I go to Japanese supermar-
kets like the aforementioned Mitsuwa
or Sunrise Mart in the city, I’ll pick up
yuzu cider, a yuzu lemon drink, and
yuzu ramune. I used to be able to pick
up yuzu ramune fairly easily, but a few
months ago they were running out of
stock. Were they getting popular? I’d
try again two or three more times and
still, nothing. Shortly after this dry
spell, I managed to procure what
would end up being my last couple of
yuzu ramune for a while at the Korean
supermarket H Mart. I even realized
that they too have yuzu in their cuisine
(called yuja), so I got myself yuja mar-
malade and ordered a cup of yuja tea at
a Korean cafe once I memorized its
spelling in the Hangul alphabet and
saw it on the menu.

Bear in mind that this yuzu
ramune was apparently manufactured
in California, and I had never seen
yuzu ramune in Japan (maybe they sell 

Satoshi Miyagi, a representative of the
Japanese theatrical world, started his play
Antigone on September 25 at Park Avenue
Armory in Manhattan. As the king in the
play says, should we expose the bodies of
the dead to the elements bury them
respectfully? Adding the Japanese mindset
of life and death to the famous Greek
tragedy, Miyagi’s rendition is getting rave
reviews from the crowd that filled up
almost 1,000 seats. What’s surprising is
that the pool-like stage filled with 18,000
gallons of water. Many Japanese perfor-
mance techniques were presented in this
play. The actors walked quietly around the
watery stage and the zenza (curtain raiser)
coyly explained the story of the play.
Subtitles were shown while others spoke
and acted. Other techniques incorporated
from Japanese traditions fascinated New
Yorkes including Noh, Japanese literature
and a Japanese monk.

After another play on September 28,
crowds praised the work and said, “The
contrast between the percussion instru-
ments and the slow motion was brilliant,”
and, “Beautiful, just beautiful.” The crowd
lined up in front of Miyagi who was seeing
guests off to tell them what they thought of
the play. Miyagi said, “I heard that today
all the tickets were sold out. I am very
happy to hear that. New Yorkers have such
diverse backgrounds and it means that my

play has a universality hidden inside. I
think it was a great experience for me.”
The play was performed until Sunday,
October 6 for a total of 11 acts. It was co-
sponsored by the Shizuoka Performing
Arts Center and the Japan Foundation.
(Kaoru Komi/Translated by Kanta
Hakamada)

Jiro Katahira and Mohei Honda serve
Japanese tea from Shizuoka prefec-
ture to New Yorkers at Park Avenue
Armory Theatre on September 26.
Noriyuki Suzuki gave a speech intro-
ducing Shizuoka prefecture.

The Antigone of Satoshi Miyagi Leaves New Yorkers Fascinated

SHIZUOKA PRESENTS

“The size and overall atmosphere were amazing!” 
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Photos: Ryoichi Miura

some in Kochi?). After they sold out
everywhere I looked, even on
Amazon, I dreaded my days of drink-
ing yuzu ramune being over. That is,

until I took a friend to Japan Village in
Brooklyn and found a fully stocked
batch of Kimura branded yuzu ramune!
I didn’t mind that the brand and pack-

aging in stock had changed from Hata
with a cute drawing of a smiling car-
toon yuzu to Kimura with white stars
flying about and an illustrated yuzu. I

carried as much as I could and checked out
of Sunrise Mart with a smile beaming on
my face.

As you can see, my obsession with
yuzu knows no end. Have you tried this
lovely citrus fruit? If not, next time you
see it on the menu or in a supermarket,
give it a try!

My Obsession with Yuzu
by Ashley Matarama

You can read the whole layout of the newspaper

on the website!

www.nyseikatsu.com

And the back numbers, too!!

New York Seikatsu Press, Inc.

https://artofhaiku.org/
http://www.anything.ne.jp/newyork/
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Ｄ
Ｃ
コ
ミ
ッ
ク
ス
で
バ
ッ
ト

マ
ン
の
宿
敵
と
さ
れ
る
ジ
ョ
ー

カ
ー
の
誕
生
物
語
。
心
優
し
い

男
が
社
会
か
ら
無
視
さ
れ
、
踏

み
つ
け
ら
れ
、
復
讐
の
炎
を
た

ぎ
ら
せ
悪
に
変
身
す
る
。

演
技
力
で
は
定
評
の
あ
る
ホ

ワ
キ
ン
・
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
が
本

領
を
発
揮
。
背
骨
が
く
っ
き
り

浮
か
び
上
が
る
ほ
ど
減
量
し
、

不
気
味
な
メ
イ
ク
で
身
震
い
す

る
ほ
ど
の
狂
気
を
放
つ
。
ロ
バ

ー
ト
・
デ
・
ニ
ー
ロ
が
人
気
ト

ー
ク
シ
ョ
ウ
の
ホ
ス
ト
役
で
登

場
す
る
以
外
、
ほ
ぼ
フ
ェ
ニ
ッ

ク
ス
の
独
壇
場
だ
。

監
督
は
「
ハ
ン
グ
オ
ー
バ
ー
」

シ
リ
ー
ズ
の
ト
ッ
ド
・
フ
ィ
リ

ッ
プ
ス
。
脚
本
は
フ
ィ
リ
ッ
プ

ス
と
「
ザ
・
フ
ァ
イ
タ
ー
」
の

ス
コ
ッ
ト
・
シ
ル
ヴ
ァ
ー
の
共

同
執
筆
。
先
頃
開
催
さ
れ
た
第

76
回
ベ
ネ
チ
ア
国
際
映
画
祭
で

最
優
秀
作
品
賞
に
当
た
る
金
獅

子
賞
を
受
賞
し
た
。

銃
撃
、
暴
力
シ
ー
ン
が
多
い

こ
と
と
、
２
０
１
２
年
７
月
に

コ
ロ
ラ
ド
州
オ
ー
ロ
ラ
で
バ
ッ

ト
マ
ン
の
映
画
「T

he
D
ark

K
night

R
ises

」
上
映
中
に
70

人
が
死
傷
す
る
乱
射
事
件
が
あ

っ
た
こ
と
を
ふ
ま
え
、
本
作
公

開
に
当
た
っ
て
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
な
ど
主
要

都
市
の
劇
場
で
は
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
ー
が
強
化
さ
れ
る
な
ど
注
目

度
は
さ
ら
に
ア
ッ
プ
し
て
い

る
。１

９
８
１
年
、
ゴ
ッ
サ
ム
・

シ
テ
ィ
。
ア
ー
サ
ー
・
フ
レ
ッ

ク
（
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
）
は
年
老

い
た
母
親
ペ
ニ
ー
の
介
護
を
し

な
が
ら
生
活
す
る
心
根
の
優
し

い
男
だ
。
ピ
エ
ロ
の
メ
イ
ク
と

衣
装
で
路
上
に
立
ち
通
行
人
の

注
意
を
引
く
宣
伝
マ
ン
が
彼
の

仕
事
だ
。

コ
メ
デ
ィ
ア
ン
に
な
り
た
く

て
ア
マ
チ
ュ
ア
の
ス
タ
ン
ド
ア

ッ
プ
に
ト
ラ
イ
す
る
も
笑
う
の

は
自
分
だ
け
で
お
客
は
ち
っ
と

も
笑
っ
て
く
れ
な
い
。
ノ
ー
ト

に
ギ
ッ
シ
リ
書
か
れ
た
ジ
ョ
ー

ク
も
ア
ー
サ
ー
の
世
界
で
し
か

通
用
し
な
い
。
　

生
活
は
ギ
リ
ギ
リ
の
上
、
何

度
と
な
く
暴
漢
に
襲
わ
れ
、
情

け
な
さ
と
み
じ
め
さ
に
打
ち
ひ

し
が
れ
、
自
分
を
支
え
て
い
た

心
の
中
の
つ
っ
か
え
棒
み
た
い

な
も
の
が
カ
ク
ン
と
折
れ
た
。

母
親
か
ら
聞
か
さ
れ
た
出
生
の

秘
密
が
さ
ら
に
ア
ー
サ
ー
を
妄

想
の
渦
に
巻
き
込
み
、
果
て
し

な
い
深
み
に
は
ま
っ
て
い
く
。

怖
い
の
は
暴
力
や
銃
撃
シ
ー

ン
で
は
な
く
、
社
会
を
見
限
っ

た
ソ
シ
オ
パ
ス
が
繰
り
出
す
復

讐
心
。
た
だ
し
ヴ
ィ
ラ
ン
（
ス

ー
パ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
の
敵
）
は
ヒ

ー
ロ
ー
が
同
じ
舞
台
に
た
っ
て

こ
そ
の
存
在
感
で
ヴ
ィ
ラ
ン

（
ジ
ョ
ー
カ
ー
）
だ
け
が
突
っ

走
る
物
語
は
あ
ま
り
に
暗
す
ぎ

る
。
２
時
間
２
分
。
Ｒ
。（
明
）

孤
独
が
悪
に
変
わ
る
時

動
画
予
告
編
デ
ジ
タ
ル
版w

w
w

.n
yse

ika
tsu

.co
m

で
右
の
写
真
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
動

画
で
予
告
編
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

■上映館■

Regal E-Walk Stadium 13 & RPX
247 W. 42nd St.

AMC Empire 25
234 West 42nd St.

AMC Loews 34th Street 14
312 W. 34th St.

Joker

狂気に突き進むアーサー（フェニックス）
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三

味

線

奏

者

、

史

佳

（F
um
iyoshi

、
本
名
・
小
林

史
佳
）
の
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
、

ザ
ン
ケ
ル
ホ
ー
ル
で
の
ラ
イ
ブ

コ
ン
サ
ー
ト
が
５
日
夜
開
催
さ

れ
た
。
津
軽
三
味
線
の
大
御

所
・
高
橋
竹
山
（
故
人
）
の
竹

山
流
最
年
少
の
継
承
者
で
、
音

の
響
き
を
大
切
に
す
る
斬
新
な

弾
（
ひ
）
き
で
聴
衆
を
魅
了
す

る
気
鋭
の
三
味
線
プ
レ
ー
ヤ

ー
。
第
１
部
で
新
潟
高
橋
竹
山

会
二
代
目
の
母
（
高
橋
竹
育
）

と
弟
子
ら
が
ス
テ
ー
ジ
に
揃

い
、
津
軽
じ
ょ
ん
が
ら
節
の
伝

統
的
な
三
味
線
の
メ
ド
レ
ー
を

５
曲
披
露
。
イ
ン
タ
ー
ミ
ッ
シ

ョ
ン
の
後
の
後
半
第
２
部
で
は

三
味
線
に
加
え
て
、
ウ
ッ
ド
ベ

ー
ス
、
ピ
ア
ノ
、
バ
イ
オ
リ
ン
、

カ
ホ
ン
、
レ
ク
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
楽
器
と
共
演
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で
三
味
線
の
新
境
地
を
切

り
開
こ
う
と
す
る
史
佳
の
情
熱

を
見
せ
た
。
今
回
、
世
界
初
演

さ
れ
た
曲
「
タ
イ
ト
ロ
ー
プ

T
ightrope

」
は
、
彼
が
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
を
大
い
に
意
識
し
た

作
品
。
「
ス
リ
ー
・
ラ
イ
ン
・

ビ
ー
ト
」
と
い
う
演
奏
ユ
ニ
ッ

ト
は
、
史
佳
の
音
色
に
魅
了
さ

れ
て
三
味
線
の
道
に
入
っ
た
演

奏
家
・
更
家
健
吾
と
ペ
ル
ー
の

民
族
打
楽
器
カ
ホ
ン
を
操
る
ド

ラ
マ
ー
、R

ica

の
３
人
組
で
、

息
の
あ
っ
た
演
奏
を
聞
か
せ

た
。９

歳
の
時
か
ら
母
親
の
手
解

き
で
三
味
線
を
始
め
た
史
佳
。

「
大
嫌
い
だ
っ
た
」
と
い
う
三

味
線
は
そ
れ
で
も
高
校
時
代
ま

で
続
け
た
。
立
命
館
大
学
理
工

学
部
に
進
み
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
同
好
会
に
熱
中
し
て
三
味
線

か
ら
は
遠
ざ
か
っ
た
。
激
動
の

就
職
氷
河
期
を
突
破
し
て
通
信

大
手
に
就
職
し
た
が
入
社
後
重

度
の
う
つ
病
に
。
入
社
３
年
目

に
母
親
か
ら

「
会
社
辞
め
て

戻
っ
て
お
い
で
」
と
の
言
葉
に

吸
い
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
帰
郷

し
た
。
「
な
ん
に
も
や
る
こ
と

な
い
な
ら
三
味
線
で
も
触
っ
て

な
さ
い
」
と
渡
さ
れ
た
三
味
線

が
命
を
救
っ
た
。
「
一
旦
捨
て

た
人
生
だ
か
ら
何
で
も
で
き

る
。
こ
れ
が
完
全
に
救
っ
て
く

れ
た
。
命
の
恩
人
で
す
」
と
三

味
線
を
握
る
史
佳
。

ス
テ
ー
ジ
で
ゲ
ス
ト
と
し
て

登
壇
し
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領

事
の
山
野
内
勘
二
大
使
が
舞
台

で
祝
辞
を
述
べ
た
あ
と
ピ
ア
ノ

の
前
に
座
る
と
大
き
な
ど
よ
め

き
が
起
こ
り
、
史
佳
と
の
「
イ

マ
ジ
ン
」
の
共
演
に
満
場
の
拍

手
が
贈
ら
れ
た
。
最
後
に
ト
リ

プ
ル
（
３
度
）
の
ア
ン
コ
ー
ル

で
見
せ
た
母
と
２
人
で
の
即
興

演
奏
は
会
場
を
感
動
の
渦
に
巻

き
込
ん
だ
。
ス
テ
ー
ジ
で
「
こ

れ
は
私
の
こ
れ
か
ら
の
始
ま

り
」
と
宣
言
し
た
。
演
奏
後
、

史
佳
は
「
母
は
偉
大
で
す
。
か

な
い
ま
せ
ん
。
今
日
も
全
力
を

出
し
切
り
ま
し
た
」
と
語
っ
た
。

（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

史
佳
の
情
熱

殿
堂
に
響
く

http://www.easeny.com/
http://myriverside.net/home
http://op-ed.jp
http://www.ojfd.com
https://drahnent.com/
https://www.joker.movie/
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EVENT
■第12回ニューヨーク・ワイン・アン
ド・フード・フェスティバル2019＝14
日まで　内容、時間、料金はイベント
によって異なる（市内各会場） フー
ド・ネットワーク・アンド・クッキン
グ・チャンネル主催で、スターシェフ
やセレブリティーなど数百人が参加、
イベント数も100を数え、世界各国から
数万人を動員するメガイベント。子供
たちの飢餓を無くしニューヨーク市の
フードバンクへ収益を寄付するという
趣旨。さまざまな形で楽しめ参加が寄
付にもつながるという食の祭典。
詳細はhttp://nycwff.org
■第75回コロンバスデー・パレード＝
14日　11:30 5th Ave(44th St-72nd St)
Tel: 212-249-9923　恒例のクリストフ
ァー・コロンブスの大陸発見を祝う全
米イタリア系コミュニティ最大規模の
パレード。今年はファラガモUSA会長
のマッシモ・フェラガモ氏をグランド
マーシャルに、イタリア系の政治や金
融界出身者や著名人が脇をかためて先
導するパレードとなる。
詳細はwww.columbuscitizensfd.org
■ハドソン・リバー・パーク・サマ

ー・イベント2019＝26 日まで 時間と
場所はイベントにより異なる （Hudson
River Parks全域） 入場料：無料 コンサ
ートや子供向けのアクティビティー、
各種エクササイズ、ダンス、ボート乗
り、フィッシング、フィルムなど家族
みんなで楽しめる。
詳細はwww.hudsonriverpark.org
■七五三の祝い＝19日、20日11:00、
14:00 Japan Society (JS=333 E 47th St)
Tel: 212-715-1258  Tel: 347-724-1380
参加費: $55 による子供の成長を祝う神
道の伝統行事「七五三」。三歳、五歳、
七歳という節目の年に子供が無事成長
したことを感謝するとともに、将来の
幸福と長寿をお祈りする儀式。晴れ着
を着た子供たちが神道祭式による七五
三の儀式に参加し家族らと一緒にさら
なる成長を祈る。参加児童には千歳飴
が提供される。対象参加者は、３歳・
５歳の男児、３歳・７歳の女児。（国籍、
宗教は不問）JSとインターナショナ
ル・シントウ・ファウンデーションと
の共催。詳細はwww.isf753.org

MUSIC
■ブルー・ノート＝21日まで　開演時
間20:00、22:30 料金はアーティストに
よって異なる Blue Note（131 W. 3rd St）
Tel： 212-475-8592 出演:〜13日ロバー
ト・グラスパー・アコースティック・
トリオ／15日〜20日ロバート・グラス
パーほか　
詳細はwww.bluenote.net
■メトロポリタン・オペラ2019-2020
シーズン＝2020年５月９日まで　公演
は日曜を除く毎日で時間は曜日や公演
によって異なる　Metropolitan Opera
House(Lincoln Center) Tel: 212-362-6000
料金：＄30〜＄480　新演出作品は「ポ
ーギーとベス」「アクナーテン」、「ボッ
ツェック」、「アグリッピーナ」、そして

「さまよえるオランダ人」の５作品。レ
パートリーからは「マクベス」、「椿姫」。

「トスカ」、「ラ・ボエーム」など幅広く、
オペラ初心者からオペラ通まで楽しめ
るラインナップとなっている。今年か
ら日曜の公演が始まり、土曜にはマチ
ネを含む２公演がある。
詳細はwww.metopera.orgまで。

DANCE&THEATER
■第57回ニューヨーク映画祭＝13日ま
で 時間、料金や会場は上演映画によ
り 異 な る Alice Tul ly Hal l（ 1941
Broadway)　Walter Reade Theater

（165 W 65th St）Tel: 212-721-6500
212-875-5050　同映画祭は世界中から
インディペンデント作品の発掘と育成
に力を入れており「映画芸術」を推進
するというミッションを持ち、文字通
り世界から長編、短編作品がズラリ参
加している。会期中、多数の監督や映
画関係者、俳優などが出席するスクリ
ーニングやイベントなど。
詳細はwww.filmlinc.com
■第16回フォール・フォー・ダンス＝
13日まで　City Center(130 W 55th
St)Tel: 212-581-1212 料金：＄15　恒例
ダンスイベント。クラシックからモダ
ン、フォークロアまで、世界各国から
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日
本
か
ら
の
広
告
も
承
り
ま
す

www.nyseikatsu.comで
動画がご覧になれます

www.youtube.com/user/NYSEIKATSUTV1●過去の動画は

■ インターネットに接
続し、デジタル版のア
ドレスwww.nyseikat-
su.comで開いた最初の
扉ページのテレビ画面
をクリックすると動画
ニュースをYouTubeで
ご覧になれます。

◎
本
紙
デ
ジ
タ
ル
版w

w
w

.nyseikatsu.com
 

で

レ
コ
ー
ド
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
ク
リ
ッ
ク
！

聴
け
ま
す

45
回
転
の
名
盤

414

YouTubeで聴く

週刊NY生活TV

2019年10月12日号

❶ 史佳カーネギー公演
❷ NYラーメンコンテスト

ロ
ッ
ク
歌
手
と
し
て
デ
ビ

ュ
ー
。
64
年
「L

a
plu

s
b

elle
pou

r
aller

danser

」
（
邦
題
「
ア
イ
ド

ル
を
探
せ
」
）
が
世
界
中
で

大
ヒ
ッ
ト
し
た
。

の人気のダンス・カンパニーをラインナ
ップし、期間中２週間近くにわたりユニ
バーサルなダンス文化を紹介する夢のダ
ンス競演。詳細はwww.citycenter.org
■ニューヨーク・シティー・バレエ2019
年〜2020年秋季シーズン＝13日まで
月曜を除く毎日公演。時間は曜日によっ
て異なる David Koch Theater（20 Lincoln
Center）Tel: 212-870-5570 入場料: $35
〜$205　今シーズンはテーマごとに、ま
ずフルレングス公演の「ジェルズ」そし
て創設者の作品を集めた「オール・バラ
ンシン」、そして現代振付家のウィール
ドンとの組み合わせで対照を見せる「バ
ランシン＋ウィールドン」「マスター
ズ・アット・ワーク」はバランシンとカ
ニンガム、「ロビンス+ペック」の組み合
わせもあり、新しいプロジェクトが興味
津々。そして「クラシックNYCB」など。
公演内容など。
詳細はwww.nycballet.com

ART
■T・レックス／究極の捕食者＝2020年
８月９日まで　American Museum of
Natuaral History（200　Central Park
West）Tel：212-769-5100　入場料：
＄28（大人）、＄22.50（学生・シニア）
＄16.50（２〜12歳）創立150年を迎える
同館の記念展。T・レックスの孵化から
成長までの等身大モデルをはじめ、バー
チャル・リアリティーなど生態系を科学
的に分析しつつ、楽しめる展示内容。
詳細はhttp://www.amnh.org
■エピック・アブストラクション／ポロ
ックからヘレラまで＝終了期日未定
Metropolitan Museum of Art(1000 Fifth
Ave) Tel ：212-535-7710 入場料：＄25

（大人）、＄17（シニア）、＄12（学生）、
12歳未満無料　（NY州居住者、NJ、
NJ,CT州の学生は任意額。要IC提示）
1940年代から現代にいたる抽象絵画、彫
刻、ドローイングなど、同館所蔵のポロ
ックをはじめ、ヨーロッパや日本人アー
ティストの作品まで約50点を展示。
詳細はhttps://metmuseum.org

シ
ル
ヴ
ィ
・
ヴ
ァ

ル
タ
ン
は
ブ
ル
ガ
リ

ア
生
ま
れ
で
８
歳
か

ら
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ

育
ち
。
１
９
６
１
年

リ
セ
在
学
中
の
17
歳

で
パ
リ
・
オ
ラ
ン
ピ

ア
劇
場
に
初
出
演
。

ア
メ
リ
カ
音
楽
が
台

頭
し
始
め
る
な
か
、

学
生
時
代
、
１
９
５
０
年
代

後
半
、
人
一
倍
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

に
興
味
は
あ
っ
た
が
、
正
し
い

知
識
は
ゼ
ロ
に
近
い
。

例
え
ば
、
背
広
で
い
え
ば
若

い
う
ち
は
青
、
年
を
取
っ
た
ら

茶
色
を
着
る
べ
し
と
言
わ
れ
て

い
た
。

ネ
ク
タ
イ
に
関
し
て
も
若
者

は
大
き
く
結
び
、
年
寄
り

は
小
さ
く
結
ぶ
の
が
正
し

い
と
信
じ
ら
れ
、
実
行
さ

れ
て
い
た
。
と
ん
で
も
な
い

「
ガ
セ
ね
た
」
だ
が
、
疑
う
人

は
い
な
か
っ
た
。

初
め
て
ネ
ク
タ
イ
を
結
ん
だ

日
、
ネ
ク
タ
イ
の
鉄
則
を
兄
か

ら
教
え
ら
れ
た
。
大
き
く
結
ぶ

や
り
方
｜
｜
あ
れ
は
ウ
イ
ン
ザ

ー
・
ノ
ッ
ト
だ
っ
た
の
だ
ろ
う

｜
｜
を
、
鏡
の
前
に
ネ
ク
タ
イ

と
格
闘
し
た

事
を
思
い
出

し
た
。

ネ
ク
タ
イ

の
結
び
方
に

は
３
種
類
あ

る
こ
と
を
学

ん
だ
の
は
、

ず
っ
と
後
の

こ
と
。
そ
し

て
、
ネ
ク
タ

イ
の
結
び
方
は
年
齢
で
は
な

く
、
ド
レ
ス
シ
ャ
ツ
の
襟
型
に

よ
っ
て
変
え
る
こ
と
も
…
…
。

ボ
タ
ン
ダ
ウ
ン
・
シ
ャ
ツ
に

ネ
ク
タ
イ
は
プ
レ
ー
ン
・
ノ
ッ

ト
で
結
ば
「
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と

知
っ
た
の
は
そ
の
ま
た
後
、
Ｂ

Ｄ
に
ウ
イ
ン
ザ
ー
・
ノ
ッ
ト
と

い
う
恥
知
ら
ず
を
や
っ
て
い

た
。（
つ
づ
く
）

（
く
ろ
す
・
と
し
ゆ
き
／
服
飾

評
論
家
、
東
京
都
在
住
）

デ
ジ
タ
ル
版w

w
w

.n
y
s
e
ik

a
ts

u
.c

o
m

で
ロ
ゴ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
ブ
ロ
グ
に
リ
ン
ク

294：ネクタイの結び方

今
夏
に
享
年
91
歳
で
亡
く
な

っ
た
米
国
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
界
の

巨
匠
、
ハ
ロ
ル
ド
・
プ
リ
ン
ス

に
関
す
る
展
覧
会
「
イ
ン
・

ザ
・
カ
ン
パ
ニ
ー
・
オ
ブ
・
ハ

ロ
ル
ド
・
プ
リ
ン
ス
」
展
が
リ

ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
パ
ブ
リ

ッ
ク
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・
フ
ォ

ー
・
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ア
ー

ツ
（
リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
・

プ
ラ
ザ
40
丁
目
、
電
話
２
１

２
・
８
７
０
・
１
６
０
８
）
で

開
催
さ
れ
て
い
る
。

吉
井
久
美
子
さ
ん
（
ゴ
ー
ジ

ャ
ス
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
社

長
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
、
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
コ
ミ

ッ
テ
ィ
メ
ン
バ
ー
）
は
同
展
ス

ポ
ン
サ
ー
の
一
人
。
展
示
品
の

中
に
は
彼
女
が
寄
贈
し
た
ブ
ロ

ー
ド
ウ
ェ
イ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ブ
ロ
ー

ド
ェ
イ
」
の
原
画
や
セ
ッ
ト
も

含
ま
れ
て
い
る
。
吉
井
さ
ん
は

「
ハ
ル
（
ハ
ロ
ル
ド
・
プ
リ
ン

ス
）
は
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
演

出
家
、
そ
し
て
ク
リ
エ
イ
タ
ー

と
し
て
革
新
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
の

持
ち
主
だ
っ
た
だ
け
で
な
く
、

最
高
の
チ
ー
ム
を
作
り
上
げ
る

名
手
と
し
て
も
よ
く
知
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
展
示
は
、
そ

の
ハ
ル
の
70
年
に
も
わ
た
る
個

人
の
偉
業
だ
け
で
な
く
、
彼
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
影
響

を
受
け
、
共
に
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ

イ
の
時
代
を
作
り
上
げ
て
い
っ

た
人
々
の
存
在
を
取
り
上
げ
て

い
ま
す
」
と
話
し
て
い
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・
フ
ォ

ー
・
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ア
ー

ツ
、
ビ
リ
ー
・
ロ
ー
ズ
・
シ
ア

タ
ー
部
の
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
、
ダ

グ
・
リ
サ
イ
ド
さ
ん
は
こ
う
語

る
。
「
ハ
ロ
ル
ド
・
プ
リ
ン
ス

は
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
シ
ア
タ
ー
を

含
む
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
に

は
、
人
を
変
え
る
力
が
あ
る
、

そ
し
て
そ
れ
が
文
化
を
も
救
う

ア
イ
ド
ル
を
探
せ

シ
ル
ヴ
ィ
・
ヴ
ァ
ル
タ
ン

ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
の
巨
匠

ハ
ロ
ル
ド
・
プ
リ
ン
ス
展

力
が
あ
る
と
強
く
信
じ
て
い
ま

し
た
。
彼
は
そ
こ
に
希
望
を
見

出
し
、
そ
の
信
念
の
も
と
、
70

年
以
上
の
歳
月
を
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
に
注
ぎ
ま
し
た
。
こ
の
ハ
ロ

ル
ド
・
プ
リ
ン
ス
展
で
は
そ
の

彼
が
信
念
を
持
っ
て
手
が
け
て

き
た
作
品
を
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ

ブ
に
体
験
い
た
だ
け
る
工
夫
が

さ
ま
ざ
ま
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
」
。

展
示

は
来
年
３
月
31
日
ま
で
。
詳
細

は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

on.nypl.org/2ZR
vM

X
O

リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
開
催
中

ジ
ャ
ズ
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
、

マ
リ

オ
オ
ク
ボ
が
15
日
（
木
）
午
後
８

時
、
ザ
・
ズ
ル
チ
ャ
ー
・
ギ
ャ
ラ

リ
ー
（
ブ
リ
ー
カ
ー
通
り
33
番
地
、

電
話
２
１
２
・
７
７
７
・
０
７
９

０
）
で
ラ
イ
ブ
を
開
催
。
東
京
生

ま
れ
、
東
京
藝
術
大
学
オ
ペ
ラ
科

卒
業
。
イ
タ
リ
ア
で
ベ
ル
カ
ン
ト

修
業
中
　
ジ
ャ
ズ
界
の
巨
匠
オ
ー

ネ
ッ
ト
・
コ
ー
ル
マ
ン
に
才
能
を

認
め
ら
れ
る
。
入
場
料
15
ド
ル
。

マ
リ

オ
オ
ク
ボ

15
日
ラ
イ
ブ

https://www.restaurantnippon.com/
http://shirt.co.jp/sakasamegane/
https://youtu.be/uAAcfREVzME
https://www.youtube.com/watch?v=JHu5iWfTADE
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富
士
フ
イ
ル
ム
・
ノ
ー
ス
ア

メ
リ
カ
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

は
２
日
夕
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の

ア
ル
ト
マ
ン
ビ
ル
で
新
製
品

「
チ
ェ
キ
＝in

stax
m

in
i

L
ink

（
以
下
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
）
」
の

発
表
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。

開
場
に
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー

と
呼
ば
れ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
情
報
を

拡
散
す
る
若
者
た
ち
や
取
り
引

き
先
関
係
企
業
ら
２
０
０
人
あ

ま
り
が
集
ま
り
、
会
場
に
設
置

さ
れ
た
様
々
な
撮
影
ス
ポ
ッ
ト

で
撮
影
会
を
楽
し
ん
だ
。

こ
れ
は
、
富
士
フ
イ
ル
ム

（
助
野
健
児
社
長
）
が
ス
マ
ホ

で
撮
影
し
た
画
像
を
チ
ェ
キ
プ

リ
ン
ト
に
で
き
る
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
用
専
用
プ
リ
ン
タ
ー
「
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｋ
」
を
11
日
か
ら
世
界
同

時
期
発
売
す
る
の
を
記
念
し
た

イ
ベ
ン
ト
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
は
専
用
ア
プ
リ
か

ら
ブ
ル
ー
ト
ゥ
ー
ス
で
、
ス
マ

ホ
の
画
像
を
高
画
質
チ
ェ
キ
プ

リ
ン
ト
に
出
力
す
る
こ
と
が
で

き
、
専
用
ア
プ
リ
に
は
、
動
画

か
ら
ベ
ス
ト
シ
ョ
ッ
ト
を
選
ん

で
プ
リ
ン
ト
で
き
る
機
能
や
、

友
達
や
気
に
な
る
相
手
と
の
相

性
判
断
が
で
き
る
機
能
、
友
人

た
ち
と
各
自
の
ス
マ
ホ
か
ら
好

き
な
画
像
を
同
時
に
送
り
、
１

枚
の
チ
ェ
キ
プ
リ
ン
ト
に
出
力

で
き
る
機
能
な
ど
、
大
人
数
で

も
遊
び
な
が
ら
楽
し
め
る
ユ
ニ

ー
ク
な
機
能
を
搭
載
し
た
。
販

売
価
格
は
99
ド
ル
。

岩
﨑
哲
也
社
長
は
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｋ
は
さ
ま
ざ
ま
な
プ
リ
ン
ト
の

ソ
フ
ト
を
搭
載
し
て
い
て
、
大

勢
の
人
で
写
真
を
シ
ェ
ア
し
て

楽
し
ん
で
、
プ
リ
ン
ト
す
る
体

験
を
し
て
も
ら
え
る
商
品
。
米

国
の
大
手
取
り
引
き
先
の
評
判

も
と
て
も
良
い
」
と
早
く
も
手

応
え
の
予
感
を
感
じ
て
い
る
様

子
だ
。

会
場
の
招
待
客
た
ち
か
ら
は

「
こ
れ
か
ら
の
ホ
リ
デ
ー
シ
ー

ズ
ン
や
パ
ー
テ
ィ
ー
で
の
ギ
フ

ト
に
ぴ
っ
た
り
で
、
デ
ザ
イ
ン

や
色
も
と
て
も
キ
ュ
ー
ト
で
可

愛
い
」
（
ジ
ョ
ア
ン
ナ
・
ナ
イ

ル
さ
ん
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在

住
）
、
や
「
使
い
方
が
と
て
も

簡
単
な
の
で
若
者
た
ち
に
受
け

入
れ
ら
れ
や
す
い
商
品
だ
と
思

う
」
（
ホ
ワ
ン
・
フ
ロ
ー
さ
ん
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
）
と
好
評

だ
。
　

同
社
で
は
「D

on
't Ju

st
T

ake, G
ive

」
（
と
る
だ
け
じ

ゃ
な
い
、
伝
え
た
い
か
ら
）
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
世
界
中

で
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開

し
、
ス
マ
ホ
に
撮
り
溜
め
た
多

く
の
大
切
な
画
像
を
気
軽
に
プ

リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
て
、
相
手
に

気
持
ち
を
伝
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
に
し
た
り
、

大
人
数
で
プ
リ
ン
ト
を
楽
し
め

た
り
「
思
い
や
り
あ
ふ
れ
、
遊

べ
る
」
プ
リ
ン
タ
ー
で
あ
る
と

い
う
新
製
品
の
魅
力
を
発
信
し

て
い
く
方
針
だ
。

（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

今
回
発
売
さ
れ
た
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ

は
、
簡
単
・
ス
ピ
ー
デ
ィ
・
高

画

質

に

プ

リ

ン

ト

で

き

る

instax

「
チ
ェ
キ
」
シ
リ
ー

ズ
の
特
徴
は
そ
の
ま
ま
に
、
専

用
ア
プ
リ
を
使
っ
て
、
動
画
の

決
定
的
瞬
間
を
簡
単
に
切
り
出

し
て
プ
リ
ン
ト
す
る
「
ビ
デ
オ

プ
リ
ン
ト
」
機
能
を
は
じ
め
、

チ
ェ
キ
プ
リ
ン
ト
を
使
っ
て
大

人
数
で
も
楽
し
め
る
複
数
の
機

能
を
搭
載
し
て
い
る
。
手
の
ひ

ら
サ
イ
ズ
で
約
２
０
０
グ
ラ
ム

と
小
型
軽
量
で
携
帯
性
に
優

れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
機
会

を
逃
さ
ず
楽
し
い
時
間
を
す
ご

せ
る
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
で
き

る
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
本
体
に
モ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン
サ
ー
を
搭
載
し
た
こ

と
で
、
専
用
ア
プ
リ
を
使
っ
て

ス
マ
ホ
で
写
真
を
撮
影
す
る
時

に
は
、
中
央
部
の
電
源
ボ
タ
ン

面
を
下
に
向
け
る
と
ズ
ー
ム
イ

ン
、
上
に
向
け
る
と
ズ
ー
ム
ア

ウ
ト
で
き
、
さ
ら
に
電
源
ボ
タ

ン
が
シ
ャ
ッ
タ
ー
代
わ
り
に
な

る
な
ど
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
を
リ
モ
コ
ン

と
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
出
力
部
を
下
に
向
け
て
中

央
ボ
タ
ン
を
押
す
と
プ
リ
ン
ト

が
で
き
、
専
用
ア
プ
リ
は
、
ス

ワ
イ
プ
ア
ッ
プ
す
る
と
画
像
デ

ー
タ
を
プ
リ
ン
タ
ー
転
送
で
き

る
な
ど
、
直
感
的
な
操
作
性
を

追
求
し
て
い
る
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
は

携
帯
性
を
追
求
し
た
小
型
軽
量

さ
や
シ
ン
プ
ル
か
つ
直
感
的
な

操
作
性
が
高
く
評
価
さ
れ
２
０

１
９
年
度
の
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン

賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
　

instax

は
、
１
９
９
８
年
に

発
売
し
た
イ
ン
ス
タ
ン
ト
カ
メ

ラinstax

シ
リ
ー
ズ
で
、
発
売

当
初
か
ら
日
本
で
20
年
以
上
に

わ
た
り
「
チ
ェ
キ
」
の
愛
称
で

親
し
ま
れ
、
現
在
は
日
本
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
、
米
国
、
中
国
、
東

南
ア
ジ
ア
な
ど
世
界
１
０
０
か

国
以
上
で
販
売
さ
れ
、
こ
れ
ま

で
の
世
界
累
計
販
売
台
数
は
約

４
５
０
０
万
台
に
上
る
。

操
作
簡
単
ワ
ン
タ
ッ
チ

ス
マ
ホ
か
ら
転
送

スマートフォン用プリンター「instax mini Link」

直
感
的
な
操
作
性

富
士
フ
イ
ル
ム
が
世
界
同
時
発
売

若
者
市
場
ギ
フ
ト
の
目
玉

新製品 instax mini Link 発表会場で撮影を楽しむ招待客たち

会
場
に
は
大
勢
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
た
ち
が
集
合

みんなと遊べる多機能満載

岩﨑社長


	page01
	page02
	page03
	page04
	page05
	page06
	page07
	page08
	page09
	page10
	page11
	page12
	page13
	page14
	page15
	page16
	page17
	page18
	page19
	page20
	page21
	page22
	page23
	page24



